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あいさつ 

　第49回沖縄県特別支援教育研究大会の開催にあたり、ご挨拶申し上げます。 

　沖縄県特別支援教育研究会が、発足以来、各学校現場における実践研究を重ね、

本県特別支援教育の推進に大きく寄与されていることに対しまして、深く敬意を表

します。 

　さて、近年の特別支援教育の動向をみますと、平成28年の4月に「障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法律」が施行され、学校においては、本人・保護者

の意志の表明に基づく「合理的配慮」の提供が行われるようになりました。 

　また、中央教育審議会の答申「令和の日本型教育の構想を目指して 〜全ての子

供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現〜」や、新しい

特別支援教育の在り方に関する有識者会議からの報告においても、引き続き特別支

援教育の充実が求められております。 

　教育の場においては、通常の学級、通級指導教室、特別支援学級、特別支援学校

といった連続性のある「多様な学びの場」を提供し、教育的ニーズに応えていくこ

とが求められております。 

　県教育委員会としましても、「障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づ

くり条例」を踏まえ、障害のある児童生徒を取り巻く環境の整備や、一人一人の教

育的ニーズに応じた指導の充実を図っていくための教員研修等を実施しておりま

す。 

　本研究大会においては、「新しい時代に生きる力を育む特別支援教育の展開 〜

一貫性・系統性のある学びの保障をめざして〜」を大会主題に掲げ、それぞれの分

科会において、各地区及び各学校の実践研究について活発に研究協議が行われるも

のと期待しております。 

　また、記念講演をいただきます文部科学省初等中等教育局視学官 分藤 賢之様、

お忙しい中、貴重なお時間をいただきありがとうございます。 

　結びに、本大会の開催に御尽力くださいました役員の皆様並びに関係各位に感謝

申し上げるとともに、大会の御成功を祈念申し上げ、あいさつといたします。 

令和3年12月17日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立学校教育課 

課長　玉城　学
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あいさつ 

令和3年度 第49回沖縄県特別支援教育研究会 研究大会を開催するにあたり、ご

挨拶申し上げます。 

昨年度は、新型コロナウィルス感染症拡大を受け、残念ながら研究大会は中止と

なりました。今年度は、依然終息をみない新型コロナウィルス感染症対策を考慮

し、オンラインによる大会を企画致しました。 

そのような状況にもかかわらず、沖縄県内各地から多数の方々にご参加をいただ

き、大会を開催できますことを心から感謝申し上げます。 

　さて、近年の高度情報化やグローバル化といった急速な社会的変化、また新型コ

ロナウィルス感染症の流行に伴う社会構造や新しい生活様式への転換など、私たち

はまさに、予測困難な時代に直面しています。そのような社会においても、子ども

たちが自ら生きる力を高め発揮し、主体的に社会へ参加できるよう、特別支援教育

おいてはこれまで以上に質の高い教育の展開が求められています。 

　また、学習指導要領の改訂では幼・小・中・高等学校の教育課程との連続性が重

視され、知的障害教育においても育成すべき資質・能力の三つの柱に基づいて目

標・内容が構造化され、各教科で段階ごとに目標が示されるなど内容の充実が図ら

れました。今後は、「多様な学びの場」実現のため、各学校において各教科等の指

導を一層充実させるとともに、自立と社会参加に向けた一貫性・系統性のある学び

を保障しなければなりません。 

　そこで、本研究大会では「新しい時代に生きる力を育む特別支援教育の展開～一

貫性・系統性のある学びの保障をめざして～」を大会主題に掲げ、記念講演として

文部科学省初等中等教育局視学官の分藤賢之氏をお招きし、「個に応じた適切な指

導を充実させる教育支援の在り方～教育的ニーズを整理するための３つの観点から

考える～」についてご講演いただくことになっています。参加者の皆様と共にこの

課題について考えてまいります。 

　結びになりますが、本研究大会の開催にあたり多大なご理解とご協力をいただき

ました沖縄県教育委員会、浦添市教育委員会、各支部、関係機関の皆様に深く感謝

申し上げますとともに、今後ともより一層のご指導・ご支援を賜りますようお願い

申し上げます。併せて、本研究大会が実りある大会となり、今後の特別支援教育の

さらなる充実、進展を図り、共生社会の実現に向けた大会になることを祈念し、あ

いさつと致します。 

令和3年12月17日 

沖縄県特別支援教育研究会 

会長　大城　政之
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令和３年度 

第49回 沖縄県特別支援教育研究会 研究大会 
〈開催概要〉

● 大会主題 

● 開催趣旨 

　近年の高度情報化やグローバル化といった急速な社会的変化、また新型コロナウイルスの流行に伴う
社会構造の転換など、私たちはまさに予測困難な新時代に直面しています。そのような社会において
も、子供たちが自らの生きる力を高め発揮し、主体的に社会へ参加できるよう、特別支援教育において
はこれまで以上に質の高い教育の展開が求められています。 
　また今次の学習指導要領の改訂では、幼・小・中・高等学校の教育課程との連続性が重視され、知的
障害教育においても育成すべき資質・能力の三つの柱に基づいて目標・内容が構造化され、各教科で段
階ごとに目標が示されるなど内容の充実が図られました。今後は「多様な学びの場」実現のため、各学
校において各教科等の指導を一層充実させるとともに、自立と社会参加に向けた一貫性・系統性のある
学びを保障しなければなりません。 
　そこで今年度、本研究会では上記を大会主題に掲げ、参加者の皆さまと共にこの教育課題について考
えます。 

● 期　　日 

● 会　　場 

● 主　　催 

● 後　　援 

● 参加対象 

● 参加費用 

● 定　　員 

● 日　　程

新しい時代に生きる力を育む特別支援教育の展開 
〜一貫性・系統性のある学びの保障をめざして〜

令和３年12月17日(金)　9:30〜17:00（開場9:00） 

Zoomウェビナー・ミーティング 

沖縄県特別支援教育研究会 

沖縄県教育委員会　浦添市教育委員会 
沖縄県特別支援学校校長会　沖縄県特別支援学級・通級指導教室設置校校長会 
沖縄県特別支援学校PTA協議会 
沖縄県情緒障害教育研究会　那覇・浦添地区中学校特別支援教育研究会 

幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等の教職員、保育園の職員、
障害のある子を持つ保護者やご家族、そのほか特別支援教育に従事または関心の
ある皆さま 

無料 

開会行事・記念講演　500名 
分科会　各100名

開
会 開会行事

分科会①②③④

昼食
記念講演

分科会⑤⑥⑦

提案１ 提案２ 指導 
助言 提案１ 提案２ 指導 

助言

Zoomウェビナー Zoomミーティング Zoomウェビナー Zoomミーティング

9:30 10:00 10:15 12:00 13:00 14:45 15:00 16:45

,
-
.
/
0

閉
会
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● 分 科 会 

　研究大会では下記の７つの分科会において、特別支援学級・特別支援学校より１件ずつ実践事例の提
案があります。また提案後は、分科会ごとのテーマに沿った研究協議が行われ、専門家による指導助言
を受けます。 

● 記念講演 

　(１) 演題　　個に応じた適切な指導を充実させる教育支援の在り方 
　　　　　　　　〜教育的ニーズを整理するための３つの観点から考える〜 

　(２) 講師　　分藤 賢之 氏 
　　　　　　　 文部科学省初等中等教育局 視学官
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所属学会 
日本特殊教育学会員 
日本肢体不自由教育研究会員 
関東自立活動研究会アドバイザー 
つくば自立活動研究会員 

主な研究内容 
重複障害教育における教育課程、自立活動の指導、特別支援学校（肢体不自由）における
カリキュラム・マネジメント ほか 

最近の著書 
文部科学省『特別支援学校学習指導要領』, 2017年４月 
分藤賢之・川間健之介・北川貴章『思考力・判断力・表現力を育む授業（肢体不自由教育
実践 授業力向上シリーズ No.5）』, ジアース教育新社, 2017年11月 
文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説（総則編・各教科等編・自立活動編）』, 
2018年3月 
文部科学省「障害のある子供の教育支援の手引」, 2021年6月 
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課「季刊特別支援教育［特集］教育支援資料の改
訂」, No.82, 東洋館出版, 2021年6月
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大会日程

開場・接続・事前アナウンス 

開会行事 

開場・接続・事前アナウンス 

分科会（前半） 

① 日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動 

② 生活単元学習 

③ 作業学習・キャリア教育 

④ 教科別の指導 

開場・接続・事前アナウンス 

記念講演 

開場・接続・事前アナウンス 

分科会（後半） 

⑤ 自閉症・発達障害への支援 

⑥ 交流及び共同学習 

⑦ 早期教育 

アンケート 

閉会

配信形式

WEBINER

MEETING

WEBINER

MEETING

〈昼食・休憩〉

〈各自〉

9:00 

9:30-10:00 

10:00-10:15 

10:15-12:00 

12:45-13:00 

13:00-14:45 

14:45-15:00 

15:00-16:45 

16:45-17:00 

17:00

WEBINER

Zoomウェビナー（定員500名） 
画面には司会・講師・来賓など主催者側（ホスト）
が指定したユーザーしか表示されません。参加者は
Q&Aを使って質問をすることができます。

MEETING

Zoomミーティング（定員100名） 
画面には司会等を含めて参加者全員が表示されま
す。参加者はPCを操作して音声や映像をON／OFF
することができます。

• 接続の仕方や基本的な使い方については巻末「Zoomかんたんマニュアル」をご覧ください 
• 次ページには各オンライン会場に入室する際の「ミーティングID・パスワード」を一覧で確
認できます

Zoomについて
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開会行事

定員500名 
9:30-10:00（開場9:00）

ウェビナーID 

パスコード

914 4026 4318 
okitokuken

記念講演

定員500名 
13:00-14:45（開場12:45）

ウェビナーID 

パスコード

984 0337 8367 
okitokuken

WEBINER

分科会①「日常生活の指導・寄宿舎・自立活動」

定員100名 
10:15-12:00（開場10:00）

ミーティングID 

パスコード

918 8390 0137 
okitokuken

MEETING

分科会②「生活単元学習」

定員100名 
10:15-12:00（開場10:00）

ミーティングID 

パスコード

917 2059 7849 
okitokuken

分科会③「作業学習・キャリア教育」

定員100名 
10:15-12:00（開場10:00）

ミーティングID 

パスコード

831 0588 5112 
okitokuken

分科会④「教科別指導」

定員100名 
10:15-12:00（開場10:00）

ミーティングID 

パスコード

832 1447 1935 
okitokuken

分科会⑤「自閉症・発達障害への支援」

定員100名 
15:00-16:45（開場14:45）

ミーティングID 

パスコード

957 7425 6257 
okitokuken

分科会⑥「交流学習及び共同学習」

定員100名 
15:00-16:45（開場14:45）

ミーティングID 

パスコード

836 8169 5711 
okitokuken

分科会⑦「早期教育」

定員100名 
15:00-16:45（開場14:45）

ミーティングID 

パスコード

991 8532 2500 
okitokuken

ZoomID・パスコードの一覧

この一覧は参加者だけに公開される情報です 

取り扱いには十分にご注意ください ！！
11

各会場には定員がございます。お申し込みの際に登録した分科会の会場へご入室ください
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WEBINER

9:00 開場・接続確認・事前アナウンス

9:30 開式の言葉　　　副会長　徳永 盛之（名護特別支援学校 校長）

9:33 会長挨拶　　　会長　大城 政之（大平特別支援学校 校長）

9:43 あいさつ　　　沖縄県教育庁県立学校教育課　課長　玉城 学

9:47 日程の説明

• 大会スケジュール 

• ZoomのIDおよびパスワード 

• 分科会・記念講演における質疑応答 

• オンデマンド公開 

• 令和４年度 九州地区特別支援教育研究連盟〈沖縄大会〉 

• アンケート

9:57 閉式の言葉　　　副会長　大湾 悟（具志頭中学校 校長）

10:00 分科会①②③④のミーティング会場へ移動

開会行事

司会：会長補佐 下地 靖子（大平特別支援学校教頭）

〈時間の目安〉

※敬称略
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12:30 開場・接続確認・事前アナウンス

13:00 講師紹介　　　評議員　岡越 猛（大平特別支援学校 教頭）

13:05 記念講演

　文部科学省初等中等教育局視学官　分藤 賢之 氏

14:35 質疑応答

14:40 謝辞　　　会長　大城 政之（大平特別支援学校 校長）

14:45 分科会⑤⑥⑦のミーティング会場へ移動

記念講演

司会：会長補佐 下地 靖子（大平特別支援学校教頭）

〈時間の目安〉

WEBINER
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演∆

題

個に応じた適切な指導を充実させる教育支援の在り方 
～教育的ニーズを整理するための３つの観点から考える～

講師 分藤 賢之 氏 

文部科学省初等中等教育局 視学官

第49回 研究大会 記念講演

主なご経歴 
平成3年 

平成6年 
平成9年 
平成15年 
平成16年 
平成19年 
平成20年 
平成24年 
平成25年 
平成30年 
令和元年 
令和2年

琉球大学教育学部養護学校教員養成課程卒業 
長崎県立鶴南特別支援学校 教諭 
長崎大学教育学部附属特別支援学校 教諭 
長崎県立長崎特別支援学校 教諭 
長崎県教育センター 研修員 
長崎県発達障害者支援センター 主事 
長崎県教育センター 指導主事 
長崎県教育庁特別支援教育室 指導主事 
長崎県教育庁高校教育課県立学校人事班 管理主事 
文部科学省等中等教育局特別支援教育課 特別支援教育調査官 
長崎県立長崎特別支援学校 校長 
長崎県教育庁特別支援教育課 課長 
文部科学省初等中等教育局 視学官

令和3年12月17日(金)　Zoomウェビナー 
13:00〜14:45（開場12:30）

沖縄県特別支援教育研究会 

沖縄県教育委員会　　浦添市教育委員会 
沖縄県特別支援学校校長会 
沖縄県特別支援学級・通級指導教室設置校校長会 
沖縄県特別支援学校PTA協議会 
沖縄県情緒障害教育研究会 
那覇・浦添地区中学校特別支援教育研究会

主催 

後援
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2

䕿 㞀ᐖ⪅ᶒ฼᮲⣙䛻䜘䜜䜀䚸䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛸䛿䚸ே㛫䛾ከᵝᛶ䛾ᑛ㔜

➼䛾ᙉ໬䚸㞀ᐖ⪅䛜⢭⚄ⓗཬ䜃㌟యⓗ䛺ᶵ⬟➼䜢᭱኱㝈ᗘ䜎䛷Ⓨ㐩䛥䛫䚸⮬⏤䛺

♫఍䛻ຠᯝⓗ䛻ཧຍ䛩䜛䛣䛸䜢ྍ⬟䛸䛩䜛䛸䛾┠ⓗ䛾ୗ䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛⪅䛸㞀ᐖ䛾䛺䛔

⪅䛜ඹ䛻Ꮫ䜆௙⤌䜏䛷䛒䜚䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛⪅䛜୍⯡ⓗ䛺ᩍ⫱ไᗘ䛛䜙᤼㝖䛥䜜䛺䛔䛣䛸䚸

⮬ᕫ䛾⏕ά䛩䜛ᆅᇦ䛻䛚䛔䛶ึ➼୰➼ᩍ⫱䛾ᶵ఍䛜୚䛘䜙䜜䜛䛣䛸䚸ಶே䛻ᚲせ䛺

䛂ྜ⌮ⓗ㓄៖䛃䛜ᥦ౪䛥䜜䜛➼䛜ᚲせ䛸䛥䜜䛶䛔䜛䚹

z ඹ⏕♫఍䛾ᙧᡂ䛻ྥ䛡䛶䚸㞀ᐖ⪅䛾ᶒ฼䛻㛵䛩䜛᮲⣙䛻ᇶ䛵䛟䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛾
⌮ᛕ䛜㔜せ䛷䛒䜚䚸䛭䛾ᵓ⠏䛾䛯䜑䚸≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䜢╔ᐇ䛻㐍䜑䛶䛔䛟ᚲせ䛜䛒䜛䛸⪃䛘䜛䚹

z 䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛻䛚䛔䛶䛿䚸ྠ䛨ሙ䛷ඹ䛻Ꮫ䜆䛣䛸䜢㏣ồ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ಶู䛾ᩍ⫱
ⓗ䝙䞊䝈䛾䛒䜛ᗂඣඣ❺⏕ᚐ䛻ᑐ䛧䛶䚸⮬❧䛸♫఍ཧຍ䜢ぢᤣ䛘䛶䚸䛭䛾᫬Ⅼ䛷ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻
᭱䜒ⓗ☜䛻ᛂ䛘䜛ᣦᑟ䜢ᥦ౪䛷䛝䜛䚸ከᵝ䛷ᰂ㌾䛺௙⤌䜏䜢ᩚഛ䛩䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹ᑠ୰Ꮫᰯ
䛻䛚䛡䜛㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䚸≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛸䛔䛳䛯䚸㐃⥆ᛶ䛒䜛䛂ከᵝ
䛺Ꮫ䜃䛾ሙ䛃䜢⏝ព䛧䛶䛚䛟䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

z ᇶᮏⓗ䛺᪉ྥᛶ䛸䛧䛶䛿䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ䛹䜒䛸㞀ᐖ䛾䛺䛔Ꮚ䛹䜒䛜䚸䛷䛝䜛䛰䛡ྠ䛨ሙ䛷ඹ䛻Ꮫ
䜆䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䜉䛝䛷䛒䜛䚹䛭䛾ሙྜ䛻䛿䚸䛭䜜䛮䜜䛾Ꮚ䛹䜒䛜䚸ᤵᴗෆᐜ䛜ศ䛛䜚Ꮫ⩦άື䛻
ཧຍ䛧䛶䛔䜛ᐇឤ䞉㐩ᡂឤ䜢ᣢ䛱䛺䛜䜙䚸඘ᐇ䛧䛯᫬㛫䜢㐣䛤䛧䛴䛴䚸⏕䛝䜛ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䛡䜛
䛛䛹䛖䛛䚸䛣䜜䛜᭱䜒ᮏ㉁ⓗ䛺どⅬ䛷䛒䜚䚸䛭䛾䛯䜑䛾⎔ቃᩚഛ䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ᵓ⠏䛾䛯䜑䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾᥎㐍

䛊⫼ᬒ䛋䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛻䛴䛔䛶䠄H24.7 ୰ᩍᑂึ୰ศ⛉఍ሗ࿌䠅

3

䛊⫼ᬒ䛋 ᪂䛧䛔᫬௦䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛᭷㆑⪅఍㆟ሗ࿌䠄R3.1䠅

۵ ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䜢ᕠ䜛≧ἣ䛾ኚ໬䜒㋃䜎䛘䚸䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛾⌮ᛕ䜢
ᵓ⠏䛧䚸≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䜢㐍ᒎ䛥䛫䛶䛔䛟䛯䜑䛻䚸ᘬ䛝⥆䛝䚸
䐟 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛸㞀ᐖ䛾䛺䛔Ꮚ౪䛜ྍ⬟䛺㝈䜚ඹ䛻ᩍ⫱䜢ཷ䛡䜙䜜䜛Ꮫ䜃

䛾ሙ䛾ᩚഛ
䐠 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾⮬❧䛸♫఍ཧຍ䜢ぢᤣ䛘䚸୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻᭱

䜒ⓗ☜䛻ᛂ䛘䜛ᣦᑟ䜢ᥦ౪䛷䛝䜛䜘䛖䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䚸≉ู
ᨭ᥼Ꮫ⣭䚸≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛸䛔䛳䛯䚸㐃⥆ᛶ䛾䛒䜛ከᵝ䛺Ꮫ䜃䛾ሙ䛾୍ᒙ䛾
඘ᐇ䞉ᩚഛ䜢╔ᐇ䛻㐍䜑䛶䛔䛟䚹

۵䛣䜜䜙䜢᭦䛻᥎㐍䛩䜛䛯䜑䚸䛭䜜䛮䜜䛾Ꮫ䜃䛾ሙ䛻䛚䛡䜛ྛᩍ⛉➼䛾Ꮫ⩦䛾඘ᐇ
䜢㐍䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸

� 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛸㞀ᐖ䛾䛺䛔Ꮚ౪䛜䚸ᖺ㛫䜢㏻䛨䛶ィ⏬ⓗ䞉⥅⥆ⓗ䛻ඹ䛻Ꮫ
䜆άື䛾᭦䛺䜛ᣑ඘

� 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ኚ໬䛻ᛂ䛨䚸Ꮫ䜃䛾ሙ䜢ኚ䛘䜙䜜䜛䜘䛖䚸ከ
ᵝ䛺Ꮫ䜃䛾ሙ䛾㛫䛷ᩍ⫱ㄢ⛬䛜෇⁥䛻᥋⥆䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜛Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䛾ᐇ
⌧䜢ᅗ䜛䚹

䛣䜜䛛䜙䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾᪉ྥᛶ

4
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3

z 䛂21ୡ⣖䛾≉Ṧᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ◊✲䛃䠄ᖹᡂ12ᖺᩥ㒊┬䠅

¾ 䠄ㄪᰝ㡯┠䠅ᑠ୰Ꮫᰯ➼䛻䛚䛡䜛≉ู䛺ᩍ⫱䝙䞊䝈䜢᭷䛩䜛ඣ❺⏕ᚐ䜈䛾ᑐᛂ

z 䛂௒ᚋ䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䠄᭱⤊ሗ࿌䠅䛃䠄ᖹᡂ15ᖺ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩
䜛ㄪᰝ◊✲༠ຊ⪅఍㆟䠅

¾ 㞀ᐖ䛾⛬ᗘ➼䛻ᛂ䛨≉ู䛾ሙ䛷ᣦᑟ䜢⾜䛖䛄≉Ṧᩍ⫱䛅䛛䜙㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺⏕ᚐ
୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻ᛂ䛨䛶㐺ษ䛺ᩍ⫱ⓗᨭ᥼䜢⾜䛖䛄≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛅䜈䛾
㌿᥮䜢ᅗ䜛䚹

z 䛂≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䛾ไᗘ䛾ᅾ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䠄⟅⏦䠅䛃䠄ᖹᡂ17ᖺ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍䠅

¾ LD䞉ADHD䞉㧗ᶵ⬟⮬㛢⑕➼䛾≧ែ䜢♧䛩ᗂඣඣ❺⏕ᚐ䛻䛴䛔䛶䛿䚸㞀ᐖ䛻㛵䛩
䜛་Ꮫⓗデ᩿䛾☜ᐃ䛻䛣䛰䜟䜙䛪䚸ᖖ䛻ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᢕᥱ䛧䛭䜜䛻ᑐᛂ䛧䛯ᣦ
ᑟ➼䜢⾜䛖ᚲせ䛜䛒䜛䛜䚸䛣䛖䛧䛯⪃䛘᪉䛜Ꮫᰯ඲య䛻ᾐ㏱䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸㞀ᐖ
䛾᭷↓䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸ᙜヱᏛᰯ䛻䛚䛡䜛ᗂඣඣ❺⏕ᚐ䛾☜䛛䛺Ꮫຊ䛾ྥୖ䜔㇏
䛛䛺ᚰ䛾⫱ᡂ䛻㈨䛩䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹

z 䛂≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾᥎㐍䛻䛴䛔䛶䠄㏻▱䠅䛃䠄ᖹᡂ19ᖺᩥ㒊⛉Ꮫ┬䠅

¾ ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛿䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛ᗂඣඣ❺⏕ᚐ䛾⮬❧䜔♫఍ཧຍ䛻ྥ䛡䛯୺యⓗ
䛺ྲྀ⤌䜢ᨭ᥼䛩䜛䛸䛔䛖どⅬ䛻❧䛱䚸ᗂඣඣ❺⏕ᚐ୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢
ᢕᥱ䛧䚸䛭䛾ᣢ䛶䜛ຊ䜢㧗䜑䚸⏕ά䜔Ꮫ⩦ୖ䛾ᅔ㞴䜢ᨵၿཪ䛿ඞ᭹䛩䜛䛯䜑䚸㐺
ษ䛺ᣦᑟཬ䜃ᚲせ䛺ᨭ᥼䜢⾜䛖䜒䛾䛷䛒䜛䚹

ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛸≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᒎ㛤

ᡃ䛜ᅜ䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻䛴䛔䛶

5

ⱥᅜᩍ⫱ἲ䛻䛚䛡䜛ᴫᛕつᐃ

䠄ཧ⪃䠅≉ู䛺ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䠄Special Educational Needs䠅䛾䛒䜛Ꮚ౪

� 䛂䜴䜷䞊䝜䝑䜽ሗ࿌䛃䠄᫛࿴1979ᖺ ⱥᅜ㞀ᐖඣ䞉⪅䛾ᩍ⫱ㄪᰝጤဨ఍䠅
¾ ᮏሗ࿌䜢ཷ䛡䛶䚸ᨻᗓ䛿1981ᖺᩍ⫱ἲ䛷䚸≉Ṧᩍ⫱䛾ᑐ㇟䛸䛺䜛Ꮚ䛹䜒䜢䚸䛂㞀ᐖ䛃䛾䛒
䜛Ꮚ౪䛸䛧䛶ᤊ䛘䛪䛻䚸䛂≉ู䛺ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛃䛾䛒䜛Ꮚ౪䛸䛧䛯䚹

¾ デ᩿䛥䜜䛯㞀ᐖ䛻䛴䛔䛶䛷䛿䛺䛟䚸ᩍ⫱ⓗ᥼ຓ䛻䛴䛔䛶ゝཬ䛩䜛ᩍ⫱Ꮫⓗ䛺ᴫᛕ䛸䛥䜜
䚸Ꮫ⩦䛻䛚䛡䜛ᅔ㞴䛥䠄a learning difficulty䠅䛸≉ู䛺ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶䠄special educational 
provision䠅䛷ㄝ᫂䛥䜜䛯䚹䛭䛾ᴫᛕつᐃ䛿䚸⌧ᅾ䛷䜒኱䛝䛺ኚ໬䛿䛺䛟䚸1996ᖺᩍ⫱ἲ䛷
䛿௨ୗ䛾䜘䛖䛻グ㏙䛥䜜䛶䛔䜛䚹
䐳 䛂≉ู䛺ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶䛃䜢ᚲせ䛸䛩䜛䜋䛹䛻䚸䛂Ꮫ⩦䛻䛚䛡䜛ᅔ㞴䛥䛃䛜䛒䜛䛺䜙䜀䚸
䛭䛾Ꮚ䛹䜒䛿䚸䛂≉ู䛺ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛃䜢᭷䛩䜛䛸䛩䜛䚹

Ⓦ 䛂Ꮫ⩦䛻䛚䛡䜛ᅔ㞴䛥䛃䛸䛿䚸
a. Ꮚ䛹䜒䛜䚸ྠᖺ㱋䛾Ꮚ䛹䜒䛸ẚ䜉䛶䚸Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶᭷ព䛻ᅔ㞴䛥䜢᭷䛩䜛ሙྜ
b. Ꮚ䛹䜒䛜䚸Ꮫ༊ཪ䛿Ꮫᰯ䛻䛒䜛᪋タタഛ䜢඘ศ䛻฼⏝䛷䛝䛺䛔ᅔ㞴䛥䜢᭷䛩

䜛ሙྜ
c. 5ṓ௨ୗ䛷䚸ୖグ䛾≧ែ䛻ᙜ䛶䛿䜎䜛ሙྜ䚸䛒䜛䛔䛿≉ู䛺ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶䛜

䛺䛡䜜䜀䚸ୖグ䛾≧ែ䛻䛺䜛ྍ⬟ᛶ䛾䛒䜛ሙྜ
Ⓧ 䛂≉ู䛺ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶䛃䛸䛿䚸

a. 2ṓ௨ୖ䛿䚸ྠᖺ㱋䛾Ꮚ䛹䜒䛻ᥦ౪䛥䜜䜛ᩍ⫱䛻䚸䛥䜙䛻㏣ຍ䛥䜜䛯ᩍ⫱䚸䛒
䜛䛔䛿䛭䛾ᩍ⫱䛸䛿␗䛺䜛ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶

b. 2ṓᮍ‶䛿䚸඲䛶䛾ᩍ⫱ⓗᡭ䛰䛶䛷䛒䜛䚹
6
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4

Special Educational Needs䛾㆟ㄽ䛛䜙Ꮫ䜆䛣䛸䠄せⅬ䠅

䐟 ᚑ᮶䛾ᅛᐃⓗ䛺䛂㞀ᐖ䛃ᴫᛕ䛷⪃䛘䛺䛔䛣䛸䚹
䐠 㞀ᐖ䛷䛿䛺䛟䚸Ꮫ⩦䛻䛚䛡䜛ᅔ㞴䛥䜢㋃䜎䛘䛯ᩍ⫱䚸ᨭ᥼䜢᳨ウ䛩䜛䛣䛸䚹
䐡 ⎔ቃ䛾せᅉ䜢ྵ䜑䛶⏕䛨䜛ᩍ⫱ୖ䛾ᅔ㞴䛥䛾ཎᅉ䜢᳨ウ䛩䜛䛣䛸䚹
䐢 ᩍ⫱ୖ䛾ᅔ㞴䛥䛿䚸䛭䜜䜢㍍ῶཪ䛿ゎᾘ䛩䜛ᩍ⫱ⓗᡭ❧䛶䜢๓ᥦ䛸䛩䜛ᚲせ䛜

䛒䜚䚸㞀ᐖ䛾✀㢮䛷䝍䜲䝥ศ䛡䛧䛶Ꮚ౪䜢ᤊ䛘䜛䛣䛸䛿䚸ᩍ⫱ⓗᡭ❧䛶䜢⏬୍໬
䛩䜛༴㝤䛜క䛖䛣䛸䚹

䐣 Ꮫ⩦䛻䛚䛡䜛ᅔ㞴䛥䛾ཎᅉ䛿䚸ಶே䛾せᅉ䛰䛡䛷䛺䛟䚸ᩍᖌ➼⎔ቃഃ䛻䜒せᅉ
䛜䛒䜚䚸⎔ቃ䛾せᅉ䛜ᨵၿ䛥䜜䜜䜀䚸ᅔ㞴䛥䛿ῶᑡ䛩䜛䛣䛸䚹

䐤 ᡃ䛜ᅜ䛷䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᣢ䛶䜛ຊ䜢㧗䜑䚸⏕ά䜔Ꮫ⩦ୖ䛾ᅔ㞴䜢
ᨵၿ䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻䚸⚟♴䚸་⒪䚸ປാ➼䛸㐃ᦠ䛧䛯ཌ䜏䛾䛒䜛≉ูᨭ᥼ᩍ⫱య
ไ䜢ᩚഛ䛧䛶䛔䛟ୖ䛷䚸ᚲせ䛸䛺䜛ᴫᛕ䛸䛿ఱ䛛䜢᳨ウ䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛿㔜せ䛺ㄢ㢟
䛷䛒䜝䛖䚹

ᅜ❧≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ྜ◊✲ᡤ⣖せ ➨32ᕳ 2005
ᚨỌ㇏䠄⌧ ⚟ᒸ኱Ꮫ ᩍᤵ䠅

䠄ཧ⪃䠅≉ู䛺ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䠄Special Educational Needs䠅䛾䛒䜛Ꮚ౪

7

۵ ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛷䛿䚸㏻⣭ᣦᑟᩍᐊ䜘䜚≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛾ᅾ⡠⪅ᩘ䛾๭ྜ䛜㧗䛔⮬἞
య䜔䚸䛭䛾㏫䛾≧ἣ䛻䛒䜛⮬἞య䛻䝠䜰䝸䞁䜾ㄪᰝ䜢ᐇ᪋䛧䛯䚹

۵ ᑠᏛᰯ➼䛻ᑵᏛ䛩䜛Ꮚ౪䛻䛴䛔䛶䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻㏻⣭䛻
䜘䜛ᣦᑟ䜢ຍ䛘䛯ᣦᑟ䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛸䛔䛳䛯䚸䛭䜜䛮䜜䛾䛂Ꮫ䜃䛾ሙ䛃
䛾㑅ᢥ䛻䛴䛔䛶䚸⮬἞య㛫䛷䛾ᡭ⥆䛝䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䛾㐠⏝䛻ᕪ䛜⏕䛨䛶䛔䜛䛣䛸䛜
ศ䛛䛳䛯䚹

۵ ⮬἞య䛛䜙䛿䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾䛂Ꮫ䜃䛾ሙ䛃䛾㑅ᢥ䛻㈨䛩䜛ලయⓗ䛺⪃䛘᪉䜔
ཧ⪃䛸䛺䜛ᇶ‽➼䜢♧䛧䛶䜋䛧䛔䛸䛔䛖ᅜ䜈䛾せᮃ䚹

۵ ᩍ⫱ᨭ᥼㈨ᩱ䛻䜘䜚䚸ᑵᏛඛỴᐃ䛻ྥ䛡䛶㋃䜎䛘䜛䜉䛝⥲ྜⓗ䛺ほⅬ䛾୍䛴䛸䛧
䛶♧䛥䜜䛶䛔䜛䛂ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛃䛸䛔䛖ゝⴥ䛜ṇ䛧䛟⌮ゎ䛥䜜䛶䛔䛺䛛䛳䛯䜚䚸ᑵᏛᚋ
䛻Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ኚ໬䛻క䛔䛂Ꮫ䜃䛾ሙ䛃䛜ぢ┤䛥䜜䛪䛻ᅛᐃ䛥䜜䛶䛔䛯䜚
䛩䜛䛺䛹䛾ពぢ䚹

ㄢ㢟

᪂䛧䛔᫬௦䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛᭷㆑⪅఍㆟ሗ࿌䠄 R3.1䠅

8
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5

᪂䛧䛔᫬௦䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛᭷㆑⪅఍㆟䠄➨䠑ᅇ䠅㈨ᩱᢤ⢋

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱㈨ᩱ䠄௧࿴ඖᖺᗘ䠅

9

ඣ❺⏕ᚐᩘ ᖹᡂ25ᖺᗘ ௧࿴ඖᖺᗘ

ᑠᏛᰯ䞉୰Ꮫᰯ
≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭ 174,881ே 278,140ே

㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ 77,882ே 134,185ே

≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ 132,570ே 144,434ே

� ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱㈨ᩱ䠄௧࿴ඖᖺᗘ䠅

᪂䛧䛔᫬௦䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛᭷㆑⪅఍㆟䠄➨䠑ᅇ䠅㈨ᩱᢤ⢋

䠄බ❧䠅 A B ᖹᆒ

䠄ᑠ䠅 䠄୰䠅 䠄ᑠ䠅 䠄୰䠅 䠄ᑠ䠅 䠄୰䠅

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭ 5.70% 3.93% 2.39% 2.17% 2.91% 2.40%

㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ 1.11% 0.41% 4.22% 1.49% 1.71% 0.47%

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾䝠䝲䝸䞁䜾ㄪᰝ䠄A䚸B౛䠅

䛆ඣ❺⏕ᚐ⥲ᩘ䛻ᑐ䛩䜛ᑐ㇟⪅ᩘ䛾๭ྜ䛇

� Ꮫᰯᇶᮏㄪᰝ䠄ᖹᡂ䠏䠌ᖺᗘ䠅
� ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱㈨ᩱ䠄ᖹᡂ䠏䠌ᖺᗘ䠅

10
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6

䛂㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛃䠄௧࿴3ᖺ6᭶ ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䠅

㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺⏕ᚐ䛾ᑵᏛඛỴᐃ䛻䛴䛔䛶䠄ᡭ⥆䛾ὶ䜜䠅

ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈

ᕷ⏫ᮧᩍጤ

10/31㎾ 11/30㎾

ᑵ
Ꮫ
双
㛵
去
召
஦
๓
叏
┦
ㄯ
呍
ᨭ
᥼

呍
᪩
ᮇ
厭
只
叏
ᑵ
Ꮫ
双
㛵
去
召
஦
๓
叏
ᩍ
⫱
┦
ㄯ

呍
ᑵ
Ꮫ
ㄝ
᫂
఍
厒
Ꮫ
ᰯ
ぢ
Ꮫ
句
య
㦂
ධ
Ꮫ

Ꮫ
㱋
⡙
叏
స
ᡂ

┴ᩍጤ

4/1

ᑵ
Ꮫ
᫬
೺
ᗣ
デ
᩿

௧
➨
咇
咇
᮲
叏
咈
厒
➨
和
咊
咋
㏻
▱

ヱ
ᙜ

1/31㎾

ಖ
ㆤ
⪅
➼
叏
ព
ぢ
⫈
ྲྀ
呍ព
ྥ
☜
ㄆ

ᩍ
⫱
ⓗ
吢
呎
向
叏
ᩚ
⌮
呍ᚲ
せ
友
ᨭ
᥼
ෆ
ᐜ
叏
᳨
ウ

ᑓ
㛛
ᐙ
厭
只
叏
ព
ぢ
⫈
ྲྀ
咁ᩍ
⫱
ᨭ
᥼
ጤ
ဨ
఍
➼
咂

呍
㞀
ᐖ
叏
≧
ែ

呍
ᩍ
⫱
ୖ
ᚲ
せ
友
ᨭ
᥼
叏
ෆ
ᐜ

呍
ᆅ
ᇦ
双
厬
厳
召
ᩍ
⫱
叏
య
ไ

叏
ᩚ
ഛ
叏
≧
ἣ

呍
ᮏ
ே
ཬ
叔
ಖ
ㆤ
⪅
叏
ព
ぢ

呍
ᑓ
㛛
ᐙ
叏
ព
ぢ

呍
厾
叏
௚
叏
஦
᝟

ͤ௧➨䠎䠎᮲䛾䠏䛿䚸
≉ูᨭ᥼ᏛᰯᑵᏛ䛾
䛯䜑䛾ᚲせ᮲௳䛷䛒
䜛䛸䛸䜒䛻⥲ྜⓗุ᩿
䛾㝿䛾ุ᩿ᇶ‽䛾୍䛴

ᕷ
༊
⏫
ᮧ
ᩍ
⫱
ጤ
ဨ
఍
双
叩
召
⥲
ྜ
ⓗ
友
ุ
᩿

ྜ
ព
ᙧ
ᡂ
叉
ᑵ
Ꮫ
ඛ
Ỵ
ᐃ

≉
ู
ᨭ
᥼
Ꮫ
ᰯ
叙
叏

ධ
Ꮫ
ᮇ
᪥
➼
叏
㏻
▱

咁ĺ
ಖ
ㆤ
⪅

咂

ᮏே࣭ಖㆤ⪅ࡢពぢ᭱ࢆ኱㝈ᑛ㔜㸦ྍ⬟࡞㝈ࡢࡑࡾពྥࢆᑛ
㔜㸧ࠊࡋᩍ⫱ⓗ࡜ࢬ࣮ࢽᚲせ࡞ᨭ᥼ྜ࡚࠸ࡘ࡟ពᙧᡂ࠺⾜ࢆ
ỴᐃࢆᑵᏛඛࡀᕷ⏫ᮧᩍ⫱ጤဨ఍࡟ⓗ⤊᭱ࠊࡋ࡜ཎ๎ࢆ࡜ࡇ

ᑠ
Ꮫ
ᰯ
➼
叙
叏

ධ
Ꮫ
ᮇ
᪥
➼
叏
㏻
▱

咁ĺ

ಖ
ㆤ
⪅

咂

≉
ู
ᨭ
᥼
Ꮫ
ᰯ

ᑠ
୰
Ꮫ
ᰯ
➼

㏻
ᖖ
叏
Ꮫ
⣭
厒
㏻
⣭
双
叩
召
ᣦ
ᑟ
厒
≉
ู
ᨭ
᥼
Ꮫ
⣭

ᑵ
Ꮫ
ᚋ
叏
⥅
⥆
ⓗ
友
ᩍ
⫱
┦
ㄯ
呍ᨭ
᥼

呍
ᅾ
⡠
ᰯ
叉
ᩍ
⫱
ጤ
ဨ
఍
厮
㐃
ᦠ
厹
叀
Ꮫ
叔
叏
ሙ
叏
ኚ
᭦ͤ

ͤᑵᏛඛỴ
ᐃᚋ䜒ᰂ㌾䛻
ᑵᏛඛ䜢ぢ┤
䛧䛶䛔䛟䠄 ⥲
ྜⓗุ᩿ 䠅

᝟ሗ䛾ᘬ⥅䛞䠋ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾సᡂ䞉ά⏝

᫬ᮇ

ἲ௧䛻ᇶ䛵䛟ᑵᏛඛ䛾ලయⓗ䛺┦ㄯ䞉ᨭ᥼

ฟⓎⅬ

䛆H25.9.1ᨵṇᚋ䠄Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧䠅䛇
䛆H25.10ᩍ⫱ᨭ᥼㈨ᩱ䛾ᨵゞᚋ䛇

11

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅

➨䠍⦅ 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᇶᮏⓗ䛺⪃䛘᪉
䠍 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱䛻ồ䜑䜙䜜䜛䛣䛸
䐳 ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛᪂䛧䛔ᨭ᥼䛾᪉ྥᛶ

¾ 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᩚ⌮䛩䜛䛯䜑䛾䠏䛴䛾ほⅬ䜢♧䛧䚸➨䠎⦅䛷
䛿䛭䜜䛮䜜ලయⓗ䛺どⅬ䜢♧䛧䛯䚹

≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸ᑠᏛᰯ䜔୰Ꮫᰯ䛻䛚䛡䜛㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ
⣭䛸䛔䛳䛯䛂Ꮫ䜃䛾ሙ䛃䛾ุ᩿䛻䛴䛔䛶䚸Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜௧➨䠑᮲䛻䛚䛡䜛㋃䜎䛘䜛䜉䛝⥲ྜⓗ䛺ほ
Ⅼ䛾䛖䛱䚸䛂㞀ᐖ䛾≧ែ䛃䜔䛂ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛃䛻㛵䛩䜛ෆᐜ䜔䛭䛾ྲྀᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䚸ᩍ⫱ᨭ᥼ጤဨ఍
➼䜢㉳Ⅼ䛻ᵝ䚻䛺㛵ಀ⪅䛜ከゅⓗ䚸ᐈほⓗ䛻᳨ウ䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛯䜑䛻ゎㄝ䜢඘ᐇ䛧䛯䚹

ほⅬ ලయⓗ䛺どⅬ

㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ
䐟 䕿䕿㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ

䜰 ་Ꮫⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ
䜲 ᚰ⌮Ꮫⓗ䚸ᩍ⫱ⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ

≉ู䛻ᚲせ䛺ᣦᑟෆᐜ䛾᳨ウ
䠄⮬❧άື䛾ᣦᑟ䜢᝿ᐃ䠅

䐠 䕿䕿㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛻ᑐ䛩䜛≉ู䛺ᣦᑟෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛾᳨ウ

ᩍ⫱ୖ䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲ
せ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾᳨ウ

䐡 䕿䕿㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺
ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛾᳨ウ
䜰 ᩍ⫱ෆᐜ䞉᪉ἲ 䜲 ᨭ᥼యไ 䜴 ᪋タ䞉タഛ

ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᩚ⌮䛩䜛䛯䜑䛾ᇶᮏⓗ䛺⪃䛘᪉䜢ᩚ⌮䛧䛯䚹

12
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7

➨䠏⦅ 㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ⓗᑐᛂ
䠍 ⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈
䠄䠍䠅 ᪩ᮇ䛛䜙䛾ᩍ⫱ⓗᑐᛂ䛾㔜せᛶ
䠄䠎䠅 ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᩚ⌮䛩䜛䛯䜑䛾ほⅬ
䐟 ⮬㛢⑕䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ 䛆ほⅬ䛇

䜰 ་Ꮫⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ䠄どⅬ䠅
䠄䜰䠅㞀ᐖ䛻㛵䛩䜛ᇶ♏ⓗ䛺᝟ሗ䛾ᢕᥱ
䠄䜲䠅㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ䛻ᙜ䛯䛳䛶䛾␃ពⅬ

䜲 ᚰ⌮Ꮫⓗ䠈ᩍ⫱ⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ䠄どⅬ䠅
䠄䜰䠅Ⓨ㐩䛾≧ែ➼䛻㛵䛩䜛䛣䛸
䠄䜲䠅ᮏே䛾㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛻㛵䛩䜛䛣䛸
䠄䜴䠅ㅖ᳨ᰝ➼䛾ᐇ᪋ཬ䜃␃ពⅬ
䠄䜶䠅ㄆᐃ䛣䛹䜒ᅬ䞉ᗂ⛶ᅬ䞉ಖ⫱ᡤ䚸ඣ❺Ⓨ㐩ᨭ᥼᪋タ➼䛛䜙䛾᝟ሗᢕᥱ

䐠 ⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛻ᑐ䛩䜛≉ู䛺ᣦᑟෆᐜ䛾ᢕᥱ䛆ほⅬ䛇
䜰 ௚⪅䛸䛾㛵䜟䜚䛾ᇶ♏䛻㛵䛩䜛䛣䛸䠄どⅬ䠅
䞉䞉䞉䜹 ㄆ▱䜔⾜ື䛾ᡭ᥃䛛䜚䛸䛺䜛ᴫᛕ䛾ᙧᡂ䛻㛵䛩䜛䛣䛸䠄どⅬ䠅

䐡 ⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛆ほⅬ䛇
䜰 ᩍ⫱ෆᐜ䞉᪉ἲ䠄どⅬ䠅
䜲 ᨭ᥼యไ 䠄どⅬ䠅
䜴 ᪋タ䞉タഛ 䠄どⅬ䠅

⮬㛢⑕䛾㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ䛰䛡䛷䚸ᑵᏛ
ඛ䛸䛺䜛Ꮫᰯ䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䜢ุ᩿䛩䜛䜒䛾䛷
䛿䛺䛔䛣䛸䛻␃ព䛩䜛䛣䛸䚹

䜰䡚䜽䛿௦⾲ⓗ䛺౛䚹
Ꮚ౪䛾ᐇែ䛻䜘䛳䛶䛿䚸
ᕥグ௨እ䜒⪃䛘䜙䜜䜛䛣
䛸䛻␃ព䛩䜛䛣䛸䚹

⮬㛢⑕䛾䛒䜛ᙜヱ䛾Ꮚ౪䛻ᚲせ䛺ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢⾜䛳䛯䜚䚸ᚲせ
䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢ᥦ౪䛧䛯䜚䛩䜛䛣䛸䛷䚸⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾Ꮫ
⩦䜈䛾ཧຍ䜔Ꮫ⩦ෆᐜ䛾⌮ゎ➼䛜ྍ⬟䛸䛺䜛䜘䛖䛻䛩䜛ᚲせ
䛜䛒䜛䚹䜰䡚䜴䛾どⅬ䛛䜙᳨ウ䛩䜛䛣䛸䚹

䊦 ⮬㛢⑕䛾౛

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅
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ഥਮگফٴা

➨䠐❶ ᑵᏛᚋ䛾Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ᰂ㌾䛺ぢ┤䛧䛸䛭䛾䝥䝻䝉䝇
䠍 ᇶᮏⓗ䛺⪃䛘᪉
䠎 ಶ䛻ᛂ䛨䛯㐺ษ䛺ᣦᑟ䛾඘ᐇ
䠏 Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ኚ໬䛾ⓗ☜䛺ᢕᥱ
䠐 ⥅⥆ⓗ䛺ᩍ⫱┦ㄯ䛾ᐇ᪋
䠑 ᅾ⡠ᰯ䛸ᩍ⫱ጤဨ఍䛜㐃ᦠ䛧䛯Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦
䠒 Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ぢ┤䛧䛻ᙜ䛯䛳䛶䛾ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛸䛾ྜពᙧᡂ
䡚Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦䛾ྲྀ⤌౛䡚

¾ Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ᰂ㌾䛺ぢ┤䛧䛻ᙜ䛯䛳䛶䛾䝥䝻䝉䝇䜢෌ᩚ⌮䛧䛶ෆᐜ䜒඘ᐇ䛧䛯䚹
� ≉䛻䚸ୖグ䠎䛸䠏䛾䛴䛺䛜䜚䛻␃ព䛧䚸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾䠬-䠠-䠟-䠝䝃䜲䜽
䝹䛾୰䛷⵳✚䛥䜜䜛Ꮚ౪୍ே୍ே䛾Ꮫ⩦≧ἣ➼䛾ホ౯䛿䚸ᑵᏛᚋ䛾Ꮫ䜃
䛾ሙ䛾ぢ┤䛧䛻䛴䛺䛜䜛㔜せ䛺䜒䛾䛷䛒䜛䛣䛸䜢グ㍕䛧䛯䚹

� ᑵᏛ䛻㛵䜟䜛඲䛶䛾㛵ಀ⪅䛜Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦䛻㛵䛩䜛⌮ゎ䛜㐍䜐䜘䛖Ꮫ
䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦䛻㛵䛩䜛ྲྀ⤌౛䠄䠒஦౛䠅䜢᪂䛯䛻グ㍕䛧䛯䚹

ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᩚ⌮䛩䜛䛯䜑䛾䠏䛴䛾ほⅬ䛻䝥䝷䝇䛧䛶

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅

ᑵᏛᚋ䛾Ꮫᰯ䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䜢䝇䝍䞊䝖䛻䛧䛶ᑵ
Ꮫඛ䛾ᰂ㌾䛺ぢ┤䛧䜢䛩䜛ሙྜ䛻䛿䚸ᩍ⫱
ㄢ⛬䛻ᇶ䛵䛟Ꮫ⩦≧ἣ䛾ホ౯䛾ほⅬ䜢ຍ䛘
䛯ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ᩚ⌮䜒ᚲせ䛷䛒䜛䚹

14
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䠎 ≉ู䛺㓄៖䜢ᚲせ䛸䛩䜛ඣ❺䜈䛾ᣦᑟ
䐳 㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺䛺䛹䜈䛾ᣦᑟ
䜰 㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺䛺䛹䛻䛴䛔䛶䛿䚸≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ➼䛾ຓゝཪ䛿᥼ຓ䜢ά⏝䛧䛴䛴䚸ಶ䚻䛾ඣ❺䛾㞀ᐖ䛾≧ែ
➼䛻ᛂ䛨䛯ᣦᑟෆᐜ䜔ᣦᑟ᪉ἲ䛾ᕤኵ䜢⤌⧊ⓗ䛛䛴ィ⏬ⓗ䛻⾜䛖䜒䛾䛸䛩䜛䚹

䜲 ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶ᐇ᪋䛩䜛≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛻䛴䛔䛶䛿䚸ḟ䛾䛸䛚䜚⦅ᡂ䛩䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹
(䡭) 㞀ᐖ䛻䜘䜛Ꮫ⩦ୖཪ䛿⏕άୖ䛾ᅔ㞴䜢ඞ᭹䛧⮬❧䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸≉ูᨭ᥼ᏛᰯᑠᏛ㒊䞉୰Ꮫ㒊Ꮫ⩦ᣦᑟせ

㡿➨䠓❶䛻♧䛩⮬❧άື䜢ྲྀ䜚ධ䜜䜛䛣䛸䚹

(䡮) ඣ❺䛾㞀ᐖ䛾⛬ᗘ䜔Ꮫ⣭䛾ᐇែ➼䜢⪃៖䛾ୖ䚸ྛᩍ⛉䛾┠ᶆ䜔ෆᐜ䜢ୗᏛᖺ䛾ᩍ⛉䛾┠ᶆ
䜔ෆᐜ䛻᭰䛘䛯䜚䚸ྛᩍ⛉䜢䚸▱ⓗ㞀ᐖ⪅䛷䛒䜛ඣ❺䛻ᑐ䛩䜛ᩍ⫱䜢⾜䛖≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛾ྛ
ᩍ⛉䛻᭰䛘䛯䜚䛩䜛䛺䛹䛧䛶䚸ᐇែ䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䜢⦅ᡂ䛩䜛䛣䛸䚹

䜴 㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺䛻ᑐ䛧䛶䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢⾜䛔䠈≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䜢⦅ᡂ䛩䜛ሙྜ䛻䛿䠈≉ูᨭ᥼Ꮫᰯᑠ
Ꮫ㒊䞉୰Ꮫ㒊Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿➨䠓❶䛻♧䛩⮬❧άື䛾ෆᐜ䜢ཧ⪃䛸䛧䠈ලయⓗ䛺┠ᶆ䜔ෆᐜ䜢ᐃ䜑䠈ᣦᑟ䜢⾜
䛖䜒䛾䛸䛩䜛䚹䛭䛾㝿䠈ຠᯝⓗ䛺ᣦᑟ䛜⾜䜟䜜䜛䜘䛖䠈ྛᩍ⛉➼䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛸䛾㛵㐃䜢ᅗ䜛䛺䛹䠈ᩍᖌ
㛫䛾㐃ᦠ䛻ດ䜑䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹

䜶 㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺䛺䛹䛻䛴䛔䛶䛿䠈ᐙᗞ䠈ᆅᇦཬ䜃་⒪䜔⚟♴䠈ಖ೺䠈ປാ➼䛾ᴗົ䜢⾜䛖㛵ಀᶵ㛵䛸䛾㐃ᦠ
䜢ᅗ䜚䠈㛗ᮇⓗ䛺どⅬ䛷ඣ❺䜈䛾ᩍ⫱ⓗᨭ᥼䜢⾜䛖䛯䜑䛻䠈ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䜢సᡂ䛧ά⏝䛩䜛䛣䛸䛻ດ
䜑䜛䛸䛸䜒䛻䠈ྛᩍ⛉➼䛾ᣦᑟ䛻ᙜ䛯䛳䛶䠈ಶ䚻䛾ඣ❺䛾ᐇែ䜢ⓗ☜䛻ᢕᥱ䛧䠈ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䜢సᡂ䛧ά
⏝䛩䜛䛣䛸䛻ດ䜑䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹≉䛻䠈≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻ᅾ⡠䛩䜛ඣ❺䜔㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢ཷ䛡䜛ඣ❺䛻䛴䛔
䛶䛿䠈ಶ䚻䛾ඣ❺䛾ᐇែ䜢ⓗ☜䛻ᢕᥱ䛧䠈ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䜔ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䜢సᡂ䛧䠈ຠᯝⓗ䛻ά⏝
䛩䜛䜒䛾䛸䛩䜛䚹

ഥਮگফٴাᖹᡂ29䞉30䞉31ᖺᨵゞᏛ⩦ᣦᑟせ㡿

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶ᐇ᪋䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛ྛᩍ⛉䛻㛵䛩䜛䛂≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛃

15

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅

➨䠍⦅ 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᇶᮏⓗ䛺⪃䛘᪉
䠎 ᪩ᮇ䛛䜙䛾୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼
(2) ୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛾㔜せᛶ

� 㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢ᢕᥱ䞉ᩚ⌮䛧䚸㐺ษ䛺ᣦᑟཬ䜃ᚲせ䛺ᨭ᥼䜢ᅗ
䜛≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾⌮ᛕ䜢ᐇ⌧䛥䛫䛶䛔䛟䛯䜑䛻䛿䚸᪩ᮇ䛛䜙䛾ᩍ⫱┦ㄯ䞉ᨭ᥼䚸ᑵᏛ┦ㄯ䞉
ᨭ᥼䚸ᑵᏛᚋ䛾⥅⥆ⓗ䛺ᩍ⫱ᨭ᥼䛾඲య䜢 䛂୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛃䛸ᤊ䛘┤䛧䚸ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ
᥼ィ⏬䛾సᡂ䞉ά⏝➼䛾᥎㐍䜢㏻䛨䛶䚸Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛾
඘ᐇ䜢ᅗ䜛䛣䛸䚹

ᑵᏛඛỴᐃ᫬䛾䜏䛺䜙䛪䚸୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛸ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾㛵ಀ

ほⅬ どⅬ/ලయⓗ஦㡯

㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ
䐟 䕿䕿㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ

䜰 ་Ꮫⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ
䜲 ᚰ⌮Ꮫⓗ䚸ᩍ⫱ⓗഃ㠃䛛䜙䛾ᢕᥱ

≉ู䛻ᚲせ䛺ᣦᑟෆᐜ䛾᳨ウ
䠄⮬❧άື䜢᝿ᐃ䠅

䐠 䕿䕿㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛻ᑐ䛩䜛≉ู䛺ᣦᑟෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛾᳨ウ

ᩍ⫱ୖ䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲ
せ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾᳨ウ

䐡 䕿䕿㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺
ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛾᳨ウ
䜰 ᩍ⫱ෆᐜ䞉᪉ἲ 䜲 ᨭ᥼యไ 䜴 ᪋タ䞉タഛ

ྛᩍ⛉➼䛾Ꮫ⩦≧ἣ䛾ᢕᥱ
䠄Ꮫ⩦ホ౯䠅

䐢 ᐇែ䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ䛾ᚲせᛶ䛻䛴䛔䛶䛾᳨ウ
䜰 ྛᩍ⛉䛻㛵䛩䜛䛂≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛃䛾ᚲせᛶ
䜲 䛂㔜」㞀ᐖ⪅➼䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ྲྀᢅ䛔䛃䛾ᚲせᛶ

16

25



9

ഥਮگফٴা

䐢 ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾⥲ྜⓗ䛺ᩚ⌮

� ⥲ྜⓗ䛻ᩚ⌮䛩䜛㝿䛻䛿䚸䐟䛷ᢕᥱ䛧䛯་Ꮫⓗഃ㠃䚸ᚰ⌮Ꮫⓗ䚸ᩍ⫱ⓗഃ㠃䛛
䜙䛾⮬㛢⑕䛾≧ែ➼䛾ᢕᥱ䜢䜒䛸䛻䚸䐠䛷ᢕᥱ䛧䛯≉ู䛺ᣦᑟෆᐜ䚸䐡䛷ᢕᥱ
䛧䛯ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢㋃䜎䛘䚸Ꮚ౪୍ே୍
ே䛻ồ䜑䜙䜜䜛㐺ษ䛺ᣦᑟཬ䜃ᚲせ䛺ᨭ᥼䛻䛴䛔䛶⪃䛘䜛䛣䛸䛜኱ษ䛸䛺䜛䚹

� ౛䛘䜀䚸⮬❧άື䛾ᣦᑟ䛻䛚䛔䛶䚸䛹䛾䜘䛖䛺ᣦᑟෆᐜ䜢䚸䛹䛾⛬ᗘ䛾᫬㛫䜢
䛛䛡䛶ᣦᑟ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛䛾䛛䛺䛹䜢ᩚ⌮䛧䛯䜚䚸ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺ᨭ
᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䚸䛹䛾⛬ᗘ䛾ኚ᭦䞉ㄪᩚ䛜ᚲせ䛛䛺䛹䜢ᩚ⌮䛧䛯䜚䛩䜛䛣䛸䛜
⪃䛘䜙䜜䜛䚹

� 䛭䛾ୖ䛷䚸ᩚ⌮䛧䛯ෆᐜ䜢ḟ䛻♧䛩䛂䠎 ⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾Ꮫᰯ䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䛸
ᥦ౪ྍ⬟䛺ᩍ⫱ᶵ⬟䛃䛾๓ᥦ䛸䛺䜛ᩍ⫱ㄢ⛬➼䛾᮲௳䛸䛾㛵㐃䛷᳨ウ䛧䛶䛟䛣
䛸䛜኱ษ䛸䛺䜛䚹

� 䛺䛚䚸㞀ᐖ䜢ే䛫᭷䛩䜛Ꮚ౪䛻䛴䛔䛶䛿䚸ే䛫᭷䛩䜛㞀ᐖ䛻䜘䜛ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈
䜒䚸ୖグ䛸ྠᵝ䛻ᩚ⌮䛧䛶䛔䛟ᚲせ䛜䛒䜛䚹

ഥਮگফٴা

Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛾඘ᐇ

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅
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� ⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾Ꮫ䜃䛾ሙ䛻䛿䚸ᑠ୰Ꮫᰯ➼䛾㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䠄⮬㛢⑕䠅䚸⮬㛢⑕
䞉᝟⥴㞀ᐖ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛜䛒䜛䚹

� 䛣䜜䜙䛾Ꮫ䜃䛾ሙ䛾᳨ウ䛻㝿䛧䛶䛿䚸௨ୗ䛾䐳䡚䐵䛻♧䛩㞀ᐖ䛾⛬ᗘ䜢㋃䜎䛘䚸䛣䜜䜎䛷ᢕᥱ䛧䛶
䛝䛯䛭䛾᫬Ⅼ䛷䛾Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻᭱䜒ⓗ☜䛻ᛂ䛘䜛ᣦᑟ䜢ᥦ౪䛷䛝䜛䜘䛖᳨ウ䛩
䜛䛣䛸䛜㔜せ䛷䛒䜛䚹

� 䛺䛚䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛾ᑐ㇟䛸䛩䜛䛛ྰ䛛䛾ุ᩿䛻ᙜ䛯䛳䛶䛿䚸་Ꮫⓗ䛺デ᩿䛾᭷↓䛾䜏䛻ᤊ䜟
䜜䜛䛣䛸䛾䛺䛔䜘䛖␃ព䛧䚸⥲ྜⓗ䛺ぢᆅ䛛䜙ุ᩿䛩䜛䛣䛸䛜኱ษ䛷䛒䜛䚹

� 䜎䛯䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䜔㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛾ᑐ㇟䛸䛩䜛䛛ྰ䛛䛾ุ᩿䛻ᙜ䛯䛳䛶䛿䚸➨䠎⦅➨䠏❶䛾䠑
䛾䛂䠄䠐䠅≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛻䛴䛔䛶䛃䛻♧䛩ෆᐜ䛻䜒༑ศ␃ព䛩䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

䠄䠍䠅 ㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᣦᑟ䠄ᩍ⫱ㄢ⛬➼䛾᮲௳䠅

䠄䠎䠅 ㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䠄⮬㛢⑕䠅
䐟 ㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䠄⮬㛢⑕䠅䛾ᑐ㇟䠄㞀ᐖ䛾⛬ᗘ䠖➨756ྕ㏻▱䠅
䐠 ㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䠄⮬㛢⑕䠅䛾ᴫせ䠄ᩍ⫱ㄢ⛬➼䛾᮲௳䠅

䠄䠏䠅 ⮬㛢⑕䞉᝟⥴㞀ᐖ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭
䐟 ⮬㛢⑕䞉᝟⥴㞀ᐖ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛾ᑐ㇟䠄㞀ᐖ䛾⛬ᗘ䠖➨756ྕ㏻▱䠅
䐠 ⮬㛢⑕䞉᝟⥴㞀ᐖ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛾ᴫせ䠄ᩍ⫱ㄢ⛬➼䛾᮲௳䠅
䐡 ▱ⓗ㞀ᐖ䜢ే䛫᭷䛩䜛Ꮚ౪䛷䚸ྛᩍ⛉䜢≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䠄▱ⓗ㞀ᐖ䠅䛾ྛᩍ⛉䛻᭰䛘䜛
ᚲせ䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛷Ꮫ䜆䛣䛸䛻䛴䛔䛶䜒༑ศ᳨ウ䛩䜛ᚲせ䛜
䛒䜛䛣䛸䚹

ഥਮگফٴা

2.⮬㛢⑕䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾Ꮫᰯ䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䛸ᥦ౪ྍ⬟䛺ᩍ⫱ᶵ⬟

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅
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� ㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᣦᑟ䜔䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᣦᑟ䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢⤌䜏ྜ
䜟䛫䛯ᣦᑟ䜢⾜䛖䛣䛸䛷䚸Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻ᛂ䛨䛯༑ศ䛺ᩍ⫱䜢ᥦ౪
䛷䛝䜛ሙྜ䛻䛿䚸䛔䛪䜜䛛䜢㑅ᢥ䛧䚸䜎䛯䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛰䛡䛷䛿≉ู䛺ᣦᑟ䜢
༑ศ䛻⾜䛖䛣䛸䛜㞴䛧䛔ሙྜ䛻䛿䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᑡேᩘ䛾Ꮫ⣭⦅ᡂ䛻䜘䜛
䜘䜚䛝䜑⣽䛛䛔ᣦᑟ䜢㑅ᢥ䛩䜛䛣䛸䛸䛺䜛䚹

� 䛺䛚䚸ᑠ୰Ꮫᰯ䛻䛚䛡䜛㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛾ᤵᴗ᫬ᩘ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᖺ㛫䠏䠑༢఩᫬㛫
䛛䜙䠎䠔䠌༢఩᫬㛫௨ෆ䛾⠊ᅖ䛷⾜䛖䛣䛸䜢ᶆ‽䛸䛧䚸㐌ᙜ䛯䜚䛻᥮⟬䛩䜛䛸䚸䠍༢఩
᫬㛫䛛䜙䠔༢఩᫬㛫⛬ᗘ䜎䛷䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭௨እ䛷䛾≉ู䛺ᣦᑟ䚸䛔䜟䜖䜛≉ูᨭ
᥼Ꮫᰯ䛾≉ู䛾ᣦᑟ㡿ᇦ䛷䛒䜛⮬❧άື䛾ᣦᑟ䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛣䛸䛸䛺䛳䛶䛔
䜛䚹

� 䛣䛾䛯䜑䚸౛䛘䜀䚸≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻ᅾ⡠䛧䛶ᙜヱᏛᖺ䛾ྛᩍ⛉➼䛾ෆᐜ䜢Ꮫ䜆Ꮚ
౪䛜䚸኱༙䛾᫬㛫䜢ᙜヱᏛᖺ䛾㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶஺ὶཬ䜃ඹྠᏛ⩦䛷Ꮫ䜃䚸㏻
ᖖ䛾Ꮫ⣭௨እ䛷䛾≉ู䛺ᣦᑟ䛾᫬㛫䛜䚸㐌ᙜ䛯䜚䠔༢఩᫬㛫䛿䜒䛸䜘䜚┦ᙜᩘ☜ಖ
䛩䜛ᚲせ䛜䛺䛔䛸⪃䛘䜙䜜䜛ሙྜ䛻䛿䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᣦᑟ䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ
䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䛯ᣦᑟ䛻䜘䜛ᑐᛂ䜢᳨ウ䛩䜛䜉䛝䛷䛒䜛䚹

ഥਮگফٴা

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ➼䛸䛾㛵ಀ䛻䛴䛔䛶

䛄㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䛅䠄ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ௧࿴䠏ᖺ䠒᭶30᪥䠅

➨䠏❶ ἲ௧䛻ᇶ䛵䛟ᑵᏛඛ䛾ලయⓗ䛺᳨ウ䛸Ỵᐃ䝥䝻䝉䝇
䠑 ᕷ༊⏫ᮧᩍ⫱ጤဨ఍䛻䜘䜛ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ᩚ⌮䛸ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾᳨ウ

19

Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ぢ┤䛧䛻ᙜ䛯䛳䛶䛾ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛸䛾ྜពᙧᡂ
䡚Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦䛾ྲྀ⤌౛䡚

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛛䜙䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛ᣦᑟ䛸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䛯Ꮫ䜃䛾ሙ䜈䛾ኚ᭦

䠄஦౛䠏䠅⮬㛢⑕䛾䛒䜛ඣ❺䠟䠄ᑠᏛ䠎ᖺ⏕䠅䛾౛

� ⮬ື䠟䛿䚸ᗂඣ䛾㡭䛛䜙䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻ᑐ䛩䜛䛣䛰䜟䜚䛜䛒䜛䚹
� ⮬ศ䛜ᛮ䛖㡰ᗎ䛷≀஦䛜㐍䜎䛺䛔䛸䚸䛛䜣䛧䜓䛟䜢㉳䛣䛧䛶䛧䜎䛖ጼ䛜㢖⦾䛻ぢ䜙䜜䛯䚹
� ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛஦๓䛾య㦂ධᏛ䛷䛿䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛾䜘䛖䛻䚸኱ໃ䛾ඣ❺䛜䛔䜛⎔ቃ䛾୰䛻ධ䜛䛸䚸
ᮏே䛾୙Ᏻឤ䛜ቑ኱䛩䜛䜘䛖䛷䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻ᑐ䛩䜛䛣䛰䜟䜚䛜୍ᒙᙉ䛟䛺䜛ᵝᏊ䛜ぢ䜙䜜䛯䚹

� 䛣䛖䛧䛯ጼ䛿䚸ඣ❺䠟䛜㏻䛳䛶䛔䜛ඣ❺Ⓨ㐩ᨭ᥼᪋タ䛷䜒ྠᵝ䛻ぢ䜙䜜䛯䚹

� ඣ❺䠟䛿䚸▱ⓗ㞀ᐖ䜢ే䛫᭷䛧䛶䛔䛺䛔ᐇែ䜒䛒䜚䚸ᑠᏛᰯධᏛ௨᮶䚸⮬㛢⑕䞉᝟⥴㞀ᐖ≉ู
ᨭ᥼Ꮫ⣭䛷ᣦᑟ䜢ཷ䛡䛶䛔䜛䚹

� 䛺䛚䚸ᑵᏛඛỴᐃ䛾㝿䚸ᑵᏛᚋ䛾Ꮫ䜃䛾ሙ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ඣ❺䠟䛾㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛾ኚ໬䜔Ꮫ⩦
≧ἣ䛺䛹䜢㋃䜎䛘䚸ᐃᮇⓗ䛻☜ㄆ䜔᳨ウ䜢⾜䛖䛣䛸䜢䚸ಖㆤ⪅䚸ᩍ⫱ጤဨ఍䚸Ꮫᰯ䛾㛫䛷ྜព䛧
䛶䛔䜛䚹

� Ꮫ⣭ᢸ௵䛿䚸ඣ❺䠟䛜ಶู䛻⏝䛔䜛䝇䜿䝆䝳䞊䝹䜹䞊䝗䜢సᡂ䛧䚸Ꮫ⩦䛜ษ䜚᭰䜟䜛䛤䛸䛻䚸ḟ
䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䜢୍⥴䛻☜ㄆ䛩䜛䜘䛖䛻䛧䛯䚹

� ධᏛ┤ᚋ䚸ඣ❺䠟䛿䚸䛂௒᪥䛿ᅜㄒ䛾ຮᙉ䛿䜔䜚䛯䛟䛺䛔䚹య⫱䛿䝪䞊䝹䝀䞊䝮䛷䛺䛔䛸䜔䜚䛯䛟
䛺䛔䚹䛃䛸ゝ䛳䛶䜹䞊䝗䜢◚䜚ᤞ䛶䚸䛛䜣䛧䜓䛟䜢㉳䛣䛧䛶䛔䛯䚹䛧䛛䛧䚸Ꮫ⣭ᢸ௵䛿䚸䛂ᅜㄒ䛾ᚋ䛿䚸
䠄ඣ❺䠟䛾ዲ䛝䛺䠅⟬ᩘ䛰䜘䚹䛃䚸䛂䝪䞊䝹䝀䞊䝮䛿᮶᭶䛻䜔䜛䜘䚹䛃䛸✜䜔䛛䛻ᑐᛂ䛧⥆䛡䛯䚹

� 䛣䛖䛧䛯⢓䜚ᙉ䛔ᣦᑟ䛜ᡂᯝ䜢ᣲ䛢䛿䛨䜑䚸ඣ❺䠟䛿⮬ศ䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻ᑐ䛩䜛䛣䛰䜟䜚䛸䚸
௚⪅䛛䜙ᥦ♧䛥䜜䜛䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛸䛾㛫䛾ᢡ䜚ྜ䛔䜢䚸ᚎ䚻䛻䛴䛡䜙䜜䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛶䛝䛯䚹

20
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� ඣ❺䠟䛿䚸䠎ᖺ⏕䛻䛺䛳䛶䛛䜙䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛷ᚓព䛺⟬ᩘ䛾ᤵᴗ䜢ཷ䛡䜛䛣䛸䛻䛺䛳䛯䚹
� 30ே䜋䛹䛔䜛ඣ❺䛾୰䛷ⴠ䛱╔䛔䛶ᤵᴗ䜢ཷ䛡䜙䜜䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛯䜑䛻䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛾ᢸ௵䛿䚸
ᮏ᫬䛾Ꮫ⩦䛾ὶ䜜䜢䜹䞊䝗䛻䛧䛶㯮ᯈ䛻㈞䜚䚸ඣ❺䠟䛜Ꮫ⩦䛾ὶ䜜䜢ぢ㏻䛫䜛䜘䛖䛻䛧䛯䚹

� Ꮫ⣭ᢸ௵䛿䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛾ᢸ௵䛸ඣ❺䠟䛾Ꮫ⩦ᨭ᥼䜢⾜䛖≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ᨭ᥼ဨ䛸㐃ᦠ䛧䚸ඣ❺䠟
䛻㐣ᗘ䛺䝇䝖䝺䝇䛜䛛䛛䛳䛶䛔䛺䛔䛛☜ㄆ䜢⥆䛡䛯䚹

� 䛣䜜䜙䛾ᑐᛂ䜢⥆䛡䛺䛜䜙䚸⟬ᩘ௨እ䛻⏕ά䜔㡢ᴦ䛺䛹䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䜒䚸ඣ❺䠟䛜㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭
䛾㞟ᅋ䛾୰䛷༑ศ䛻Ꮫ䜉䜛䜘䛖䛻䛧䛶䛝䛯䚹

� 䛣䛖䛧䛯ඣ❺䠟䛾ጼ䛾ኚ໬䜢ཷ䛡䚸ᰯෆጤဨ఍䛷䛿䚸䛣䜜䜎䛷䛾ᣦᑟ䛾ᡂᯝ䜢☜ㄆ䛧䚸௒ᚋ䛾ᑐᛂ
䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛䛣䛸䛻䛧䛯䚹

� ඣ❺䠟䛾䝇䜿䝆䝳䞊䝹䛻ᑐ䛩䜛䛣䛰䜟䜚䛿ᾘኻ䛧䛯ヂ䛷䛿䛺䛟䚸᪥ᖖⓗ䛺ல⣽䛺ሙ㠃䛺䛹䛷䚸⮬ศ
䛾ᛮ䛖䛸䛚䜚䛻䛺䜙䛺䛔䛸䜲䝷䜲䝷䛧䛶䛧䜎䛖ᵝᏊ䛜ྲྀ䜚ୖ䛢䜙䜜䚸ᘬ䛝⥆䛝䚸᝟⥴䛾Ᏻᐃ䛻㛵䜟䜛
⮬❧άື䛾ᣦᑟ䛜ᚲせ䛷䛒䜛䛣䛸䜢☜ㄆ䛧䛯䚹

� ୍᪉䚸ᩍ⛉➼䛾Ꮫ⩦䛻䛴䛔䛶䛿䚸㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶䜒༑ศᏛ䜉䜛䛣䛸䜢☜ㄆ䛧䛯䚹
� Ꮫ⣭ᢸ௵䛛䜙䛿䚸ಖㆤ⪅㠃ㄯ䛾ሙ䛻䛚䛔䛶䚸䛭䜝䛭䜝ඣ❺䠟䛾୺䛯䜛Ꮫ䜃䛾ሙ䜢㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻⛣
䛧䛯䛔䛸䛔䛖ಖㆤ⪅䛛䜙䛾ពྥ䜢☜ㄆ䛧䛯䛣䛸䛜ሗ࿌䛥䜜䛯䚹

� ௨ୖ䛾䛣䛸䛛䜙䚸ᰯ㛗䛿䚸䠏ᖺ⏕䛻㐍⣭䛩䜛㝿䛻䚸ඣ❺䠟䜢㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻Ꮫ䜃䛾ሙ䜢ኚ᭦䛧䚸㏻⣭
䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢ཷ䛡䜙䜜䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䜢⪃䛘䚸タ⨨⪅䛷䛒䜛ᩍ⫱ጤဨ఍䛻┦ㄯ䜢⾜䛳䛯䚹

� ᩍ⫱ጤဨ఍䛿ᑓ㛛ⓗ䛺⫋ဨ䜢ྠᰯ䛻ὴ㐵䛧䚸ඣ❺䠟䛜㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛷Ꮫ䜆ᵝᏊ䜢ཧほ䛧䛯䜚䚸Ꮫ⣭
ᢸ௵➼䛛䜙ᣦᑟ䛾ᡂᯝ䜔㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛜ᚲせ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜛⌮⏤䜢⪺䛝ྲྀ䛳䛯䜚䛧䛯䚹

� 䛣䛖䛧䛯⤒㐣䜢⤒䛶䚸ᩍ⫱ጤဨ఍䛿䚸ᰯ㛗䛾⏦ฟ䜢㋃䜎䛘䚸䠏ᖺ⏕䛻㐍⣭䛩䜛㝿䛻䚸ඣ❺䠟䛜㏻ᖖ
䛾Ꮫ⣭䛻⡠䜢⨨䛝䛺䛜䜙䚸㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䜢ཷ䛡䜙䜜䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䛜㐺ᙜ䛷䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䜢⥲
ྜⓗ䛻ุ᩿䛧䛯䚹

� ᩍ⫱ጤဨ఍䛿䚸ඣ❺䠟ཬ䜃ಖㆤ⪅䛾ពྥ䜢⪺䛝ྲྀ䜚䛴䛴䚸Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦䛻䛴䛔䛶䛾ྜពᙧᡂ䜢
ᅗ䛳䛯䚹 21

Ἀ⦖┴
≉ูᨭ
᥼Ꮫ⣭

ィ ▱ⓗ ⫥య ⑓ᙅ ᙅど 㞴⫈ ゝㄒ ⮬㛢⑕䞉᝟⥴

ᑠᏛᰯ
R䠍 4,685 1,938 55 35 5 23 75 2,554

H30 4,017 1,685 54 18 5 24 80 2,151

୰Ꮫᰯ
R䠍 1,680 788 7 16 3 17 14 835

H30 1,467 756 9 13 2 9 15 663

� ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱㈨ᩱ䠄ᖹᡂ䠏䠌ᖺᗘ䞉௧࿴ඖᖺᗘ䠅

Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛾඘ᐇ

Ἀ⦖┴
㏻⣭䛻
䜘䜛ᣦᑟ

ィ ゝㄒ ⮬㛢 ᝟⥴ ᙅど 㞴⫈ LD ADHD ⫥య ⑓ᙅ

ᑠᏛᰯ R䠍 1,219 365 173 85 - 3 332 261 - -

H30 1,077 320 167 115 - 5 235 235 - -

୰Ꮫᰯ
R䠍 365 1 56 39 - - 178 91 - -

H30 327 - 50 36 - - 158 83 - -

䠄ே䠅

䠄ே䠅

22

� ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱㈨ᩱ䠄ᖹᡂ䠏䠌ᖺᗘ䞉௧࿴ඖᖺᗘ䠅

28
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䠄ཧ⪃䠅≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛡䜛≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䠄➨䠍❶➨䠐䛾䠎䛾䐳䛾䜲䠅

䜲 ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶ᐇ᪋䛩䜛≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛻䛴䛔䛶䛿䚸ḟ䛾㏻䜚䛸䛩䜛䚹
(䡮) ඣ❺䛾㞀ᐖ䛾⛬ᗘ䜔Ꮫ⣭䛾ᐇែ➼䜢⪃៖䛾ୖ䚸ྛᩍ⛉䛾┠ᶆ䜔ෆᐜ䜢ୗᏛᖺ䛾ᩍ
⛉䛾┠ᶆ䜔ෆᐜ䛻᭰䛘䛯䜚䚸ྛᩍ⛉䜢䚸▱ⓗ㞀ᐖ⪅䛷䛒䜛ඣ❺䛻ᑐ䛩䜛ᩍ⫱䜢⾜䛖≉
ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛾ྛᩍ⛉䛻᭰䛘䛯䜚䛩䜛䛺䛹䛧䛶䚸ᐇែ䛻ᛂ䛨䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䜢⦅ᡂ䛩䜛䛣䛸䚹

䠄ᘬ⏝䠅௧࿴ඖᖺᖺᗘ ඲ᅜ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䞉㏻⣭ᣦᑟᩍᐊタ⨨Ꮫᰯ㛗༠఍ ㄪᰝሗ࿌᭩䠄௧࿴䠎ᖺ䠍᭶䠅

ᩍ⫱ㄢ⛬

ᑠᏛᰯ ୰Ꮫᰯ ⩏ົᩍ⫱Ꮫᰯ

▱ⓗ㞀ᐖ ⮬㛢⑕䚸
᝟⥴㞀ᐖ

▱ⓗ㞀ᐖ ⮬㛢⑕䚸
᝟⥴㞀ᐖ

▱ⓗ㞀ᐖ ⮬㛢⑕䚸
᝟⥴㞀ᐖ

ᙜヱᏛᖺ䛾ྛᩍ⛉
➼䜢୰ᚰ䛻䛧⦅ᡂ

318
33.1%

620
69.4%

126
28.3%

240
56.0%

1
50.0%

1
50.0%

ୗᏛᖺ䛾ྛᩍ⛉➼
䜢୰ᚰ䛻⦅ᡂ

461
47.9%

196
21.6%

266
46.3%

107
25.2%

0
0%

0
0%

▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭ᥼
Ꮫᰯ䛾ྛᩍ⛉➼䜢
୰ᚰ䛻⦅ᡂ

112
11.6%

22
2.4%

79
17.8%

30
7.1%

0
0%

0
0%

⮬❧άື䜢୰ᚰ䛻
⦅ᡂ

71
7.4%

69
7.6%

34
7.6%

47
11.1%

1
50.0%

1
50.0%

ྜィ䠄n=2,742) 962
100%

907
100%

445
100%

424
100%

2
100%

2
100%

⾲䠔 ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛾≧ἣ䠄༢఩䠖ᰯ䠅

23

≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䠄▱ⓗ㞀ᐖ䠅ᑠᏛ㒊 ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䠄▱ⓗ㞀ᐖ䠅୰Ꮫ㒊 ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䠄▱ⓗ㞀ᐖ䠅㧗➼㒊

⮬❧άື

䠄౛䠅᝟ሗά⏝⬟ຊ䜢䚸ᩍ⛉ᶓ᩿ⓗ䛻⫱ᡂ

ᅜㄒ䚸⟬ᩘ䞉ᩘᏛ䚸ᅗᕤ䞉⨾⾡䚸㡢ᴦ䚸య⫱䞉ಖ೺య⫱

⏕ά

♫఍

⌮⛉

እᅜㄒ䠄ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶䠅እᅜㄒάື
䠄ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶䠅

≉ู䛾ᩍ⛉㐨ᚨ

≉ูάື

⥲ྜⓗ䛺Ꮫ⩦䛾᫬㛫

⫋ᴗ䞉ᐙᗞ

䠄౛䠅┴❧㑣ぞ䜏䜙䛔ᨭ᥼Ꮫᰯ
㧗➼㒊ᬑ㏻⛉䠄䊡䞉䊢ㄢ⛬䠅䊡ㄢ⛬䡬A䡬䐟

ᩍ⫱ㄢ⛬䠄௧࿴4ᖺᗘ䠅
ᅜㄒ䚸♫఍䚸ᩘᏛ䚸⌮⛉䚸㡢ᴦ䚸⨾⾡䚸
ಖ೺య⫱䚸⫋ᴗ䚸ᐙᗞ

᝟ሗ

እᅜㄒ

≉ู䛾ᩍ⛉㐨ᚨ

⥲ྜⓗ䛺᥈✲䛾᫬㛫

≉ูάື

⮬❧άື

ᑠᏛᰯ ୰Ꮫᰯ 㧗➼Ꮫᰯ

㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭ ྛᩍ⛉➼䠄ᙜヱᏛᖺ䠅 ྛᩍ⛉➼䠄ᙜヱᏛᖺ䠅 ྛᩍ⛉䞉⛉┠➼䠄ᙜヱᏛᖺ䠅

㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ ⮬❧άື ⮬❧άື ⮬❧άື

≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭
ྛᩍ⛉➼䠄ᙜヱᏛᖺཪ䛿≉ู䛾ᩍ⫱
ㄢ⛬䛾㐺⏝䛾᭷↓䠅ཬ䜃⮬❧άື

ྛᩍ⛉➼䠄ᙜヱᏛᖺ䚸≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ
⛬䛾㐺⏝䠅ཬ䜃⮬❧άື

䞊

≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ ᑠᏛ㒊 ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ ୰Ꮫ㒊 ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ 㧗➼㒊

ྛᩍ⛉➼䠄ᙜヱᏛᖺཪ䛿㔜」㞀ᐖ⪅➼䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ㄢ⛬
䛾ྲྀᢅ䛔䛾㐺⏝䛾᭷↓䠅ཬ䜃⮬❧άື

ᕥグ䛻ྠ䛨 ྛᩍ⛉䞉⛉┠➼䠄ᙜヱᏛᖺཪ䛿㔜」㞀ᐖ⪅➼䛻㛵䛩
䜛ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ྲྀᢅ䛔䛾㐺⏝䛾᭷↓䠅ཬ䜃⮬❧άື

⮬❧䛸♫఍ཧຍ䜢ぢᤣ䛘䛯䚸୍㈏ᛶ䞉⣔⤫ᛶ䛾䛒䜛Ꮫ䜃䛾ಖド

6ᖺ㛫䚸3ᖺ㛫䚸12ᖺ㛫䛾Ꮚ౪䛾Ꮫ䜃䠄ᩍ⫱䛾ෆᐜ䠅䛜᥋⥆䛩䜛䛣䛸

24

29
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䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛾䠏䛴䛾ഃ㠃䠄≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛿䠐䛴䛾ഃ㠃䠅

6ᖺ㛫䚸3ᖺ㛫䚸12ᖺ㛫䛾Ꮫ䜃䠄ᩍ⫱ㄢ⛬䠅䛜᥋⥆䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺䛣䛸

⮬❧䛸♫఍ཧຍ䜢ぢᤣ䛘䛶䚸༞ᴗ䜎䛷䛻⫱ᡂ䜢䜑䛦䛩㈨㉁䞉⬟ຊ䜢ᩚ⌮䛩䜛どⅬ䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

z Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿䛻䛚䛡䜛⫱ᡂ䜢䜑䛦䛩㈨㉁䞉⬟ຊ䜢䚸ᩍ⫱ㄢ⛬䜢㏻䛨䛶Ꮚ౪䛯䛱
䛻䝞䝷䞁䝇䜘䛟⫱ᡂ䛧䛶䛔䛟䛣䛸䚹

z 䛭䜜䛮䜜䛾Ꮫᰯ䛻䛚䛔䛶䚸ᚲせ䛺ᩍ⫱䛾ෆᐜ䜢䛹䛾䜘䛖䛻Ꮫ䜃䚸䛹䛾䜘䛖䛺㈨
㉁䞉⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜙䜜䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛾䛛䜢ᩍ⫱ㄢ⛬䛻䛚䛔䛶᫂☜䛻䛧䛺䛜䜙䚸
♫఍䛸䛾㐃ᦠཬ䜃༠ാ䛻䜘䜚䛭䛾ᐇ⌧䜢ᅗ䛳䛶䛔䛟䛸䛔䛖䚸♫఍䛻㛤䛛䜜䛯ᩍ
⫱ㄢ⛬䛾ᐇ⌧䛜㔜せ䛷䛒䜛䛣䛸䚹

䠄ཧ⪃䠅ᖹᡂ29䞉30䞉31ᖺᨵゞᏛ⩦ᣦᑟせ㡿 ๓ᩥ

25

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛾䠏䛴䛾ഃ㠃䠄≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛿䠐䛴䛾ഃ㠃䠅

♫఍䛸䛾㐃ᦠཬ䜃༠ാ䛻䜘䜚䛭䛾ᐇ⌧䜢ᅗ䛳䛶䛔䛟

z ᩍ⫱ㄢ⛬䛿䚸➨䠍❶⥲๎➨䠍䛾䠍䛜♧䛩䛸䛚䜚䛂⏕ᚐ䛾ᚰ㌟䛾Ⓨ㐩䛾ẁ㝵䜔≉ᛶ
ཬ䜃Ꮫᰯ䜔ᆅᇦ䛾ᐇែ䜢༑ศ⪃៖䛧䛶䛃⦅ᡂ䛥䜜䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

z ྛᏛᰯ䛻䛚䛔䛶䛿䚸ྛ✀ㄪᰝ⤖ᯝ䜔䝕䞊䝍➼䛻ᇶ䛵䛝䚸⏕ᚐ䛾ጼ䜔Ꮫᰯཬ䜃ᆅ
ᇦ䛾⌧≧䜢ᐃᮇⓗ䛻ᢕᥱ䛧䛯䜚䚸ಖㆤ⪅䜔ᆅᇦఫẸ䛾ពྥ➼䜢ⓗ☜䛻ᢕᥱ䛧䛯
ୖ䛷䚸Ꮫᰯ䛾ᩍ⫱┠ᶆ䛺䛹ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛾ᇶᮏ䛸䛺䜛஦㡯䜢ᐃ䜑䛶䛔䛟䛣䛸䛜
ồ䜑䜙䜜䜛䚹

z ௒ᅇ䛾ᨵゞ䛷䛿䚸䛂⏕䛝䜛ຊ䛃䛾⫱ᡂ䛸䛔䛖ᩍ⫱䛾┠ᶆ䛜ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛻䜘䜚
ලయ໬䛥䜜䚸䛂ఱ䜢Ꮫ䜆䛛䛃䛸䛔䛖ᩍ⫱䛾ෆᐜ䜢㑅ᢥ䛧䛶⤌⧊䛧䛶䛔䛟䛣䛸䚹

z ྠ᫬䛻䚸䛭䛾ෆᐜ䜢Ꮫ䜆䛣䛸䛷⏕ᚐ䛜䛂ఱ䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䛛䛃䛸䛔䛖䚸⏕ᚐ䛾㞀
ᐖ䛾≧ែ➼୪䜃䛻ᆅᇦ䜔Ꮫᰯ䛾ᐇែ䛻ᛂ䛨䛶䛹䛾䜘䛖䛺㈨㉁䞉⬟ຊ䛾⫱ᡂ䜢ᅗ
䛳䛶䛔䛟䛛䜢ᣦᑟ䛾䛽䜙䛔䛸䛧䛶᫂☜䛻タᐃ䛧䛶䛔䛟䛣䛸䚹

⮬❧䛸♫఍ཧຍ䜢ぢᤣ䛘䚸୍㈏ᛶ䞉⣔⤫ᛶ䛾䛒䜛Ꮫ䜃䜢ಖド䛩䜛どⅬ䜒኱ษ

䠄ཧ⪃䠅ᖹᡂ29䞉30䞉31ᖺᨵゞᏛ⩦ᣦᑟせ㡿 ⥲๎⦅ゎㄝ

26

30
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z ඣ❺⏕ᚐ䛾ṧ䜚䛾ᅾᏛᮇ㛫䜢ぢ㏻䛧䛺䛜䜙䚸➨䠎❶௨ୗ䛻♧䛩ྛᩍ⛉➼䛾
䛭䜜䛮䜜䛾┠ᶆཬ䜃ෆᐜ䜢㋃䜎䛘䛶䚸䛥䜙䛻䛹䛾䜘䛖䛺ෆᐜ䜢䚸䛹䜜䛰䛡䛾
᫬㛫䜢䛛䛡䛶ᣦᑟ䛩䜛䛾䛛䜢᳨ウ䛩䜛䛺䛹䚸ྛᏛᰯ䛻䛿ᩍ⫱䛾ෆᐜ䜔ᤵᴗ
᫬ᩘ䛾㓄ᙜ䜢Ỵᐃ䛩䜛⿢㔞䛜ጤ䛽䜙䜜䛶䛔䜛䚹

z 䛭䛾䛯䜑䚸ྛᏛᰯ䛜ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛㝿䛻䛿䚸ඣ❺⏕ᚐ୍
ே୍ே䛜䚸䛭䜜䜎䛷䛾Ꮫ⩦䜢⥅ᢎ䛧✚䜏ୖ䛢䛶䛔䛟䛸䛔䛳䛯䝪䝖䝮䜰䝑䝥䛾ど
Ⅼ䛾䜋䛛䚸ᑠᏛ㒊䜔୰Ꮫ㒊ཪ䛿㧗➼㒊䜢༞ᴗ䛩䜛䜎䛷䛾㝈䜙䜜䛯᫬㛫䛾୰
䛷䚸䛹䛾䜘䛖䛺㈨㉁䞉⬟ຊ䜢䚸䛹䛣䜎䛷⫱䜐䛸䜘䛔䛾䛛䛸䛔䛳䛯䚸༞ᴗ䜎䛷䛻⫱
ᡂ䜢┠ᣦ䛩㈨㉁䞉⬟ຊ䜢ᩚ⌮䛧䛶䚸䛭䜜䜙䛻㔜Ⅼ䜢⨨䛔䛶ᣦᑟ䛩䜛䛸䛔䛳䛯䝖
䝑䝥䝎䜴䞁䛾どⅬ䜒ᚲせ䛻䛺䜛䚹

䠄ཧ⪃䠅≉ูᨭ᥼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿 ⥲๎⦅ゎㄝ P331

༞ᴗᚋ䛾㐍㊰䜔⏕ά䜢ぢᤣ䛘䚸䛂㏫ྥ䛝タィ䛃䛾どⅬ䛷ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛どⅬ䜒኱ษ

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛾䠏䛴䛾ഃ㠃䠄≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛿䠐䛴䛾ഃ㠃䠅

♫఍䛸䛾㐃ᦠཬ䜃༠ാ䛻䜘䜚䛭䛾ᐇ⌧䜢ᅗ䛳䛶䛔䛟

27

¾ ┴❧㑣ぞ䜏䜙䛔ᨭ᥼Ꮫᰯ䛾౛
� ᮏᰯ䛾ᩍ⫱┠ᶆ
� ┠ᣦ䛩ඣ❺⏕ᚐീ
� ┠ᣦ䛩ᩍ⫋ဨീ
� ┠ᣦ䛩Ꮫᰯീ

㧗➼Ꮫᰯ䜔≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ㧗➼㒊䛛䜙䚸୰ᑠ䛻ᑐ䛩䜛᝟ሗⓎಙ䜒㔜せ

5 ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ᫬䛾␃ព஦㡯
䐳 㐺ษ䛺ᐇែᢕᥱ䛸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾సᡂ
䐡 ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛿ᩍ⫱ㄢ⛬䛸ᤵᴗ䜢䛴䛺䛠ᙺ๭䛷䛒䜛䛣䛸䜢㋃䜎䛘䚸ᩍ⫱ෆᐜ

䛤䛸䛻ᣦᑟ┠ᶆ䜢ᐃ䜑䚸ᐇ᪋䛧ホ౯䜢⾜䛖䚹

䐴 Ꮫ䜃䛾ᒚṔ䜢㋃䜎䛘༞ᴗᚋ䛻䛚䛔䛶䜒䛴䛺䛜䜚䛾䛒䜛ᩍ⫱ㄢ⛬
䐟 ᮏᰯ䛿䚸䛂㐃⥆ᛶ䛾䛒䜛ከᵝ䛺Ꮫ䜃䛾ሙ䛃䛾୍䛴䛷䛒䜛䛣䛸䜢⌮ゎ䛧䚸Ꮫ䜃䛾ᒚ

Ṕ䜢ᘬ䛝⥅䛞䚸ᑠ୰Ꮫᰯ➼䛸䛾෇⁥䛺᥋⥆䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䐠 ᰯෆ䛻䛚䛔䛶䜒䛂Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䛃䜢ពᅗ䛧䛯ᑠᏛ㒊䞉୰Ꮫ㒊䞉㧗➼㒊୍㈏䛧䛯ᩍ

⫱ㄢ⛬䜢⦅ᡂ䛧䚸Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䜢ᢸಖ䛩䜛䚹
䐡 㞀ᐖ⪅䛾୺యⓗ䛺Ꮫ䜃䜢㔜ど䛧䚸ಶᛶ䜔ᚓពศ㔝䜢⏕䛛䛧䛯♫఍ཧຍ䛾ᐇ⌧

䛻ྥ䛡䚸Ꮫᰯᩍ⫱ẁ㝵䛛䜙༞ᴗᚋ䜢ぢ㏻䛧䛯ᩍ⫱䜢᥎㐍䛧䚸⏕ᾭᏛ⩦䛻䛴䛺䛢
䜛䚹

䠄ཧ⪃䞉ᘬ⏝䠅௧࿴䠐ᖺᗘ 㑣ぞ䜏䜙䛔ᨭ᥼Ꮫᰯ 䜾䝷䞁䝗䝕䝄䜲䞁ཬ䜃ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ᪉㔪

Ꮫᰯ䜢ᇶ┙䛸䛧䛯䜹䝸䜻䝳䝷䝮㛤Ⓨ䜈䛾ᮇᚅ
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ఱ䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䛛 ˴ầ៲Ệ˄ẟẺẦ

䕿 ᑠᏛᰯཬ䜃୰Ꮫᰯ䛻䛚䛡䜛ᩍ⫱䛾ᇶᮏ 䕿 Ꮫ⩦ホ౯䜢㏻䛨䛯Ꮫ⩦ᣦᑟ䛾ᨵၿ

Ꮚ౪䛾Ⓨ㐩䜢
䛹䛾䜘䛖䛻ᨭ᥼䛩䜛䛛

䕿 ඣ❺䞉⏕ᚐ䛾ㄪ࿴ⓗ䛺Ⓨ㐩䛾ᨭ᥼

ఱ䜢Ꮫ䜆䛛

䕿 ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ

ᐇ᪋䛩䜛䛯䜑䛻ఱ䛜ᚲせ䛛

䈜 ⮬❧䛸♫఍ཧຍ䛻ྥ䛡䛯୍㈏ᛶ䞉⣔⤫ᛶ䛾䛒䜛Ꮫ䜃䛾ಖド䜢䜑䛦䛧䛶
� ಶ䛻ᛂ䛨䛯㐺ษ䛺ᣦᑟ䛾඘ᐇ
� Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ኚ໬䛾ⓗ☜䛺ᢕᥱ
� ⥅⥆ⓗ䛺ᩍ⫱┦ㄯ䛾ᐇ᪋
� ᅾ⡠ᰯ䛸ᩍ⫱ጤဨ఍䛜㐃ᦠ䛧䛯Ꮫ䜃䛾ሙ䛾ኚ᭦

䛹䛾䜘䛖䛻Ꮫ䜆䛛

䕿 ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ᐇ᪋

䐳㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺䞉⏕ᚐ䜈䛾ᣦᑟ
䜰 ㏻ᖖ䛾Ꮫ⣭䛻䜒㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺⏕ᚐ䛾ᅾ⡠䜢๓ᥦ䛸䛧䛯㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛻ᛂ䛨䛯ᣦᑟ䛾ᕤኵ
䜲 ≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䛻䛚䛔䛶ᐇ᪋䛩䜛䛄≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛅䛾⦅ᡂ
䜴 ㏻⣭䛻䜘䜛ᣦᑟ䛻䛚䛔䛶ᐇ᪋䛩䜛䛄≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛅䛾⦅ᡂ
䜶 ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䚸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾సᡂ

ᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿䞉୰ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿 ➨䠍❶ ⥲๎

㉁䛾㧗䛔≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᒎ㛤䜢ᨭ䛘䜛䛯䜑䛻䛿

29

ྛᏛᰯ䛻䛚䛡䜛ᩍ⫱άື

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿➼䛻ᚑ䛔䚸ඣ❺⏕ᚐ
䜔ᆅᇦ䛾ᐇែ䜢㋃䜎䛘䛶⦅ᡂ䛧䛯ᩍ
⫱ㄢ⛬䛾ୗ䛷ྛ✀ᣦᑟィ⏬䜢సᡂ

ྛ✀ᣦᑟィ⏬䛻ᇶ䛵䛟
ᤵᴗ䠄䛂Ꮫ⩦ᣦᑟ䛃䠅䜢ᒎ㛤

᪥䚻䛾ᤵᴗ䛾ୗ䛷
ඣ❺⏕ᚐ䛾Ꮫ⩦≧ἣ䜢ホ౯

ホ౯⤖ᯝ䜢௨ୗ䛾䜘䛖䛺ᨵၿ䛻⏕䛛䛩
䞉ඣ❺⏕ᚐ䛾Ꮫ⩦䛾ᨵၿ
䞉ᩍᖌ䛻䜘䜛ᣦᑟ䛾ᨵၿ
䞉Ꮫᰯ඲య䛸䛧䛶䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ᨵၿ
䞉ᰯົศᤸ䜢ྵ䜑䛯⤌⧊㐠Ⴀ➼䛾ᨵၿ

䠝䠟䠰䠥䠫䠪

䠬䠨䠝䠪

䠠䠫

䠟䠤䠡䠟䠧

Ꮫᰯ඲య䛸䛧䛶
⤌⧊ⓗ䛛䛴ィ⏬ⓗ䛻
ᩍ⫱άື䛾㉁䛾
ྥୖ䜢ᅗ䜛䚹

䠘ཧ⪃䠚
ሗ࿌䠬䠏 ᨵၿ➼㏻▱䠍䠊䠄䠍䠅

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛾୍⎔䛸䛧䛶䛾ᣦᑟ䛸ホ౯

� 䛂Ꮫ⩦ᣦᑟ䛃䛸䛂Ꮫ⩦ホ౯䛃䛿Ꮫᰯ䛾ᩍ⫱άື䛾᰿ᖿ䛷䛒䜚䚸ᩍ⫱ㄢ⛬䛻ᇶ䛵䛔䛶⤌⧊ⓗ
䛛䛴ィ⏬ⓗ䛻ᩍ⫱άື䛾㉁䛾ྥୖ䜢ᅗ䜛䛂䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛃䛾୰᰾ⓗ䛺ᙺ๭䜢
ᢸ䛳䛶䛔䜛䚹

ᣦᑟ䛸ホ౯䛾୍య໬䛾඘ᐇ䛻ດ䜑䜛䛣䛸
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z Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿䛜♧䛩ෆᐜ䛾䜒䛸䚸ྛᰯ䛜⦅ᡂ䛩䜛ᩍ⫱ㄢ⛬䛻䛴䛔䛶䚸䛹䛾䜘䛖䛺ᐇ
ែ䛾Ꮚ౪䛯䛱䛻䚸ఱ䜢䜑䛦䛧䚸䛹䛾䜘䛖䛺ຊ䜢⫱䜣䛷䛝䛯䛾䛛䚸ᐇ᪋䛧䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛿
ఱ䜢㐩ᡂ䛧䛶䛝䛯䛾䛛⥲ᣓ䛧䚸䛭䛾⥲ᣓ䛻ᇶ䛵䛔䛶ᩍ⫱ㄢ⛬䜢ᨵၿ䛩䜛䛣䛸䚹

z ᐇ᪋䛧䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛷Ꮚ౪䛯䛱䛜ఱ䜢㐩ᡂ䛧䛯䛛䜢䚸ᩍᖌ⮬㌟䛜༑ศ䛻ᤊ䛘䛝䜜䛺䛔
䜎䜎䚸᪥䚻ఱ䛻ྥ䛛䛳䛶ᣦᑟ䛜✚䜏㔜䛽䜙䜜䛶䛔䜛䛾䛛䚸ᐇែᢕᥱ䜔┠ᶆ䛾タᐃ䚸
ෆᐜ䛾㑅ᐃ䛻୙Ᏻ䜢ᢪ䛘䛶䛔䜛⪅䜒ከ䛔䚹

z ᩍᖌ䛜ᣦᑟ䛾ᒎᮃ䜢ᥥ䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛ᮇ㛫䜢☜ㄆ䛧䛺䛜䜙ᩍ⫱ㄢ⛬䜢᳨ウ䛩䜛䛣䛸䛜
ᚲせ䛷䛒䜛䚹

۵ Ꮫᰯ䜢ᇶ┙䛸䛧䛯䜹䝸䜻䝳䝷䝮㛤Ⓨ䠄School Based Curriculum 
Development䠅䛃 䠄Skilbeck,1984䠅
¾ 䛂≧ἣศᯒ䛃䜢Ꮫᰯᩍ⫱┠ᶆ䛾᫂☜໬䛻ඛ❧䛳䛶⾜䛔䚸䛭䛾⤖ᯝ䜢᪥䚻䛾ᩍ⫱

ᐇ㊶䝕䞊䝍䛸䛸䜒䛻䜹䝸䜻䝳䝷䝮㛤Ⓨ䛾ᇶ♏㈨ᩱ䛸䛧䛶㔜ど䛩䜛䛣䛸䚹

䛂㏫ྥ䛝タィ䛃䛾どⅬ

31
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ᣦᑟ䛾୍㈏ᛶ䞉⣔⤫ᛶ䛾ほⅬ䛛䜙䚸ᩍ⫱ᨭ᥼䛾୺య䛜᭰䜟䜛⛣⾜ᮇ䛻ᚲせ䛺᝟ሗ䜢䛴䛺䛠䛣䛸䛜㔜せ

z ୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䜢ຠᯝⓗ䛻㐍䜑䛶䛔䛟䛯䜑䛻䛿䚸≉䛻ᩍ⫱ᨭ᥼䛾୺య䛜
᭰䜟䜛⛣⾜ᮇ䛻␃ព䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛䚹

z 䛭䜜䛿䚸Ꮫᖺ㛫䛷ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ䛿䜒䛱䜝䜣䚸་⒪ᶵ㛵➼䛷㞀ᐖ䛜Ⓨぢ䛥
䜜䛶䛛䜙ᩍ⫱䚸⚟♴䚸ಖ೺➼䛾㛵ಀᶵ㛵䛻ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ䚸ㄆᐃ䛣䛹䜒ᅬ䞉
ᗂ⛶ᅬ䞉ಖ⫱ᡤ䚸ඣ❺Ⓨ㐩ᨭ᥼䝉䞁䝍䞊➼䛾㞀ᐖඣ㏻ᡤᨭ᥼᪋タ➼䛛䜙ᑠ
Ꮫᰯ䜔≉ูᨭ᥼ᏛᰯᑠᏛ㒊䛻ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ䚸ᑠᏛᰯ䜔≉ูᨭ᥼Ꮫᰯᑠ
Ꮫ㒊䛛䜙୰Ꮫᰯ䜔≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ୰Ꮫ㒊䛻ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ䚸୰Ꮫᰯ䜔≉ู
ᨭ᥼Ꮫᰯ୰Ꮫ㒊䛛䜙㧗➼Ꮫᰯ䜔≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ㧗➼㒊䛻ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ䚸
䛭䛧䛶㧗➼Ꮫᰯ䜔≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ㧗➼㒊䛛䜙ᑵປඛ䜔኱Ꮫ➼䛾㐍Ꮫඛ䚸ᑵ
ປ⛣⾜ᨭ᥼ᶵ㛵䞉⏕ά௓ㆤ஦ᴗᡤ➼䜢฼⏝䛧䛯㐍㊰ඛ䜈ᘬ⥅䛜䜜䜛᫬ᮇ
䛷䛒䜛䚹

32

33
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ᘬ⥅䛞䛾䝫䜲䞁䝖

z 䛂ᘬ⥅䛞䛃䛾᭱኱䛾┠ⓗ䛿䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛯䛱䛜㐍⣭䜔㐍Ꮫ䚸㌿Ꮫ➼䜢䛧䛶䜒Ꮫ
⩦➼䛻⥅⥆ⓗ䛛䛴Ᏻᚰ䛧䛶ྲྀ䜚⤌䜐䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛯䜑䚸㛵ಀ⪅㛫䛷ᩍ⫱
䛻ᚲせ䛺᝟ሗ䜢ඹ᭷䛩䜛䛣䛸䛷䛒䜛䚹

z ≉䛻䚸Ꮚ౪䛯䛱䛾Ꮫ䜃䛜䚸䛔䜟䜖䜛䝊䝻䛛䜙䛾෌ฟⓎ䚸䛸䛔䛖≧ἣ䛻㝗䜙䛺䛔䛯䜑䛻
䜒䚸᰿ᣐ䛻ᇶ䛵䛔䛯ᰯෆእ䛾ඹ㏻䛾ゝㄒ䜔䝒䞊䝹䜢ά⏝䛧䚸䛣䜜䛛䜙䛾ᣦᑟ䜔ᨭ᥼
䛻ᚲせ䛺᝟ሗ䜢☜ᐇ䛻ᘬ⥅䛠䛣䛸䛜䝫䜲䞁䝖䛻䛺䛳䛶䛟䜛䚹

z 䛺䛬䛂ᚲせ䛺᝟ሗ䜢䛃䛸䛧䛯䛾䛛䛻䛴䛔䛶䛿䚸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䜔ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ
⏬䛻䛴䛔䛶䚸ྛ⮬἞య䜔ྛᏛᰯ䛻䜘䛳䛶ᵝᘧ䛜ᵝ䚻䛻䛒䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹

z 䜘䛳䛶䚸᝟ሗ䛾㏦ಙഃ䜒䚸᝟ሗ䛾ཷಙഃ䜒䚸䛭䜜䛮䜜䛾ィ⏬䛻䛚䛔䛶䚸䛹䛾䜘䛖䛺᝟
ሗ䛜ᚲせ䛺䛾䛛䚸䛹䛾䝍䜲䝭䞁䜾䛷䚸ㄡ䛻ᑐ䛧䛶䛭䛾ᚲせ䛺᝟ሗ䜢☜ᐇ䛻䛴䛺䛔䛷䛔
䛡䜀䛔䛔䛾䛛䛺䛹䚸ᢸ௵䛸䛧䛶ྲྀ䜚⤌䜐䜉䛝䛣䛸䜔䚸Ꮫᰯ⤌⧊䛸䛧䛶ྲྀ䜚⤌䜐䜉䛝䛣
䛸䜢ᩚ⌮䛧䚸䜎䛪䛿ᰯෆ䛷ඹ㏻⌮ゎ䜢ᅗ䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

z 䛭䛾㝿䚸ᡤᒓᰯ䜢㉸䛘䛯ᘬ⥅䛞䛻䛚䛔䛶䛿䚸᝟ሗ䛾㏦ಙഃ䛾㓄៖䛸䛧䛶䚸ཷಙഃ䛜
⌮ゎ䛷䛝䜛ඹ㏻ゝㄒ䛷ㄒ䜛䠄グ䛩䠅䛣䛸䛜኱ษ䛺䝫䜲䞁䝖䛷䛒䜛䚹
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ᑵᏛඛ䛸䛺䜛Ꮫᰯ䜔Ꮫ䜃䛾ሙ䛾㛫䛷䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛾᥋⥆

z 䛂᪂䛧䛔᫬௦䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾ᅾ䜚᪉䛻㛵䛩䜛᭷㆑⪅఍㆟ ሗ࿌䛃䠄௧࿴䠏ᖺ䠍᭶䠅
䛷䛿䚸䛣䜜䛛䜙䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱䛾᪉ྥᛶ䛸䛧䛶䚸䛂ᑵᏛඛỴᐃᚋ䜒㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪
䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ኚ໬䛻ᛂ䛨䚸ᰂ㌾䛻Ꮫ䜃䛾ሙ䜢ぢ┤䛧䛶䛔䛡䜛䜘䛖䚸ከᵝ䛺Ꮫ䜃
䛾ሙ䛾㛫䛷ᩍ⫱ㄢ⛬䛜෇⁥䛻᥋⥆䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜛Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䛾ᐇ⌧䜢ᅗ䜛䚹䛃䛣
䛸䜢ồ䜑䛶䛔䜛䚹

z 䛭䛾䛣䛸䛻㛵㐃䛧䛶䚸ᑠ୰Ꮫᰯ䜔㧗➼Ꮫᰯ䛸䛾Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䜢㔜ど䛩䜛ほⅬ䛛䜙䚸
ᑠ୰Ꮫᰯ䜔㧗➼Ꮫᰯ䛾ྛᩍ⛉䛸ྠᵝ䛻䚸≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ䠄▱ⓗ㞀ᐖ䠅ྛᩍ⛉䛻䛴䛔
䛶䜒䚸⫱ᡂ䜢┠ᣦ䛩㈨㉁䞉⬟ຊ䛾୕䛴䛾ᰕ䛷┠ᶆཬ䜃ෆᐜ䛜ᩚ⌮䛥䜜䛯䛣䛸䜢㋃䜎
䛘䚸Ꮫ⩦ホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸ほⅬูᏛ⩦≧ἣ䜢ᩥ᭩グ㏙䛷⾜䛖䛣䛸䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹

z 䜘䛳䛶䚸Ꮚ౪䛻ఱ䛜㌟䛻௜䛔䛯䛛䛸䛔䛖ᩍ⫱䛾ෆᐜ䛻㛵䛩䜛☜䛛䛺ᘬ⥅䛞䜢㐍䜑䜛
䛯䜑䛻䛿䚸᝟ሗ䛾㏦ಙഃ䛾ᙺ๭䛸䛧䛶䚸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛻ᇶ䛵䛝⾜䜟䜜䛯ྛᩍ⛉
➼䛾Ꮫ⩦≧ἣ䜔⤖ᯝ䛾ホ౯䛻䛴䛔䛶䚸඲䛶䛾Ꮫᰯ✀䛷ඹ㏻䛸䛺䛳䛯⫱ᡂ䜢┠ᣦ䛩
㈨㉁䞉⬟ຊ䛾୕䛴䛾ᰕ䛻㛵䜟䜛ほⅬูᏛ⩦≧ἣ䛾ホ౯䛸䛧䛶㐺ษ䛻グ䛧䚸᝟ሗ䛾
ཷಙഃ䛻䛴䛺䛔䛷䛔䛟䛣䛸䛜㔜せ䛻䛺䛳䛶䛟䜛䚹

34
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ྛᩍ⛉➼䛾ᘬ⥅䛞䛻ᚲせ䛺᝟ሗ

z ᝟ሗ䛾ཷಙഃ䜒䚸ྛᩍ⛉➼䛾ほⅬูᏛ⩦≧ἣ䛾ホ౯䛻㛵䛩䜛᝟ሗ䜢㋃䜎䛘䚸ᣦᑟ䛸ホ
౯䛾୍య໬䜢᥎㐍䛩䜛ほⅬ䛛䜙䚸ᩍ⫱ㄢ⛬䜔ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛺䛹䚸᪂ᖺᗘ䛻ྥ䛡䛯ྛ
✀ィ⏬䛾ጇᙜᛶ䜔ಙ㢗ᛶ䜢᭦䛻㧗䜑䚸ᩍ⫱ㄢ⛬䛻Ꮚ౪䜢ྜ䜟䛫䜛䛣䛸䛜䛺䛔䜘䛖䛻ᚰ
䛜䛡䛶‽ഛ䜢㐍䜑䛶䛔䛟ጼໃ䛜ồ䜑䜙䜜䜛䚹

z ᩍ⫱ἲ᪋⾜つ๎➨138᮲䜢㐺⏝䛧䛶䛂≉ู䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛃䜢⦅ᡂ䛩䜛≉ูᨭ᥼Ꮫ⣭䜔䚸䛂
㔜」㞀ᐖ⪅➼䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ྲྀᢅ䛔䛃䛾ྛ✀つᐃ䜢㐺⏝䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䜛≉
ูᨭ᥼Ꮫᰯ䛷䛿䚸ྠ䛨Ꮫ⩦㞟ᅋ䛻ᡤᒓ䛧䛶䛔䛶䜒䚸Ꮚ౪䛻䜘䛳䛶ྛᩍ⛉➼䛷ྲྀ䜚ᢅ䛖Ꮫ
ᖺ䜔ẁ㝵䛾┠ᶆཬ䜃ෆᐜ䛾Ỉ‽䛜␗䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䚹

z 䜘䛳䛶䚸Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛻ᇶ䛵䛝䚸௒ᖺᗘ䛿ྛᩍ⛉➼䛾ఱᏛᖺ┦ᙜ䛾
┠ᶆ䛾㐩ᡂ䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜛䛾䛛䚸ཪ䛿▱ⓗ㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾䛯䜑䛾ྛᩍ⛉䛾ఱẁ㝵┦
ᙜ䛾┠ᶆ䛾㐩ᡂ䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜛䛾䛛䚸䛭䛾Ꮫ⩦≧ἣ䜔⤖ᯝ䛾ホ౯䜢䚸ಶู䛾ᣦᑟィ⏬
䛻㐺ษ䛻グ䛧䚸䛭䛾᝟ሗ䜢䚸Ꮫ⩦㞟ᅋ䛾ᣦᑟ䛻㛵䜟䜛ᩍဨ㛫䛷ඹ㏻⌮ゎ䛧䛯䜚䚸ᘬ⥅䛞
䜔Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䜢☜ಖ䛩䜛ほⅬ䛛䜙㛤ദ䛥䜜䜛ㅖ఍㆟䛷᝟ሗ䜢ඹ᭷䛧䛯䜚䛩䜛䛣䛸䛜ᚲ
せ䛷䛒䜛䚹

z Ꮫ䜃䛾㐃⥆ᛶ䜢☜ಖ䛩䜛ほⅬ䛛䜙㛤ദ䛥䜜䜛ㅖ఍㆟䛸䛿䚸౛䛘䜀䚸ᖺᗘෆ䛻ᮇ㛫䜢タ
ᐃ䛧䛶⾜䛖ḟᖺᗘ䛻ྥ䛡䛯ᩍ⫱ㄢ⛬᳨ウጤဨ఍䜔䚸ᑵᏛ䛻㛵䛩䜛ᰯෆጤဨ఍䜔ᩍ⫱ᨭ
᥼ဨ఍䚸ᤵᴗẖ䛻⾜䛖஺ὶཬ䜃ඹྠᏛ⩦䛾ᤵᴗィ⏬䛾ᡴ䛱ྜ䜟䛫䛺䛹䛜⪃䛘䜙䜜䜛䚹
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⮬❧άື䛾ᘬ⥅䛞䛻ᚲせ䛺᝟ሗ

z ⮬❧άື䛾ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛻䛿䚸Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᐇែᢕᥱ䛻ᇶ䛵䛝䚸ᣦᑟ䛩䜉䛝ㄢ
㢟䜢᫂☜䛻䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸ಶู䛻タᐃ䛥䜜䛯ᣦᑟ┠ᶆ䜔ලయⓗ䛺ᣦᑟෆᐜ䛜グ䛥
䜜䛶䛔䜛䚹

z ⮬❧άື䛿䚸ᩍ⛉䛾䜘䛖䛻┠ᶆ䛾⣔⤫ᛶ䛿♧䛥䜜䛶䛔䛺䛔䛾䛷䚸Ꮚ౪୍ே୍ே䛾ᣦ
ᑟ䛾⥅⥆ᛶ䜢☜ಖ䛩䜛䛯䜑䛻䛿䚸⮬❧άື䛾ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䜢సᡂ䛧䚸ಶู䛻タᐃ
䛥䜜䛯ᣦᑟ┠ᶆ䜔ලయⓗ䛺ᣦᑟෆᐜ䜢☜ᐇ䛻ᘬ⥅䛔䛷䛔䛟ᚲせ䛜䛒䜛䚹

z 䛭䛾ሙྜ䚸䛯䛰༢䛻䚸⮬❧άື䛾ᣦᑟ┠ᶆ䜔ᣦᑟෆᐜ䛾ホ౯䛰䛡䜢᝟ሗ䛸䛧䛶ᘬ⥅䛠
䛰䛡䛷䛿䚸ᣦᑟ䛾⥅⥆ᛶ䜢☜ಖ䛩䜛䛣䛸䛜㞴䛧䛔≧ἣ䛜䛒䜛䛯䜑䚸≉ูᨭ᥼ᏛᰯᏛ⩦
ᣦᑟせ㡿䛾ᨵゞ䛻䛚䛔䛶䚸⮬❧άື䛾ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾సᡂ䛾ᡭ㡰䛻䚸ᐇែᢕᥱ䛛
䜙ᣦᑟ┠ᶆ䜢タᐃ䛩䜛㐣⛬䛻䛂ᣦᑟ䛩䜉䛝ㄢ㢟䛃䜢ᩚ⌮䛩䜛ᡭ⥆䛝䜢᪂䛯䛻つᐃ䛧䛯䚹

z 䛭䛖䛩䜛䛣䛸䛷䚸๓ᖺᗘ䜎䛷䛾ᣦᑟᢸᙜ⪅䛜䚸┠䛾๓䛾Ꮚ౪䛾ᐇែ䜢䛹䛾䜘䛖䛻ᤊ䛘䚸
䛺䛬䛭䛾ᣦᑟ┠ᶆ䜢タᐃ䛩䜛䛣䛸䛻䛧䛯䛾䛛䚸タᐃ䛻⮳䜛⪃䛘䜢グ䛧䛶ᘬ⥅䛠䛣䛸䛻䜘
䜚䚸⥅⥆䛧䛯୍㈏ᛶ䛾䛒䜛ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾సᡂ䜔䛭䜜䛻ᇶ䛵䛟ᣦᑟ䛾ᒎ㛤䛜ᮇᚅ
䛷䛝䜛䛸⪃䛘䛯䛛䜙䛷䛒䜛䚹

z 䜘䛳䛶䚸⮬❧άື䛾ᣦᑟ䜢ᐇ᪋䛧䛶䛔䜛Ꮫᰯ䛿䚸๓㏙䛧䛯஦㡯䜢ྵ䜑䛯ᚲせ䛺᝟ሗ䜢
グධ䛷䛝䜛⮬❧άື䛾ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛾ᵝᘧ䛻ᨵၿ䞉඘ᐇ䜢ᅗ䜛ᚲせ䛜䛒䜛䚹

36
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㞀ᐖ䛾≧ែ➼䛻ᛂ䛨䛯ᨭ᥼䛾䛯䜑䛾ᘬ⥅䛞䛻ᚲせ䛺᝟ሗ

z ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾ᘬ⥅䛞䛻㛵䛧䛶䛿䚸䛂Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜つ๎䛾୍㒊䜢ᨵṇ䛩
䜛┬௧䛾᪋⾜䛻䛴䛔䛶䠄㏻▱䠅䛃䠄ᖹᡂ30ᖺ䠔᭶27᪥௜䛡30ᩥ⛉ึ➨756ྕᩥ㒊⛉Ꮫ
┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ㛗 ㏻▱䠅䛻䜘䜚䚸ヱᙜ䛩䜛Ꮚ౪ཪ䛿ಖㆤ⪅䛾ពྥ䜢㋃䜎䛘䛴䛴䚸
㛵ಀᶵ㛵➼䛸ヱᙜ䛩䜛Ꮚ౪䛾ᨭ᥼䛻㛵䛩䜛ᚲせ䛺᝟ሗ䛾ඹ᭷䜢ᅗ䜛䛣䛸䛜Ꮫᰯᩍ
⫱ἲ᪋⾜つ๎䛻᫂グ䛥䜜䛶䛔䜛䠄➨134᮲䛾2䚸➨139᮲䛾2䚸➨141᮲䛾2㛵ಀ䠅䚹

z 䛂ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾ཧ⪃ᵝᘧ䛻䛴䛔䛶䠄஦ົ㐃⤡䠅䛃䠄௧࿴3ᖺ6᭶30᪥ᩥ㒊⛉Ꮫ
┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ㄢ㛗䠅䛷䛿䚸ษ䜜┠䛺䛔ᨭ᥼䛻ྥ䛡䛯㛵ಀᶵ㛵㛫
䛾᝟ሗඹ᭷ಁ㐍䛾ほⅬ䛛䜙䚸ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾㡯┠䛾ᶆ‽໬䛾ཧ⪃䛸䛺䜛㈨
ᩱ䜢ᥦ♧䛧䚸ᩍ⫱ୖ䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾ᥦ౪䜔䚸ᘬ⥅䛞䛾඘
ᐇ䛻ྥ䛡䛯ྲྀ⤌䛾᥎㐍䜢౫㢗䛧䛯䛸䛣䜝䛷䛒䜛䚹

z 䛂㞀ᐖ䛾䛒䜛Ꮚ౪䛾ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ᡭᘬ䡚Ꮚ౪䛯䛱୍ே୍ே䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢㋃䜎䛘
䛯Ꮫ䜃䛾඘ᐇ䛻ྥ䛡䛶䡚䛃䠄௧࿴3ᖺ6᭶30᪥ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ≉ูᨭ᥼
ᩍ⫱ㄢ䠅䛷䛿䚸୍㈏䛧䛯ᩍ⫱ᨭ᥼䛸䛸䜒䛻䚸⥅⥆ⓗ䛺ᩍ⫱ᨭ᥼䛾ྲྀ⤌䜢᥎㐍䛩䜛ほⅬ
䛛䜙䚸ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛻ᇶ䛵䛟ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛾ᩚ⌮䜔䚸ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䛸ᩍ⫱ୖ
䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾ᐃᮇⓗ䛺ぢ┤䛧➼䛾㐍䜑᪉䛻䛴䛔䛶ヲㄝ
䛧䛶䛔䜛䛾䛷ཧ⪃䛻䛧䛶䛔䛯䛰䛝䛯䛔䚹
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䛂ᘬ⥅䛞䛃䛿❧యⓗどⅬ䛷ᤊ䛘䜛

z ≀஦䜢❧యⓗどⅬ䛷ᤊ䛘䜛౛䛘䛻䛂⹸䛾┠䚸㫽䛾┠䚸㨶䛾┠䛷ぢ䜛䛃䛸䛔䛖⾲⌧
䛜౑䜟䜜䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹

z ⹸䛾┠䛿䚸≀஦䜢䜘䜚㌟㏆䛻⣽䛛䛟ぢ䜛どⅬ䛷䛒䜛䚹
z 㨶䛾┠䛿䚸⃭䛧䛔ὶ䜜䛾୰䛷䜒Ὃ䛠䛯䜑䛾ඛ䜢ぢ㏻䛩どⅬ䛷䛒䜛䚹
z 㫽䛾┠䛿䚸኱✵䛛䜙═䜑䜛䜘䛖䛻≀஦䜢ಠ▔䛧䛶኱ᒁⓗ䛻ᤊ䛘䜛どⅬ䛷䛒䜛䚹

z ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛸ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾సᡂ䛸ホ౯䛻㛵䛧䛶䛿䚸ྛᏛᰯ䛷ᣦ
ᑟ䛻㛵䜟䜛ᩍဨ䜢୰ᚰ䛻䛂⹸䛾┠䛃䛷඘ᐇ䛧䛯ྲྀ䜚⤌䜏䛜⾜䜟䜜䛶䛔䜛䚹

z 䛭䜜䜙䛾᝟ሗ䜢ᰯෆ䛷⏕䛛䛩௙⤌䜏䛻䛴䛔䛶䛿䚸ྛศᤸ㒊䜔ྛ✀ጤဨ఍➼䜢
୰ᚰ䛻䛂㨶䛾┠䛃䛷ᩚ⌮䛩䜛◊✲䜒ቑ䛘䛶䛝䛯䚹

z ௒ᚋ䛿䚸⛣⾜ᮇ䛻Ꮫᰯ䜢㉸䛘䛯ᘬ⥅䛞䛻ᑐ䛧䚸䛂䜎䛪䛿䛃ཪ䛿䛂≉䛻䛃䛹䛾᥋⥆
㒊ศ䛾ᘬ⥅䛞䛾௙⤌䜏䛾ᨵၿ䞉඘ᐇ䛜ᚲせ䛛䜢䚸ㄡ䛸୍⥴䛻䛂㫽䛾┠䛃䛷☜ㄆ䞉
༠㆟䛧䛶䛔䛟䛛䛜኱ኚ㔜せ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䜛䛾䛷䚸䛣䛾Ⅼ䚸ᩍ⫱ጤဨ఍䜔ᰯ㛗఍
➼䛾䝸䞊䝎䞊䝅䝑䝥䛻ᮇᚅ䛧䛶䛔䜛䚹

38
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ཧ⪃

䛂ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾ཧ⪃ᵝᘧ䛻䛴䛔䛶䠄஦ົ㐃⤡䠅䛃
䠄௧࿴3ᖺ6᭶30᪥ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ㄢ㛗䠅

39

ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾ཧ⪃ᵝᘧ

䛆ᨭ᥼䝅䞊䝖䠄ᮏᖺᗘ䛾ලయⓗ䛺ᨭ᥼ෆᐜ➼䠅䛇䠄グධ౛䠅

� ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛿䚸㞀ᐖ䛾䛒䜛ඣ❺⏕ᚐ䛜⏕ά䛾୰䛷㐼㐝䛩䜛ไ⣙䜔ᅔ㞴䜢ᨵ
ၿ䞉ඞ᭹䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛾ពྥ䜔ᑗ᮶䛾ᕼᮃ䛺䛹䜢㋃䜎䛘䚸ᅾ⡠ᰯ䛾䜏
䛺䜙䛪䚸౛䛘䜀䚸ᐙᗞ䚸་⒪䜔⚟♴ᶵ㛵➼䛸䚸ᐇ㝿䛻䛹䛾䜘䛖䛺ᨭ᥼䛜ᚲせ䛷ྍ⬟䛷䛒
䜛䛛䚸ᨭ᥼䛾┠ᶆ䜢❧䛶䚸䛭䜜䛮䜜䛜ᥦ౪䛩䜛ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢ලయⓗ䛻グ㏙䛧䚸ᨭ᥼䛾
ෆᐜ䜢ᩚ⌮䛧䛯䜚䚸㛵㐃௜䛡䛯䜚䛩䜛䛺䛹㛵ಀᶵ㛵䛾ᙺ๭䜢᫂☜䛻䛩䜛䛯䜑䛾䝒䞊䝹
䛷䛩䚹

� ᨭ᥼䝅䞊䝖䛿ẖᖺసᡂ䛧䛶䚸⥅᫬ⓗ䛻ಖᏑ䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹

ᑠᏛᰯධᏛ᫬䛾౛

ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛾ཧ⪃ᵝᘧ
䛆ᨭ᥼䝅䞊䝖䠄ᮏᖺᗘ䛾ලయⓗ䛺ᨭ᥼ෆᐜ➼䠅䛇䠄グධ౛䠅
䠍䠊ᮏே䛻㛵䛩䜛᝟ሗ
䐟 Ặྡ 䐠 Ꮫᖺ䞉⤌
䐡 ᢸᙜ⪅

ᢸ௵
㏻⣭ᣦᑟᩍ
ᐊᢸᙜ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱
䝁䞊䝕䜲䝛䞊䝍䞊

䕿䕿䕿䕿 䖃䖃䖃䖃 䕕䕕䕕䕕

䈜ᮏィ⏬䛾సᡂ䠄Plan䠅䞉ᐇ᪋䠄Do䠅䞉ホ౯䠄Check䠅䞉ᨵၿ䠄Action䠅䛻䛛䛛䜟䜛඲䛶䛾⪅䜢グධ䛩䜛䛣䛸䚹
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� ⌧ᅾཪ䛿ᑗ᮶䛾⏕άཪ䛿Ꮫ⩦䛻㛵䛩䜛ᕼᮃ䛻䛴䛔䛶䚸ᮏே䜔ಖㆤ⪅䛾㢪䛔䜢⫈䛝
ྲྀ䜚䚸┦ㄯ䛧䛺䛜䜙グධ䛧䜎䛩䚹

� 䛺䛚䚸ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻㛵䛩䜛㢪䛔䛾୰䛻䛿䚸ྜ⌮ⓗ㓄៖䛻䛴䛺䛜䜛ពᛮ䛾⾲᫂䜒ྵ
䜎䜜䜛ሙྜ䜒䛒䜛䛾䛷䚸ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛸༑ศ☜ㄆ䛧䚸ྜពᙧᡂ䛧䛯䜒䛾䛻䛴䛔䛶
䛿䠎䠊䐠䠄ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ䠅䛻᫂グ䛧䜎䛩䚹

� ᮏே䜔ಖㆤ⪅䛾㢪䛔䛜䚸䛔䛴䛾᫬Ⅼ䛾䜒䛾䛛䚸ศ䛛䜛䜘䛖䛻ᕤኵ䛧䛶グධ䛧䜎䛩䚹

䐢㢪䛔

ᮏே䛾㢪䛔
� ᮏ䜢ୖᡭ䛻ㄞ䜑䜛䜘䛖䛻䛺䜚䛯䛔䚹䠄 R3.4.30䠅
� ⴠ䛱╔䛔䛯Ẽᣢ䛱䛷䚸Ꮫ⩦䛻ཧຍ䛧䛯䛔䚹䠄 R3.4.30䠅

ಖㆤ⪅䛾㢪䛔 � 㡢ㄞ䛻⮬ಙ䜢䜒䛳䛶ྲྀ䜚⤌䜣䛷䜋䛧䛔䚹䠄R3.4.30䠅

41

� ᚓព䛺䛣䛸䜔ዲ䛝䛺䛣䛸䜢ᢕᥱ䛩䜛䛾䛿ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢᳨ウ䛩䜛㝿䛾ᡭ᥃䛛䜚䛸䛩䜛䛯䜑
䛷䛩䚹

� 䛂ⱞᡭ䛺䛣䛸䛃䛾ḍ䛻䛿䚸ඛ䜋䛹䛾䛂䐢㢪䛔䛃䛻㛵㐃䛧䛶ฟ䛥䜜䛯ྜ⌮ⓗ㓄៖䛾᳨ウ䛻䛴
䛺䛜䜛䜘䛖䛺Ꮚ౪䛾≧ែീ䜢䚸≉䛻♧䛩䛣䛸䜒⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹

� グධ䛥䜜䛯᝟ሗ䛜䚸ᐙᗞ䛛䜙䛾᝟ሗ䛛䚸Ꮫᰯ䛾᝟ሗ䛛䚸ศ䛛䜛䜘䛖䛻ᕤኵ䛧䛶グධ䛧䜎
䛩䚹

䐣୺䛺ᐇែ

Ꮫᰯ䞉ᐙᗞ
䛷䛾䜘䛖䛩

ᚓព䛺䛣䛸
ዲ䛝䛺䛣䛸

� ⩦䛔஦䠄య᧯䠅䛻䛿ఇ䜎䛪㏻䛳䛶䛔䜛䚹䠄ᐙᗞ䠅

� ⤮ᮏ䛾ㄞ䜏⪺䛛䛫䛜ዲ䛝䚹䠄ᐙᗞ䠅

� ཭㐩䛸䛾㛵ಀ䛿Ⰻዲ䛷ఇ䜏᫬㛫䛻䛿୍⥴䛻㐟䜣䛷䛔䜛䚹䠄Ꮫᰯ䠅

ⱞᡭ䛺䛣䛸

� ᩥᏐ䛰䛡䛾ᮏ䛿ㄞ䜏䛯䛜䜙䛺䛔䚹䠄ᐙᗞ䠅

� 㡢ㄞ䛷䛿䚸ᩥ⠇䜢ព㆑䛧䛺䛔䛷ㄞ䜐䛣䛸䛜ከ䛔䚹䠄Ꮫᰯ䠅

� ᩥ❶䜢ㄞ䜣䛷⌮ゎ䛩䜛䛣䛸䛜ⱞᡭ䛷䛒䜛䚹䠄Ꮫᰯ䠅

� 㡢ㄞ䜔ᩥ❶㢟䛾ᐟ㢟䛻᫬㛫䛜䛛䛛䜛䚹䠄ᐙᗞ䠅

䈜 䛂ⱞᡭ䛺䛣䛸䛃䛾ḍ䛻䛿䚸Ꮫᰯ⏕ά䚸ᐙᗞ⏕ά䛷䚸≉䛻ᨭ㞀䜢䛝䛯䛧䛶䛔䜛≧ἣ䜢グධ䛩䜛䛣䛸䚹
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� ᨭ᥼䛾᪉ྥᛶ䛿䚸䐟ᨭ᥼䛾┠ᶆ䚸䐠ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ䚸䐡ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛻
ᑐ䛩䜛㛵ಀᶵ㛵➼䛸䛾㐃ᦠ䚸䛾୕䛴䛾ほⅬ䛷᳨ウ䛧䜎䛩䚹グ㍕䛻ᙜ䛯䛳䛶䛿䚸౛䛘䜀
䐟䊻䐠䊻䐡䛾㡰䛻᳨ウ䛩䜛ሙྜ䜒䛒䜜䜀䚸䐡䜢ᩚ⌮䛧䛺䛜䜙䚸䐟䚸䐠䜢᳨ウ䛩䜛䛣䛸䜒
⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹

� 䛺䛚䚸๓ᖺᗘ䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢⥅⥆䛧䛶ᥦ౪䛩䜛䛣䛸䜢ྜពᙧᡂ䛧䛶䛔䛯䜚䚸ᖺᗘึ䜑䛻
ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛛䜙ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻㛵䛩䜛ពᛮ䛾⾲᫂䛜䛒䛳䛶ྜពᙧᡂ䛩䜛ሙྜ䜒䚸
䛭䛾᫬Ⅼ䛷䛾ಶ䚻䛾ᩍ⫱ⓗ䝙䞊䝈䜢㋃䜎䛘䛯䜒䛾䛸䛺䜛䜘䛖䚸ᨭ᥼䛾᪉ྥᛶ䛻ᑐ䛩䜛
ඹ㏻⌮ゎ䜢ᅗ䜚䛺䛜䜙Ỵᐃ䛧䛶䛔䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛩䚹

� ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛿䚸ඣ❺⏕ᚐ䛻ᑐ䛩䜛ᨭ᥼䛾┠ᶆ䜢㛗ᮇⓗ䛺どⅬ䛛䜙タᐃ䛧䜎䛩䚹ᨭ᥼䛾
┠ᶆ䜢㛗ᮇⓗ䛺どⅬ䛛䜙タᐃ䛩䜛䛣䛸䛿䚸Ꮫᰯ䛜ᩍ⫱ㄢ⛬䛾⦅ᡂ䛾ᇶᮏⓗ䛺᪉㔪䜢᫂
䜙䛛䛻䛩䜛㝿䚸඲ᩍ⫋ဨ䛜ඹ㏻⌮ゎ䜢䛩䜉䛝኱ษ䛺᝟ሗ䛸䛺䜚䜎䛩䚹

䠎䠊ᨭ᥼䛾᪉ྥᛶ

䐟ᨭ᥼䛾┠ᶆ 䞉༢ㄒ䜔ᩥ⠇䜢ព㆑䛧䛺䛜䜙㡢ㄞ䛩䜛䜘䛖䛺᪉ἲ䜢㌟䛻௜䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

43

� 䛂ඹ⏕♫఍䛾ᙧᡂ䛻ྥ䛡䛯䜲䞁䜽䝹䞊䝅䝤ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ᵓ⠏䛾䛯䜑䛾≉ูᨭ᥼ᩍ⫱
䛾᥎㐍䠄ሗ࿌䠅䛃䛾ู⾲䠄3ほⅬ䠍䠍㡯┠䠅䜢ཧ⪃䛻グධ䛩䜛䛣䛸䜒⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹

� ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛾㐩ᡂ䛻ᚲせ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䚸≉䛻ᮏேཬ䜃ಖㆤ⪅䛸ྜពᙧᡂ
䛧䛯ྜ⌮ⓗ㓄៖䛜ศ䛛䜛䜘䛖䛻グධ䜢ᕤኵ䛧䜎䛩䚹

� ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛿䚸ᩍ⛉➼ᶓ᩿ⓗ䛺どⅬ䛛䜙ྛᩍ⛉➼䛾ᣦᑟෆᐜ䜔
ᣦᑟ᪉ἲ䛾ᕤኵ䜢᳨ウ䛩䜛㝿䛾᝟ሗ䛸䛧䛶䛂ಶู䛾ᣦᑟィ⏬䛃䛻⏕䛛䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜
㔜せ䛷䛩䚹౛䛘䜀䚸ᅜㄒ䛷䛿䚸Ꮫᖺ䛾┠ᶆ䜔䛂ㄞ䜐䛣䛸䛃䛾ෆᐜ䛸䛾㛵㐃䛻䛚䛔䛶䚸ᙜ
ヱඣ❺⏕ᚐ䛾㞀ᐖ䛾≉ᛶ➼䜢㋃䜎䛘䚸䛂㡢ㄞ䛷⿵ຓ⥺䜔ᩥ⠇䛤䛸䛾༊ษ䜚䜢䜒䛸䛻ᩥ
❶䜢ㄞ䜏䛺䛜䜙䚸ෆᐜ䛾኱య䜢ᤊ䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹䛃䛺䛹䚸ᣦᑟ┠ᶆ䚸ᣦᑟෆᐜཬ䜃
ᣦᑟ᪉ἲ䜢䚸䛝䜑⣽䛛䛻᳨ウ䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹

䐠 ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ

䐟-䠍-䠎 Ꮫ⩦ෆᐜ䛾ኚ᭦䞉ㄪᩚ

� ㄞ䜐㔞䜢ῶ䜙䛧䚸ᮏே䛾㈇ᢸ䛻䛺䜙䛺䛔⛬ᗘ䛾㔞䛻ㄪᩚ䛩䜛䚹

䐟-䠎-䠍 ᝟ሗ䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ཬ䜃ᩍᮦ䛾㓄៖

� ༢ㄒ䜔ᩥ⠇䛾䜎䛸䜎䜚䛜ศ䛛䜚䜔䛩䛔䜘䛖䛻⿵ຓ⥺䜔༊ษ䜚⥺䜢ᘬ䛛䛫䜛䚹

䐠-䠍 ᑓ㛛ᛶ䛾䛒䜛ᣦᑟయไ䛾ᩚഛ

� ㏻⣭ᣦᑟᩍᐊ䛸㐃ᦠ䛧䚸どぬㄆ▱⬟ຊ䜢㧗䜑䜛ᣦᑟ䛾඘ᐇ䜢ᅗ䜛䚹
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� ᩍ⫱䚸ᐙᗞ䚸་⒪䜔⚟♴䛺䛹䛾㛵ಀᶵ㛵➼䛜୍㈏䛧䛯ᨭ᥼䜢⾜䛖䛯䜑䚸ᨭ᥼䛾┠
ᶆ䛻ᑐ䛧䚸䛭䜜䛮䜜䛜ᥦ౪䛩䜛ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢ලయⓗ䛻グ㏙䛧䚸ᨭ᥼䛾ෆᐜ䜢ᩚ⌮
䛧䛯䜚䚸㛵㐃௜䛡䛯䜚䛩䜛䛺䛹㛵ಀᶵ㛵➼䛾ᙺ๭䜢᫂☜䛻䛧䜎䛩䚹

䐡 ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛻
ᑐ䛩䜛㛵ಀᶵ㛵➼
䛸䛾㐃ᦠ

㛵ಀᶵ㛵ྡ ᨭ᥼䛾ෆᐜ

䕕䕕⑓㝔సᴗ⒪ἲ
䠄ᢸᙜ䠆䠆䠫䠰䠖᭶䠎ᅇ䠅

䝡䝆䝵䞁䝉䝷䝢䞊
䠄║䛰䛡䛷㏣ど䛩䜛カ⦎䠅

ᨺㄢᚋ➼䡿䢚䡮䡷䡬䢇䢚䡹
䠄ᢸᙜ䠆䠆ᣦᑟဨ䠖᭶䡚㔠ᨺㄢᚋ䠅

ㄞ᭩
䠄ྜ⌮ⓗ㓄៖䐟-2-1䠅

45

� 䐟ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛾ホ౯䚸䐠ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛾ホ౯䛿䚸䠐䠊䛾ᘬ⥅䛞஦㡯
䛾᰿ᣐ䛸䛺䜛䜒䛾䛷䛩䚹

� ྜ⌮ⓗ㓄៖䛾Ỵᐃᚋ䜒䚸୍ே୍ே䛾Ⓨ㐩䛾⛬ᗘ䚸㐺ᛂ䛾≧ἣ➼䜢຺᱌䛧䛺䛜䜙䚸ྜ
⌮ⓗ㓄៖䜢ᰂ㌾䛻ぢ┤䛧䛜䛷䛝䜛䛣䛸䜢ඹ㏻⌮ゎ䛸䛩䜛䛣䛸䛜㔜せ䛷䛩䚹䛺䛚䚸ᰂ㌾䛻
ぢ┤䛩どⅬ䛿䚸ᩍ⫱ⓗ䛺ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䜒ྠᵝ䛷䛩䚹

� ᐃᮇⓗ䛻䛂ಶู䛾ᩍ⫱ᨭ᥼ィ⏬䛃䛻ᇶ䛵䛟ᩍ⫱┦ㄯ䜔㛵ಀ⪅䛻䜘䜛ᨭ᥼఍㆟➼䜢⾜䛖
୰䛷䚸ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐ᨭ᥼䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶ぢ┤䛩㝿䛿䚸༑ศ䛺ᩍ⫱
䛜ཷ䛡䜙䜜䜛䛯䜑䛻ᥦ౪䛷䛝䛶䛔䜛䛛䛸䛔䛖ほⅬ䛛䜙ホ౯䛩䜛䛣䛸䛜኱ษ䛸䛺䜚䜎䛩䚹

䠏䠊ホ౯

䐟 ᨭ᥼䛾
┠ᶆ䛾ホ౯

� 㡢ㄞ䛾๓䛻䚸⮬ศ䛛䜙⿵ຓ⥺䜔༊ษ䜚⥺䜢ᘬ䛝䚸䛭䜜䜙䜢ᡭ䛜䛛䜚䛻㡢
ㄞ䛻⮬ಙ䜢䛴䛡䛶䛔䜛䚹

� Ꮫᰯ䛾ྲྀ⤌䜢ಖㆤ⪅䛻ఏ䛘䚸ᐙᗞ䛷䜒ྠᵝ䛾᪉ἲ䛷㡢ㄞ䛩䜛䛣䛸䜢ㄆ䜑
䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛷䚸ಖㆤ⪅䛾⛠㈶䜒䛒䜚䚸⮬ಙ䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛔䜛䚹䠄 R4.3.1䠅

䐠 ྜ⌮ⓗ
㓄៖䜢ྵ䜐
ᨭ᥼䛾ෆᐜ
䛾ホ౯

� 䛆䐟䠉䠍䠉䠎䛇䛿䚸ᘬ䛝⥆䛝䚸ྠᵝ䛾ྜ⌮ⓗ㓄៖䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹

� 䛆䐟䠉䠎䠉䠍䛇䛿䚸ᮏே䛻ᐃ╔䛧䚸㡢ㄞㄢ㢟䛿ぢ䜙䜜䛪䚸ྜ⌮ⓗ㓄៖䛸䛧䛶
䛿ᚲせ䛺䛟䛺䛳䛯䚹

� 䛆䐠䠉䠍䛇䛿䚸ᘬ䛝⥆䛝䚸Ꮫᖺ䛜ୖ䛜䜚䚸」㞧䛺⏬ᩘ䛻䜘䜛᪂ฟ₎Ꮠ䜈䛾
ᑐᛂ䛛䜙䚸㏻⣭ᣦᑟᩍᐊ䛸㐃ᦠ䛧䛯ᣦᑟ䛿ᚲせ䛷䛒䜛䚹䠄 R4.3.1䠅

ͤᖺᗘ㏵୰䛻ホ౯䛩䜛ሙྜ䜒᭷䜚ᚓ䜛䛾䛷䚸䛭䛾㒔ᗘ䚸ホ౯䛾ᖺ᭶᪥䛸⤖ᯝ䜢グධ䛩䜛䛣䛸䚹
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� ḟᖺᗘ䛻ᘬ⥅䛞஦㡯䜢♧䛩䛣䛸䛷䚸ᢸ௵䜔Ꮫᰯ➼䛜ኚ䜟䛳䛶䜒ᚲせ䛺ᨭ᥼䛻䛴䛔䛶䚸
ษ䜜┠䛺䛟☜ᐇ䛻ᘬ䛝⥅䛜䜜䜛䛣䛸䛻䛺䜚䜎䛩䚹

� 䐣䛻䛴䛔䛶䛿䚸㛵ಀᶵ㛵䛾ホ౯䜢⪺䛝ྲྀ䛳䛯䛖䛘䛷䚸グධ䛧䜎䛩䚹

䠐䠊ᘬ⥅䛞஦㡯䠄㐍⣭䚸㐍Ꮫ䚸㌿ᰯ䠅

䐟 ᮏே䛾㢪䛔 � ⴠ䛱╔䛔䛯Ẽᣢ䛱䛷䚸Ꮫ⩦άື䛻ཧຍ䛧䛯䛔䚹

䐠 ಖㆤ⪅䛾㢪䛔
� ≀஦䛻᭱ᚋ䜎䛷ྲྀ䜚⤌䜣䛷䜋䛧䛔䚹
� ㏻⣭ᣦᑟᩍᐊ䛿⥅⥆䛧䛶฼⏝䛧䛯䛔䚹

䐡 ᨭ᥼䛾┠ᶆ

� ₎Ꮠ䛻㛵䛧䛶䛿䚸2ᖺ⏕䛻䛚䛔䛶䜒ྠᵝ䛾ᨭ᥼┠ᶆ䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹
� ᮏே䞉ಖㆤ⪅䛾㢪䛔䛻䜒䛒䜛䛜䚸㛗䛔᫬㛫㞟୰䛩䜛䛣䛸䛜ⱞᡭ䛷
䛒䜛䛯䜑䚸2ᖺ⏕䛻䛚䛡䜛ᨭ᥼䛾┠ᶆ䛸䛧䛯䛔䚹

䐢 ྜ⌮ⓗ㓄៖䜢ྵ䜐
ᨭ᥼䛾ෆᐜ

� 䐟䠉䠍䠉䠎䚸䐠䠉䠍䛿䚸ᘬ䛝⥆䛝䚸ᚲせ䛷䛒䜛䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹
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47

� ഛ⪃䛻䛿䚸ୖグ䛾㡯┠௨እ䛷ᚲせ䛺஦㡯䠄ᨭ᥼䛩䜛⪅䛜≉䛻㓄៖䛩䜉䛝Ⅼ䛺䛹䠅䛜
䛒䜜䜀䚸䛣䛣䛻グධ䛧䜎䛩䚹䝥䝻䝣䜱䞊䝹䝅䞊䝖ྠᵝ䚸ᴟຊඹ㏻䛧䛶グ㍕䛩䜛ᵝᘧ䛿⡆
⣲䛻䛧䚸᭩䛝䛝䜜䛺䛔ෆᐜ䛷䚸௜グ䛩䜉䛝䛸⪃䛘䜛ෆᐜ䛿䚸ഛ⪃䜢ά⏝䛧䜎䛩䚹

� ☜ㄆḍ䛿䚸ಖㆤ⪅䛾ྠព䛺䛹䛻䛴䛔䛶䚸☜ㄆ䛧䛯᪨䜢᫂グ䛩䜛䛺䛹䛾㡯┠䜢タ䛡䜛䛣
䛸䛜⪃䛘䜙䜜䜎䛩䛜䚸ᆅᇦ䛾ᐇ᝟䜔䚸㟁Ꮚ໬➼䜈䛾ᑐᛂ䛺䛹䜢㋃䜎䛘䚸ᰂ㌾䛻᳨ウ䛔
䛯䛰䛟䛣䛸䛜㔜せ䛷䛩䚹

䠑䠊ഛ⪃

䞉ಖㆤ⪅䛿䚸᪂䛧䛔⏕ά䛸Ꮫ⩦䜈䛾㐺ᛂ≧ἣ䛻䛴䛔䛶ᙉ䛔୙Ᏻ䜢ᢪ䛝䜔䛩䛔䛾䛷䚸Ꮫᰯ
䛷䛾ᵝᏊ䛿䚸ᐃᮇⓗ䛻㐃⤡䛧䚸ఏ䛘䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹

͞͹εʖφ͹৚ๅΝࢩԋؖंܐͳ༙ͤڠΖ͞ͳͶಋқ͢Ήͤɽ

͞͹εʖφ͹৚ๅΝ਒ָ઎౵ͶӀ͛͘͞ܩͳͶಋқ͢Ήͤɽ
ɻɻɻ೧ɻɻ݆ɻɻೖ
ฯ໌ࢱंޤɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ

ɻɻɻ೧ɻɻ݆ɻɻೖ
ฯ໌ࢱंޤɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ

䠒䠊☜ㄆḍ

48

41





分科会

沖縄県
特別支援教育
研究会
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1 挨拶および紹介 10分

2 提案① 20分

質疑応答 15分

3 提案② 20分

質疑応答 15分

4 指導助言 20分

5 まとめ 5分

閉場

分科会

〈所要時間〉

進行：司会係

〈計105分〉

開始15分前　開場・接続確認・事前アナウンス（運営係）

MEETING
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分科会 担当者一覧 （敬称略）
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記録 運営 Zoom 指導助言

午
前

１.日常生活の指導
 ・寄宿舎指導・自
立活動

学習・生活上の困難
さに応じた個別指導
の工夫

八重山特支
名嘉山 卓

金武中学校
仲間 盛和

はなさき支援
長浜洋平

分科会 テーマ 提案① 提案② 司会 

大浜中学校
西新田雄平 開南小学校

花城誠
大平特支
伊佐 行弘

八重山特別支援学校
校長　浦崎 達夫与勝中学校

井口司
久松中学校

川満亘

2.生活単元学習
児童生徒の自然な生
活としてのまとまりの
ある学習の展開

名護特支
川平 朝哉

島尻特支
諸見里 ルツ

大平特支
名嘉 信祐

3.作業学習・キャリ
ア教育

卒業後の自立と社会
参加に向けた学習の
在り方

宮古特支
上運天 英也

西崎特支
仲里 周太

中農高支
新田 登美子

大平特支
廣渡 善治

大平特支
伊佐真一

名護特別支援学校
校長　徳永 盛之美咲特支

宇座麻紀
赤道小学校
地下ゆかり

宮城小学校
照屋香代子

やえせ高支
宮城 学 島尻特支

井口盛猛
大平特支
仲里　翔

沖縄高等特別支援学校
校長　渡久地 直哉大平特支

新妻 香織
与那原中学校

山口珠里

4.教科別指導

主体的・対話的で深
い学びの視点を踏ま
えた教科別指導の工
夫

美咲特支
與那城 哲

真壁小学校
西原 和希

沖縄高等特支
教頭　稲田 洋一

午
後

5.自閉症・発達障
害への支援

一人一人の障害特性
に応じた指導・支援
の在り方

高等特支
大城 広美

大平特支
山口 飛

6.交流及び共同学
習

心のバリアフリーのた
めの交流及び共同学
習

はなさき支援
比嘉 佐和子

美咲特支
（元 仲西中）
儀間 幸枝

7.早期教育

「幼児期の終わりま
でに育って欲しい姿」
を踏まえた教育の在
り方

美咲特支
玉城 紘子

社会福祉法人
大伸福祉会

のびる保育園
園長　外間 尚美

保育士　上原望未

宮森小学校
赤嶺淳

大平特支
澤岻 圭祐

沖縄県教育庁 県立学校教育課
特別支援教育室

指導主事　前川 孝治松田小学校
宮里 明美

宮良小学校
喜納健

宮城小学校
許田麻莉

西崎特支
仲松 智

沖縄高等特支
古川 誠 大平特支

澤岻 圭祐
大平特支
伊佐 行弘

琉球大学大学院 教育学研究科
高度教職実践専攻
准教授　城間 園子宮古特支

金城 裕紀
石田中学校
田港 朝仁

島尻特支
金城麻衣子

はなさき支援
仲村新吾

大平特支
仲里　翔

はなさき支援学校
校長　大城 麻紀子知念中学校

渡口善明
北谷中学校
山内淳子

島尻特支
具志えり奈

久松小学校
新城裕子

真嘉比小学校　安里とよみ

銘苅小学校　神里真弓
西崎特支
前原 愛
金城 哲

金城 優子

大平特支
伊佐真一

西崎特別支援学校
校長　與儀 達子名護特支

仲村弘美

南風原小学校　與那嶺園江

具志頭小学校

謝花美幸・大城公子



第１分科会 日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動 

 
  

Ⅰ 目的 

1．はじめに 

寄宿舎における教育実践は、異年齢の集団生活の中

で学校卒業後に自立した生活を営めるように、寄宿舎

生（以下、舎生）の障害程度や発達段階を考慮し、個々

のニーズに合わせて行われている。集団生活を送るに

あたっては、多くのルールが設けられ、言わば、実社会

を縮小した環境の中で舎生は様々な経験を通して多く

のことを学んでいる。 

今年度も課題として、集団生活において主体的・能動

的に行動することや、他者への配慮の乏しさ、適切な判

断や見通しの難しい児童生徒の指導・支援について挙

がっており、模範となる舎生の言動を真似することか

ら始めてみようと促しても、行動変容が見られないの

が現状である。行動変容が見られない理由として、「恥

ずかしさ」や「他の人がやっていないから」という消極

的な集団心理も働いているが、個々の「自己肯定感や自

己有用感の低さ」「成功体験の経験値の低さ」「褒められ

た経験の少なさ」等に起因しているものと推察される。

そこで、一昨年から寄宿舎内で短期間・繰り返し取り組

んでいる「一人一役」、「二週間目標」を通して、集団生

活や個々の実態における課題を設定し、クリアしてい

く経験を重ね、それを職員が見守って褒め、自己肯定感

や自己有用感を高めることによって、より円滑な集団

生活を営めることができると考え、本テーマを設定し

た。 

 

2．研究の目的（仮説） 

・今回の取り組みにおいて、「できた」「できる」などの

体験や、褒められる経験を積むことにより、自己肯定感

や自己有用感を高められ、より円滑な集団生活を営む

ことができるであろう。 

 

Ⅱ 実践 

1. 対象となる児童生徒 

寄宿舎に在舎する中学部1年生から高等部3年生。 

 

2. 一人一役の概要と内容の精選 

一人一役は「舎生に役割を与え、集団生活で協力する

意識と目的意識を持たせる」ことを目標とし、「日常的

に、容易に、継続的に取り組める内容」とした。内容に

ついては、寄宿舎は集団生活を営む場であることを踏

まえ、「生活の質（QOL）の向上が見込まれる内容」を精

選し、職員が設定した。【写真１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１】一人一役で取り組む内容 

3. 二週間目標の概要 

次に、二週間目標では、原則、第一週目を「目標設定

週間」、二週目から三週目を「取り組み週間」、四週目を

「振り返り週間・新しい目標設定週間」と設定した。ま

た、目標設定のルールは、「日常生活の中で自分の課題

や更に頑張りたいこと」と「一人一役の活動を目標にし

てもよい」ということだけ伝え、舎生が自ら考えるよう

に促した。【写真2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真2】二週間目標の内容（男子） 

 

Ⅲ 指導の実際と結果 

 当初、一人一役においては、しっかり取り組めたかど

うかを職員主体で確認してしまっており、舎生の興味

関心は低かった。そこを改善しようと考えた結果、写真

1の表右側のように、マグネット裏に「済」を印字した

名前カードを作成し、担当箇所終了後に名前カードを

ひっくり返して済にすることで、誰が見ても実施状況

を容易に確認できるように工夫した。その結果、舎生が

お互いで声を掛け合いながら主体的に取り組む形が

寄宿舎における「自己肯定感・自己有用感」を高める指導・支援の取り組み 

【大事は小事より起こる】「一人一役」や「二週間目標」の取り組みを通して 

八重山特別支援学校 寄宿舎指導員 名嘉山 卓 

Keyword：褒める, 自己肯定感, できる（た）という自信 
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第１分科会 日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動 

 
  

徐々にでき、必然的に褒められる回数も増えていった。

また、それぞれの箇所のやり方について、舎生からの質

問が多くなり、取り組み自体も円滑に進めることがで

きていった。 

 また、二週間目標においては、自分自身で立てた目

標にも関わらず、当初は一週間も達成できない状況が

続いた。この状況を踏まえて、毎日行うミーティングに

て、「繰り返し取り組むことはとても大切であり、それ

の継続によって卒業後の生活習慣や豊かな人生に結び

ついていくこと」や、在学中に課題であったことが現在

も改善されておらず、非常に困っている卒業生がいる

ことを例に挙げ、繰り返し意識の向上を図った。上記に

加えて、必要に応じてその都度、言葉かけを行い、確認

を行っていくことを続けた結果、取り組む姿勢も前向

きになり、徐々にではあるが全体の達成率も上がって

きた。達成率が上がるにつれて、舎生から「個別の生活

指導計画の中に記載されている自身の課題を次の目標

に設定したい」と更に上の目標を申し出て、取り組む舎

生もでてきた。このことから、自分自身に自信を持ち始

めていることは容易に想像できた。 

 

Ⅳ 目的（仮説）の検証 

『「できた」「できる」などの体験や、褒められる経験

を積むことにより、自己肯定感や自己有用感を高めら

れ、より円滑な集団生活を営むことができるであろう』

という仮説を基に今回の取り組みを実施した。 

達成率が上がるに伴い、係活動や学習会においても、

「①自分の意見も主張しつつ、他者の意見も取り入れ

て話し合い、②すぐ職員に助言を求めず、自分達で話を

まとめる努力する」という建設的な話し合が徐々に形

成され、一部の意見で決めるのではなく、全員が意見を

出せるように質問するなど、周囲に対しての配慮もで

きるようになっていった。また、集団生活においても、

他者を積極的にサポートしたり、様々な依頼を素直に

聞き入れてくれたり、逆に「何か手伝うことあります

か？」と質問するなど、意欲的に行動する様子が年度当

初より多く見られるようになっていった変容を見る限

り、個々の「自分に自信を持つ気持ち」といった自己肯

定感や「自分が他者の役に立つことができる（立ってい

る）」といった自己有用感は、一定程度高めることは出

来たのではないかと考える。 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 

1 成果 

 今回の取り組みを通して、失敗や挫折を繰り返しな 

がら得た成功体験や、努力することで褒められるとい 

う評価や達成感が、舎生の自己肯定感や自己有用感を 

着実に高め、諸活動のみならず、日常生活の様々な場 

面で意欲的に取り組もうとする姿勢が徐々に見られる 

ようになった。また、自分が取り組むべき課題も認識 

できるようになり、今後の実生活や実社会においての 

QOLの向上に繋がっていくものだと考える。 

 2 課題 

今回の取り組みの結果から、「他者から与えられるこ

と」は取り組むことができるが、「自分で考えて取り組

むこと」に関しては苦手であることが推察されること

から、どのような支援方法が適切かを熟考し、実践に繋

げていかなければならない。また、年間通して達成率が

高かった舎生は、家庭や寄宿舎での生活リズムが安定

していることが読み取れた一方で、様々な要因（生活リ

ズムの不安定さや、家庭との円滑な連携が図れなかっ

た等）があり、達成率が低かった舎生がいたことは、今

後の課題である。原則、年度ごとに変わる舎生の実態に

応じた内容の深化や、組織的、体系的、継続的な取り組

みとして醸成していくために、家庭と密に連携を行い

ながらの創意工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

 

【写真3】月別の達成率の推移 

 

Ⅶ おわりに 

舎生の活動や自身で考えた目標に対して悩んでいる

時こそ、焦らず見守り、自身で考える機会を多く設け、

それぞれが焦心苦慮して導き出した答えを尊重し、サ

ポートしていく姿勢の大切さを改めて実感した。 

日々、舎生は様々な学習会や行事等を通して多くの

スキルを学んでいるが、それを活かすには、まず主体的、

能動的に動くことができるようにならないといけない。

そのために「自己肯定感」「自己有用感」を育むことは

大切だが、それと同様に「自分には課題を解決する力が

ある」という「自信」を育むことも大切である。根拠の

ない自信ではなく、「小さな成功の積み重ね」による確

かな自信をつけさせてあげることが重要であり、それ

は私たちの責務ではないかと考える。まずは舎生が自

信を持てるように「整心誠意（真心こめて心を整える）」

努め、その上で様々な実践を重ねて生きる力を育み、そ

れが笑顔溢れる幸せな「みらい」に繋がるように、これ

からも研究、研鑽に努めていきたい。 
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Ⅰ はじめに 

「日常生活の指導」とは知的障害のある生徒，も

しくは複数の種類の障害を併せ有する生徒に対し

て，領域・教科を合わせて指導することができる

項目である。発達が未分化な生徒には領域や教科

の内容を各領域や教科ごとに分けて指導するより

も具体的，実際的な場面において，領域や教科の

内容を合わせて指導する方が効果的であるといわ

れている。学校生活における「日常生活」を行う

際に必要な内容を取り上げ，基本的な生活習慣や

集団生活をする上で必要な内容等がある。 

「給食」，「清掃」，「帰りの会」など具体的な

場面で活用できる指導を段階的・発展的に進めい

く必要があると捉えテーマを設定した。 

Ⅱ 日常生活の指導 

 日常生活の指導は，生活科を中心として，特別活  

動〔学級活動〕など広範囲に各教科等の内容が扱  

われる。例えば，衣服の着脱，洗面，手洗い，排  

泄，食事，清潔など基本的生活習慣の内容や，あ  

いさつ，言葉遣い，礼儀作法，時間を守ること，  

きまりを守ることなどの日常生活や社会生活にお  

いて，習慣的に繰り返される必要で基本的な内容  

である。 

Ⅲ 「日常生活の指導」の留意事項 

  １ 一人一人の生徒に応じること 

  ２ 障害の状態に応じた指導を行うこと 

  ３ 発達段階に応じた指導をすること 

  ４ 学級全体の指導と個別の指導の関係を考慮す

ること 

  ５  学校及び教室環境を整えること 

  ６ 家庭・デイサービス施設との連携を図ること 

  Ⅱの１～６を踏まえ日常生活の実践を行っていく 

Ⅳ 実践内容 

 １ テーブル拭きの指導 

   登校後の清掃，給食前，給食後など学級の保清

のために，テーブル拭きは日常生活において大 

切な作業である。その指導にあたりテーブル拭 

 

 

きを準備から片付けまでできるように実践中心に

指導をしていく。 

 （１）道具の準備 

    ①バケツ②濡れぞうきん③乾いたぞうきん 

 （２）テーブル拭きのマナー 

 （３）テーブル拭きの流れ 

    ①たたむ②濡らす③絞る④拭く⑤洗う 

    ⑥絞る⑦乾拭き⑧たたむ⑨片付ける 

 （１）～（３）の指導を行いテーブル拭きが日常生

活のなかでできるように実践指導していく。 

Ⅴ 実際の授業と指導  

 １ 事前指導 

 （１）あいさつ・礼儀 

     あいさつから礼（おじぎ）の仕方まで指導する。 

 （２）ぞうきんをたたむ 

     ２色のぞうきんを用意する。色つきぞうきん

はテーブル拭きとして，白は乾拭き用に区別

させる。 

    表・裏があることを意識させる。プラグがある

面を裏として八つ折りにたたむ。 

 （３）ぞうきんを絞る 

     ぞうきんを湿らせ八つ折りから十六折にし縦

に竹刀絞りを指導する。 

 （４）机を拭く 

   拭く順番を覚えさせる。左上から右→下→左

→ 上へ，その後左右に右下まで拭き，再度，

左上へそこから上下へ右下まで拭いていく。 

 （５）乾拭き 

   （４）と同様の順番で乾拭きする。 

 （６）片付ける 

     使用した道具を，スタートした時点にあった

場所へと戻す。 

 （７）反省・審査 

     実演した生徒に実演後の反省を発表させる。 

   ２ テーブル拭きの発表会 

 （１）教師による実技確認 

子どもたち全員（３名）に対して，教師による

横断的な関わりを取り入れた「日常生活」の指導 

～テーブル拭きのマナー指導を通して～ 

                    金武町立金武中学校 教諭 仲間 盛和  

Keyword：日常生活の指導, 清掃, テーブル拭き 
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第１分科会 日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動 

 

 

テーブル拭きの実演と確認を行う。 

 （２）生徒間の評価のコメント 

    ①A さんは，とても元気よくあいさつをしてい

たと思います。 

    ②B さんは，絞るのがちょっと弱かったかもし    

れません。 

 （３）教師からの指導と助言 

    ①個人の能力に応じて作業のスピードをあげ，

効率よく行うように心がける。 

    ②校内においてのみの「日常生活」の学習では

なくどこでもできるような「生活習慣」と

してできるように頑張ってほしい。 

    ③ダウン症の子に対して，「左右前後」の動作

が理解しにくいので毎日，復習して行う。 

 Ⅵ 指導を通して 

   １ テーブル拭きを通して 

    最初は知的障害という自己否定が見られ，はき  

はきとあいさつができない，人前で実演がで

きない等，練習して学んだことを充分に発揮

できなかった。しかしある生徒の一言が「で

きない」から「やらないといけない」雰囲気

へと変えた。それは「今まで自分たちはいろ

んな場面であきらめていた。大人になってや

らないといけないのなら今のうちにできるよ

うになろう」。それからは，失敗してもあき

らめず，お互いで良い点，悪い点とアドバイ

スをしながら評価をすることができるように  

になった。指導を通して生徒は自信を持ち，

勉強や活動のなかで徐々に自信をつけてきた

新しい活動の手順を説明するにあたり質問や

効率を考えて動くようになった。だが，心の

バランスの波があり，それをコントロールす

る調整力はまだ備わっていない。 

Ⅶ 日常の生活へ 

   テーブル拭きを行うために学んできた技法や作

法を日常の学級生活で実施し，習慣として定着

することを目標にした。登校して机を拭くこと。

また，黒板を拭いてきれいにしておくこともき

ちんとできるようになった。給食前のテーブル

拭きもコロナ禍の中きちんとできるようにな

った。特によかったのは，給食後の配膳台を今

までは，きちんと拭けていないことが多々あっ

たが子どもたちはお互いの拭き具合を注視な

がら拭けるようになった。これは，きちんと拭

き上げることもあるが，給食台という公共の物，

さらにみんなで使う物はきれいにしなければ

いけないという意識が芽生えたと捉えている。

そして，使用したぞうきんはきちんと絞って 

干す作業もできるようになった。日常生活でテ

ーブル拭きを訓練することでいろいろなこと

にぞうきんを使用してきれいに仕上げること 

を学ぶことができた。（写真１，２） 

 

写真１ 朝のテーブル拭き 

 

    写真２ 朝の白板拭き 

Ⅷ「日常生活」の指導の成果と課題 

１ 成果 

 （１）説明を聞き，自ら考え活動することができる

ようになった。 

 （２）助け合い，協力して活動するようになった。 

 （３）わからないところを質問できるようになった。 

 （４）集中力が高まってきた。 

 （５）相手の活動に助言ができるようになってきた。 

  ２ 課題 

 （１）気持ちのバランスのコントロールができない。 

 （２）些細なことで自信をなくしたり，「できない」   
「いやだから」と心を閉じてしまうことがある。 

     →元の状態に戻すのに時間がかかる。 

 （３）誰にでもあいさつができるようになってほし

い。 普段の授業や活動の中では，あいさつがで

きるようになってきたが，保護者や地域の方々

に自ら進んであいさつができていない。 
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第１分科会 日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動 

テーマ「学習・生活上の困難さに応じた個別指導の工

夫」 

司会：長浜 洋平（はなさき特支）・井口 司（与勝中） 

運営：花城 誠（開南小） 

 

1. 提案の要旨 

(1) 名嘉山 卓（八重山特支） 

 集団生活において主体的・能動的に行動することや、

他者への配慮の乏しさ等が課題として挙がっており、

それらを改善するために、個々の自己肯定感や自己有

用感の向上を目指す必要があると考えた。また、成功

体験の経験値の低さや、褒められた経験の少なさがあ

ると考え、｢一人一役・二週間目標｣の取り組みを通す

ことにより、｢できた｣｢できる｣などの体験や、褒めら

れる経験を積むことで自己肯定感や自己有用感を高め

られ、徐々に主体的・能動的に行動するようになり、

また他者への配慮が身につき、より円滑な集団生活を

営むことができるという仮説を立て、目的とした。 

 

(2) 仲間 盛和（金武中） 

・ 日常生活の指導を重視して、それを学習の場につな

げる指導 

・ テーブル拭きのマナー指導を通して（宜野座中での

実践） 

・ 毎日の生活の中でくり返し行うこともあり、日常生

活の中で取り組めるよう指導した。テーブル拭きの

実践を「洗車」へと応用し、地域の方々の車を洗車す

るようになり、洗車場所があいさつや時間の管理、言

葉遣いを学ぶ場所へとつながった。職場体験やその

他の活動へと結びつき、体験活動を教科に結びつけ

ることで普段の学習も真剣な態度で臨むようになっ

た。 

・ 日常生活の指導から作業学習への発展（金武中での

実践） 

・ 地域（田芋農家）と協力して、生徒の日常生活での課

題解決していく取り組みを行い、体験を通して朝の

遅刻が減り、挨拶ができるようになった。また、働く

ために必要な基本的な学習や集中力や忍耐力を備え

ることの重要性を学ぶことができた。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Ｑ：異年齢集団ということで、年齢幅はどれくらいか。

また、どういう部屋編成やグループ分けをどうおこ

なっているか。 

Ａ：小学校５年生から高校３年生が在籍。部屋割りに

関しては子ども達の実態、バランス、関係性を含め

配慮している。また、子ども達が過ごしやすく且つ

成長できるような工夫もおこなっている。また、社

会的自立に向けて過ごしやすい環境を作り、ペア編

成等もおこなっている。今年度に限ってはリーダー

格の児童・生徒を一緒の部屋にし、一般就労につな

がる取り組みをした。また、リーダー格以外の他の

部屋については、リーダー格がいないため、２番手、

３番手の児童・生徒が引っ張っていく意識が芽生え、

意識して行動していく児童・生徒が増えた。 

Ｑ：各自２週間目標や１つの目標を立てて、それだけ

を頑張るのか。それとも全体的に週別、月別に目標

テーマがあるのか。 

Ａ：２週間目標は、１ヶ月のみである。個人が頑張れ

そうな事や、できそうな目標（スモールステップ）

を各自で考え取り組み、継続して繰り返し振り返り

をおこなうという事で目標達成に近づく。 

 

(2)の提案について 

Ｑ：テーブル拭きや洗車の取り組みは仲間先生が赴任

される前から取り組まれていたのか。他の中学校で

も取り組まれているのか。 

Ａ：宜野座中で、清掃時間にモップではなく雑巾がけ

を行っているため、テーブル拭きに着目して取り組

み初めた。宜野座中での取り組みが初めてのため、

わからない。 

Ｑ：職場体験での活動内容の補足説明 

Ａ：情報交換会の中で、生徒の質問として、社会人と

して必要なことは何か。どんな資格を取った方が良

いのか。仕事のやりがいについて。等の質問があり、

働く人の生の声を聴いていた。 

Ｑ：地域と関わりをもつことで苦労した点を教えてほ

しい。 

Ａ：情緒学級ということもあり、落ち着いて教室にい

られないという状況が続いていたため、地域の先輩

に協力してもらい体験活動に結びついた。 

Ｑ：体験学習での時間の確保はどのようにしているの

か。 

Ａ：テーブル拭きは1週間に1回程度、洗車はまとめ

て時間をとっているが、ほとんどが農業活動を行っ

ている。最近では作業現場で学習を行っている状況。 

Ｑ：個々によって特性が違うが、芯となるような指導

をもっていますか。また、どんなスタンスをもって

子ども達と対話していますか。 

Ａ：情緒はデリケートであり、教諭、保護者、本人と

細かい確認をしながら取り組んでいる。ダメな事は

ダメと教える事は大切。しかし、信頼関係がない状

態での指導は反発を生みかねないので、そこは懸念

している。普段の子ども達との何気ない会話や、児
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童・生徒の目線に立って一緒に考えてみたり、対応

する児童・生徒の趣味や関心があるもの等を、我々

教師側が興味・関心をもち、話をしたりする必要が

ある。それらが信頼関係を築くきっかけとなる。 

 

4. 指導助言 

沖縄県教育庁県立学校教育課特別支援教育室 

指導主事 浦崎 達夫 

(1)の提案について 

 ｢自己肯定感・自己有用感｣を高める指導を通して、

我々支援者に必要な事は何かと考えた時、子ども達が

主体的・能動的に活動できるその力を育む為の環境作

りや、支援の方法等を工夫する事が１番大事である。

今回の名嘉山先生の研究及び取り組みは、生徒の行動

変容を促す上で一つの成功事例となっている。まだ課

題はあるが、基本的に継続して支援することで、より

児童・生徒が寄宿舎の生活や集団生活、身につけるべ

き力をつける事ができる。 

 最終的に子ども達が卒業後の｢自立｣が大切であり、

自立した生活を営めるように育成することが求められ

る。生きる力を育むための三つの自立である身体的自

立、精神的自立、社会的自立はとても重要であり、こ

れらを踏まえた取り組みを今後も継続させていく事が

大切である。また、児童・生徒をしっかり評価する為

に職員で共有し、共通理解を図り一貫した指導・支援

する体制は強みである。 

 

(2)の提案について 

・ テーブル拭きという、実践的な指導を中心に取り組

むなかで、日常生活でのスキル獲得だけでなく、自主

性、協調性、自己肯定感を育む事を意図して取り組み

である。(単純にテーブルを拭くという行動ではなく、

生徒が自ら活動できるように、テーブル拭きを段階

的に順序だてて、実践できるように整理されてい

る。) 

・ 事前指導において、テーブル拭きの工程の明確化、習

慣化し、定着を図り、生徒間の評価をうまく活用し、

生徒の意欲につなげている。 

・ 指導にあたっては、「給食前後」、「清掃時」、「帰りの

会」等、具体的な生徒の教育活動場面を設定し、恒常

的な指導が図られている。 

・ これまでの生徒の取り組みを、実践発表会の実施、学

級外での活動、自動車洗車へ応用する等、生徒が、自

ら見通しをもって主体的に活動できるよう、学習環

境や指導方法に様々な工夫がなされている。 

・ テーブル拭きという活動が、生活に結びついた具体

的な活動での学習になっており、児童生徒の成功経

験に繋がっている。生徒の自発的な活動、主体的な活

動が生まれ、応用力が育まれている。 

・ 生徒一人一人が役割をもって、その活動を遂行でき、

活動後には充実感や達成感、自己肯定感が得られて

いること。特に、継続的な活動により、生徒間での自

己評価、他者評価も生まれ、自信へとつながり、他の

活動への好影響が生まれている。 

・ 職場体験(企業等)や地域との連携等、子供たちが将

来、社会参加や自立にむけた、横断的で幅広い視野か

らの取り組みとなっている 

・ 各教科の指導内容との関連づけ、活動ありきになら

ないよう注意し、授業時数の確保も踏まえて、今後ど

のように教育課程を編成し、しっかりとした授業計

画のもとに継続して取り組む必要がある。 

 

5. まとめ 

(1)の提案について 

 常日頃から児童・生徒との信頼関係を築く事が１番

大切であり、その信頼関係を築くための方法を教師側

も考え実践する事が望ましい。また、何事も繰り返し

継続して取り組む事もとても大切であり、継続させる

ことによって、卒業後の実社会で必要な資質や能力の

育成等を図れると考える。何よりも、PDCAサイクルを

繰り返し、反省と改善をおこなう事で、目的応じたよ

り良い児童・生徒の育成を図れると考えます。 

 

(2)の提案について 

テーブル拭きや洗車、農業活動を通して、生徒のみな

さんが、日常生活で必要なあいさつができるようにな

ったり、時間を守ることの大切さ、地域の方々と接す

ることでコミュニケーション力等の力を身に着け、い

きいきと生活する様子が伝わってきました。このよう

な取り組みを、ぜひ参考にしてより良い指導につなげ

ていきたいと思いました。 

 

記録：西新田 雄平（大浜中）・川満 亘（久松中） 
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第２分科会 生活単元学習 

 

 

１ はじめに 
 本校は,沖縄県北部の名護市に位置し,視覚・聴覚・

知的・肢体・病弱の 5 障害種を対象とした総合型の

特別支援学校である。開校から 45周年を迎える令和

3 年 5 月現在,全幼児童生徒数 161 人が在籍してお

り，「なかよく げんきに ほがらかに」を合い言葉

にして,子供達の社会参加と自立を目指しながら

日々教育活動の充実に努めている。 

２ 単元設定の理由 

 本事例は,令和 2 年度の小学部 5 年生 8 名を対象

に,生活単元学習で「十三祝い」を実施したものであ

る。「十三祝い」とは沖縄で言う「トゥシビー(生年

祝い)の 1 つであり,家庭や学校または地域で行われ

る沖縄で大切にされている行事の 1つである。   

本単元を設定した理由として,お世話になった人

達に感謝を伝える事ができるという点と,自分自身

の成長を振り返り,成長した自分に気付く事ができ

るという点があげられる。これは,道徳科の内容の中

にある「B 主として人との関わりに関すること」の

思いやりや感謝,礼儀と関連があり,また,「C 主とし

て集団や社会との関わりに関すること」の中にある

家族愛等にもつながっている。 

感謝を伝えるためには文章を考えたり,話す姿勢

や聴く姿勢,手紙で文字を書いたり等,国語で学習し

た能力を活用することができ,飾り作りでは数や長

さ等の算数的能力,手話ソングでは鑑賞やリズム感

覚等の音楽的能力といった各教科等で実際に行って

いる活動とリンクさせて実施ができると考え,本単

元を設定した。 

３ 対象児の実態 

本学年は,男子 8 名の児童で構成されており,教師

3名で指導に当たっている。主な障害として,全員が

知的障害を有しており,併せた障害として,ダウン症

を有する児童,自閉症スペクトラム障害を有する児

童,広汎性発達障害を有する児童が在籍している。 

児童の実態として,算数や国語等の教科の学習に

対して苦手意識があり,教科が時間割りに組まれて

いたり,学習中にわからない事が出てきたりすると

学習意欲が低下してしまう傾向にある。しかし,その

反面,授業に積極的に参加したいという気持ちも持

ち合わせており,問題に正解し教師から称賛される

と素直に喜び,次への学習に繋がることもある。 

４ 指導の実際 

(1) 指導計画 

時 内容 

１ 十三祝いって何？いつやるの？① 

２ 十三祝いって何？いつやるの？② 

３ 飾りを作ってみよう。チームで対決！① 

４ みんなの成長を振り返ろう！ 

５ ありがとうのスタンプを押そう！① 

６ お祝いメニューの発表！ 

７ 
飾りを作ってみよう。チームで長さ対決！② 

ありがとうのスタンプを押そう！② 

８ 
「ありがとう」完成！ そして、 

手話ソングに挑戦！ 

９ 手紙を読んでみよう！本番に向けての練習会 

10 プレゼントを作ろう！ 

11 いよいよ本番！会場の準備をしよう！ 

12 十三祝い当日 

13 十三祝いを振り返って 

 

(2) 各授業のねらい・内容及び教科等との関連 

ア「十三祝いについて知る」第 1,2,12,13時  

(ア) ねらい・目的や授業の内容 

十三祝いとは何かを知る。また,いつやるのか,

誰が来るのか,何をするのかを知る。理解しやすく

するため,「十三祝いとは、みんな昔と比べて今で

はこんなに大きくなったね！おめでとう！という

お祝いであり,大好きな家族(またはお世話になっ

た方々)にありがとう！というパーティの事です。」

と,内容を絞って説明を行った。十三祝いのキーワ

ードを「おめでとう！」と「ありがとう！」の二

つにすることで,十三祝いのイメージが掴みやす

くなるよう配慮した。 

(イ) 各教科等との主な関連 

国
語 

「十二支のお話」を通して,登場人物の
気持ちを考える活動や,内容の振り返り
活動を行った。 

音
楽 

楽しみながら歌を歌うことができる。と
いう目標から「干支はメリーゴーラン
ド」という曲を選択。 

 

イ「お祝いメニューについて」第 6時 

(ア)ねらい・目的や授業の内容 

栄養士と連携を取り,十三祝い当日の給食メニ

ューをお祝いメニューへと変更し,給食センター

確かな学びに向けた単元の設定や，地域や学校の特性に合わせた実践 

― 十三祝いを通して育てる「ありがとうの気持ち」と「自己肯定感」 ― 

名護特別支援学校 教諭 川平 朝哉  

Keyword：生活単元学習, 十三祝い, 自己肯定感 
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より琉球漆器の借用をしてもらった。また、お祝

いメニューの紹介と食事をする時の正しい姿勢や

マナーという内容で授業を行っている。児童達は,

普段とは違う食器を緊張した表情で持ってみたり,

当日のメニューの写真を見て期待感を高めたりす

ることができた。 

(イ)各教科等との主な関連 

国
語 

お祝いメニューで使われている方言を
読んでみよう。「クファジューシー」,「昆
布イリチー」，「イナムドゥチ」等 

 

ウ「飾り作り(折り紙・スタンプ)」第 3,5,7,11時 

 (ア)ねらい・目的や授業の内容 

児童達を 2チームに分けて,飾り作りを行った。細

く切った折り紙で輪っかを作りそれをどのくらい長

く繋げることができるかというルールで取り組んで

みたところ,どのチームも意欲的に参加することが

できた。自分たちで考えて,折り紙を切る人とテープ

を貼る人と役割を分けて取り組んでみたり,終了後

も活動を止めずに「もっと長く伸ばしてみたい」と

発言したりする児童もいた。 

廊下の窓に大きな紙を５枚貼り,そこに自分たち

の名前が書かれたハートのスタンプを押す活動を行

った。教師が指定した回数分スタンプを押したり,自

分の名前を多くするため,登校してすぐにスタンプ

を押したりする児童も見られた。 

 (イ)各教科等との主な関連 

算
数 

一人ずつ,折り紙で輪っかを 10 個作って
繋げ,それを合わせて数を数えたり,長
さを比べたりする活動を行った。 

 

エ「手紙を読んでみよう」第 9時 

(ア) ねらい・目的や授業の内容 

国語や自立活動の時間を通して作成した手紙を,

教師や友達の前で読む練習を行った。手紙を読む時

に大切なことと,友達の手紙を聞く姿勢も同時に学

習した。発表の時に前に保護者の顔写真を貼ること

で当日のイメージを持たせながら練習を行っている。   

手紙の読み方は児童の実態に合わせて指導してお

り,文章を考えて文字を書ける児童は自分で手紙を

作成し,文字を書くことが課題の児童は,教師が児童

の気持ちを聞き,それを文字に書き出して手紙の作

成を行った。また,自立活動を主とする児童は「あり

がとう」の文字を一文字ずつ順番に並べて感謝を伝

える等,各担任の工夫によって取り組んでいる。 

(イ) 各教科等との主な関連 

国
語 

各家庭から提供していただいた写真を
見ながら,お父さん,お母さんに伝えた
い言葉を考え,手紙の作成を行った。発
表の方法や聞き方の学習を行った。 

オ「プレゼント作成と手話ソング」第 4,8,10 時 

(ア) ねらい・目的や授業の内容 

保護者より事前に借用していた児童の成長の写真を

見て振り返った。「A 君かわいい。赤ちゃんだ」や「同

じところいったことがあるよ」等,全員が集中して自

分や友達の小さい頃の写真を見ることができ,大き

くなった自分に気づくことができたと思われる。カ

ラーコピーした自分の写真を切り貼りし,プレゼン

ト作成を行った。保護者へのプレゼントとして歌を

歌いながら手話(しおり/smile)にも取り組んだ。感

染予防の為,当日は手話のみの披露となってしまっ

たが,保護者に見せたい一心で頑張ることができた。 

(イ) 各教科等との主な関連 

音
楽 

チームで分けて歌ってみたり,歌ってい
る様子をビデオで撮って自分たちで確
認したりして手話ソングに取り組んだ。 

 

５ 単元を終えて(成果と課題) 

今回,沖縄の伝統行事である十三祝いを生活単元

学習の年間指導計画に加え,面談や学年便りを通し

て各家庭と連携を取り,児童のこれまでの成長がわ

かる写真の提供や,当日の会の参加,児童への手紙の

作成,当日の手紙の朗読等,様々な協力をして頂いた。

家庭でも十三祝いの話題が出たり,当日は保護者が

来るという楽しみがあったり等,単元に対する期待

感は大きくなったと思われる。また,児童の主体的な

行動を引き出すため,大きな紙に自分の名前が入っ

たハート形のスタンプを押したり,折り紙で作った

飾りがどこまで長くなるのか試してみたり,保護者

の写真を掲示したり等,意欲的に行える活動や配慮

を行ってきた。教科等の学習に関しても,十三祝いで

取り組む内容を教科等の学習に生かすことによって,

その教科に対する意欲の向上や目標の達成に繋がっ

たと思われる。十三祝い当日,堂々と入場する児童達。

保護者と一緒に自分の成長を振り返り,恥ずかしそ

うに手紙を読んだり,また,涙する保護者を見て自分

自身も涙を流し,抱き合ったりする等,保護者に対す

る感謝の気持ちや,自分という存在の大切さを強く

実感でき,自己肯定感を育む良い会となったのでは

ないかと感じた。課題として,具体的にどの程度,教

科等の学力が身についたのか,また,個々の児童の実

態に合った学習が行えていたのかどうか,基準や評

価が曖昧であったことがあげられる。生活単元学習

において大切なのは児童の興味・関心があるテーマ

を取り扱い,その内容が教科等の学習の発展に繋が

っていくことだと考える。そのためには,各児童の実

態をしっかりと見極め,目標を設定し共有していく

必要がある。その上で,今後も児童の興味関心にあっ

た生活単元学習を設定していきたい。 
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教科別指導と生活単元学習を関連づけた授業づくり 

〜「キウイ新聞をつくろう」を通して〜 

島尻特別支援学校  教諭 諸見里 ルツ  

Keyword：生活単元学習, 国語, 新聞づくり 

 

Ⅰ 目的 

1. はじめに 

本研究は、４名の知的障害を有する自閉症スペクト

ラム児を対象とした。児童が生活の中で興味関心を持

った果物（以下キウイ）を題材に「キウイ新聞をつく

ろう」と単元名を設定して、生活単元学習と教科別指

導、主に国語を関連づけた実践を行なったものである。 

2. テーマ設定の理由 

 特別支援学校学習指導要領解説の生活単元学習にお

いて「単元は、必要な知識や技能の習得とともに、思

考力、判断力、表現力等や学びに向かう力、人間性等

の育成を図るもの」であり、「目標意識や課題意識、課

題の解決への意欲等を育む活動をも含んだものである

こと」としている。 

児童は、ＣＭを観てキウイに興味を持ち始め、「キウ

イのさつえいごっこ」と称して、iPadを使い、キウイ

のキャラクター役とカメラマン役に分かれて、ＣＭを

撮影する遊びをくり返し行う様子が見られた。さらに

キウイのイラストを何枚も描いて、教室の壁一面に貼

る等、キウイに熱狂する様子が見られた。一方で、キ

ウイを食べた経験のない児童が過半数で、「キウイって、

どんな味？どこから来たの？」等、その実体に興味関

心を持っていたため、キウイを本単元の題材とするこ

とで、児童の探求心が高まり、学習意欲が向上すると

考えた。 

本研究では、単元名を「キウイ新聞を作ろう」と設

定し、国語では(1)キウイについて調べる、(2)わから

ない言葉の意味を調べる、(3)記事を書く、(4)新聞を

完成させる、(5)発表会をする、の全５次を設定した。

生活単元学習においては、国語で調べた内容を知識と

してインプットするに留めず、調べた内容が有効か実

験をしたり、新聞の完成後には、発表会の開催や企業

との交流を図ったりする学習等を設定した。 

国語の授業を中心に、言語活動の充実を図ることで、

児童が多くの言葉に触れ、自分なりに言葉や文章を考

えて表現する活動の楽しさを感じるとともに、言語感

覚の芽生えを促すことができると考えた。生活単元学

習では、児童の好奇心を揺さぶり、思考力や表現力を

働かせる活動を通して、国語で得た知識技能を児童の

生活や実体験と繋げていくことで、より学びを深める

ことができると考えた。 

教科別指導と生活単元学習を相補的に関連させるこ

とで、児童の生活に密接に、より深く、まとまりのあ

る学習の展開が可能となると考え、本研究を行なった。 

 

Ⅱ 児童の実態 

対象は、本校小学部に在籍している４年生の男児

４名である。（令和２年度時点）児童の主な障害は知

的障害であり、全員が自閉症スペクトラムを併せ有し

ている。 

(1) 行動観察 

学校での身辺処理はある程度自立しており、コミ

ュニケーション面では、教師や友達と言葉を使って簡

単なやり取りを楽しむことができる。 

しかし、場面や状況に応じた言葉を選択することの

困難さから、友達と話がかみ合わずに会話が続かなか

ったり、口論となったりする場面が見受けられること

から、言語感覚の乏しさが課題として挙げられる。ま

た、決められた作業的な活動はスムーズに取り組むこ

とができるが、物事を自ら考えたり表現したりする経

験の少なさから、そのような活動では受け身であるこ

とが多く、活動への不安感や困り感も見受けられる。 

(2) 太田ステージ検査の結果 

検査の結果、Ａ児は StageⅣで５歳から７歳程度、

Ｂ児、Ｃ児、Ｄ児は StageⅢ-２で３歳から４歳のはじ

め程度の認知発達であることがわかった。学級の児童

の過半数が「概念形成の芽生えの段階」であることが

わかった。 

 

Ⅲ 指導の実際 

1. 国語の実践事例 

第二次「わからない言葉を調べよう」（第５時） 

 キウイについて調べたメモを読み返し、わからない

言葉に丸をつけた後、言葉を書き出した。国語辞典で

言葉を探して意味を書き写し、国語辞典にない言葉は、

iPadを使って検索した。理解しづらい言葉は、教師が

噛み砕いて説明することで理解を促した。「果肉」や「酸

っぱさ」等、見聞きしたことはあるが、意味は知らな

いということに児童自身が気づくことができた。さら

に、初めて知

った言葉を友

達の前で発表

し、共有する

こともできた。 図２ 児童の調べた言葉 
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2. 生活単元学習の実践事例 

(1) 第三次 調べた内容をもとに実験しよう 

「キウイは何日で熟すのかな？」 

Ａ児が国語の授業で調べた「キウイが早く熟す方法」

や「食べごろのキウイが柔らかくなること」を実験し

てみた。 

グリーンキウイとサンゴールドキウイの２つを準備

して、それぞれをバナナやりんごと一緒に袋に入れ、

毎日観察を行なった。袋の中が曇っている様子を見て

「これはエチレンガスのせいなの？」という他児に対

して、Ａ児が「エチレンガスは見えないって（本に）

書いてたから違うんじゃない？」と返す場面が見られ

た。その後「ふーん、じゃあこれ（曇り）何かな」と

新しい興味が湧いたような呟きをする児童もいた。Ａ

児が調べた本では「２〜

３日で熟す」とあった

が、グリーンキウイは４

日で熟したことから、

「キウイによって違う

んだね」と話す様子も見

られた。 

 

(2) 第四次 新聞を完成させよう 

 国語の授業で完成させた記事を持ち寄って、一枚の

新聞にするためレイアウトや色つけを行った。見出し

の背景や文字の色を、キウイを表現するため、緑、黄

色、茶色の三色を中心に色つけをする等、４人で相談

して工夫する姿が見られた。新聞に貼る写真を選択す

る際も、どれを読者に見せたいか話し合った。児童が

描いた沢山のキ

ウイの絵の前で、

キウイの試食を

したときの集合

写真や、実験の

写真を選択する

ことができた。 

 

 

(3) 第五次 新聞をお披露目しよう 

「ゼスプリインターナショナルに新聞を送ろう」 

 完成した「キウイ新聞」に手紙を添えて、キウイを

輸入販売している企業『ゼスプリインターナショナル』

へ送る活動を行った。事前に、教師が企業とやりとり

を行い、交流を快く引き受けていただいた。 

手紙を書くにあたり、児童が自らの活動を振り返っ

って、「キウイのえいようについてしらべたよ」「キウ

イのじっけんをしたり キウイをたべました」等と、書

く様子が見られた。また「よんでみて きにいったらキ

ウイブラザーズにあいたいです」等と自分の思いを文

で表現する児童もいた。企業から丁寧な手紙の返事と

プレゼントをいただいたことで、児童自身が、学習で

積み重ねたことが学校で完結するのではなく、社会や

生活へと繋がることへの気づきとなった。 

 

Ⅳ 考察 

実践以降、友達が苦手な食材を食べられた時やとび

箱に成功した時に「おめでとうカード」を作り、文章

を書いて渡す児童の様子が見られた。お互いの気持ち

や要求を言葉で伝えようとする事が増え、子ども同士

で物事を解決しようする様子が見られるようになった。

相手を思いやる言葉を選択しようと努めることが多く

なった。 

また、初めて聞く言葉やわからない言葉を、国語辞

典や百科事典を使って探す姿や、漢字への興味が広が

り、「漢字で名前を書きたい」と練習する姿も見られた。 

新聞が完成した後、学部の教師や児童、保護者を招

待して新聞発表会を行い、周りの人から称賛されたり、

完成させた新聞がコンクールで入賞したりしたことで、

自己肯定感や達成感が高まり、様々な学習への意欲に

も繋がった。このことから、苦手な活動等にも積極的

にチャレンジしようとする姿勢が見られるようになっ

た。 

今年度５年生に進級した４人の児童は、新担任と一

緒に学校での出来事や友達への誕生日メッセージをラ

ジオに投稿する等、自分たちの生活と社会との繋がり

を意識した取り組みを行なっている。 

本研究を通して、言葉で表現する楽しさや言葉に興

味を持ったり相手や場面に応じた言葉を選択しようと

したりする言語感覚の芽生えが見られるようになった。 

国語と生活単元学習を相補的に関連させた実践を通

して、児童の物事に対する興味関心を掘り下げる姿や、

社会生活の広がりが見られた。さらに友達の良いとこ

ろに気づき、それを自分自身に置き換えて、自らを振

り返ろうとする成長した姿が見られた。 

 今後、学年・学部間で連携を図り、児童の実態に応

じて、教科別指導と合わせた指導を相補的に関連させ

た教育課程の編成や単元設定・計画を行い、より児童

の生活に密接に、より深く、まとまりのある学習の展

開が可能となるよう努めていきたい。 

 

《引用・参考文献》 

･文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説 教科等編（小学

校・中学校編』, 開隆堂出版株式会社, 2018 

•太田昌孝 永井洋子『認知発達治療の実践マニュアル 自閉症

のStage別課題』, 日本文化科学社, 1996

図３ キウイを触って確認するＡ児 

 

図４ キウイを試食する児童 
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テーマ「児童生徒の自然な生活としてのまとまりのあ

る学習の展開」 

司会：名嘉 信祐(大平特支)・宇座 麻紀(美咲特支) 

運営：廣渡 善治（大平特支） 

 

１. 提案の要旨 

(1) 川平 朝哉（名護特支） 

・ 単元名：「十三祝い」 

・ Keyword：生活単元学習, 十三祝い, 自己肯定感 

小学部５年生８名の児童を対象に、年間計画に設定

してある「十三祝い」を生活単元学習と教科と関連つ

けて取り組んだ。 

 

(2) 諸見里 ルツ(島尻特支) 

・ 単元名：「キウイ新聞を作ろう」 

・ Keyword：単元学習, 国語, 新聞づくり 

小学部４年生４名を対象に、児童が興味を持った

「キウイ」について、生活単元学習と教科を関連つけ

て新聞作りに取り組んだ。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Ｑ：児童は、国語や算数にどんな苦手意識があるのか。

普段どのような学習内容を行っているのか。 

Ａ：予定確認で、国語や算数があるのを知ったり、授

業中課題を提示したりすると、嫌がる声が上がった。

机上学習が主だったので、苦手意識をもったと思う。

プリント半分と算数的ゲーム等も取り入れ、授業の

仕方を工夫している。 

Ｑ：名護特支では、国語や算数は、週何時間か。次年

度の生活単元の時数は変更するのか。 

Ａ：国語4時間算数4時間。生活単元は今年度と同じ

週３時間である。（小学部：２A 課程の生単は、70

時間で週2コマ。２Bの生単は、150～250時間程度

から100時間程度に変更する。中学部は、２A課程

の30時間、２B課程の100時間を0時間に変更す

る。高等部も０時間だが、適宜指導形態として実施

していく。） 

Ｑ：「１/2成人式」と「十三祝い」の違いは何か。二つ

行うのか。干支の違う子はどうするのか。 

Ａ：「1/2成人式」は実践していない。「十三祝い」は、

毎年、5年生を対象に実施。干支の意味の学習まで

授業に取り組むと難しいので、「感謝」と「ありが

とう」をキーワードに学習を進めた。 

 

(2)の提案について 

Ｑ：教師の支援がどれだけ入っているのか。 

Ａ：担外の先生をSTとし、分業して進めた。内容を理

解していない子に対して、教師と一緒に読み合わせ

をする支援をしてきた。新聞のレイアウトは、担任

が文字数や行数を考えて一人一人に配布した。 

Ｑ：教科書は、何を使っているのか。 

Ａ：星本２を使用。小学校1・2年の教科書の物語文や

説明文等も学習に使う時もあった。星本1も取り上

げて深めたりした。 

Ｑ：題材設定を児童の遊びの中からだが、生活単元の

年間計画はどうだったか。国語の年間指導計画との

関連はどうか。 

Ａ：今回の学習は、年間指導計画にはなかったが、新

聞づくりや情報を収集し処理して伝える学習を国

語と生活単元学習とリンクさせて取り組む計画は

あった。生活単元学習の地域と繋がる学習等はコロ

ナ禍でうまく進められなかったので、「キウイ」の

新聞づくりを通して、関連企業と交流し、年計の内

容を達成させようと取り組んだ。国語が週３時間、

生活単元が週4時間の中で、ほかの学習内容とも並

行しながら、新聞づくりをした。 

 

3．研究協議 

(1)の提案について 

・単元設定の理由 

① 家族のことが好きという気持ちを力に変えるこ

とができる。 

② お世話になった人たちに感謝を伝えることがで

きる。 

③ 自分自身の成長に気づくことができる。 

④ 教科に対する児童の意欲や興味関心を引き出す

ことができる。 

・「十三祝い」を理解し易くするために、「おめでとう」

「ありがとう」のキーワードを用いた。 

・琉球漆器を用いたり、お祝いメニューを紹介・食事

のマナーを学習したりした。 

・折り紙を使った飾りづくりやスタンプ押しを算数と

関連付けて行った。 

・国語や自立活動で手紙を書き、話す態度や聞く態度

を意識しながら、手紙を読んだ。 

・音楽と関連付けて歌と手話の練習に励んだ。 

・成果 保護に対する感謝の気持ち、自分という大切

さが実感できて自己肯定感を育む良い会になっ

た。「十三祝い」で取り組む内容を教科等の学習に

生かすことで、各教科に対する意欲の向上目標達

成につながった。 

・課題 各教科の学力がどの程度身についたのか、
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個々の児童に合った学習が行えたのか等の確認、

評価や基準が曖昧であった。 

 

(2)の提案について 

・単元設定の理由 生活の中で興味関心を持った果物

を題材に、生活単元学習と国語を関連つけて実践

することで、児童の探求心が高まり、学習意欲が

向上すると考えた。 

・国語では、「キウイ」について情報や資料収集を

し、情報を書き写した。わからない言葉を国語辞

典等で調べ、記事を書き、新聞を完成させた。そ

して、発表会を実施した。 

・生活単元学習では、国語の学習で調べたことを実験

したり調理したりして確かめることができた。新

聞を完成させた後、発表会の準備をした。その

後、キウイ輸入販売会社と手紙で交流したこと

で、学習の学びが社会へ繋がることを肌で感じた

取り組みになった。 

・成果 児童の興味関心に沿った授業を行ったこと

で、児童のやる気や探究心が高まった。わからな

い言葉等を事典や辞書で調べるようになり、学び

の広がりが見られた。たくさんの人から賞賛され

たことで、自己肯定感が高まり、学校生活への意

欲も向上した。 

・課題 児童の実態に応じて、教科別指導と合わせた

指導を相補的に関連させた学習指導の展開を行う

こと。児童の社会生活に繋げていける学習活動の

計画・実施を行っていきたい。 

 

４．指導助言 

沖縄県立名護特別支援学校 

校長 徳永 盛之 

(1)の提案について 

・「十三祝い」は、自然な生活として地域に根付いて

いるものなので、単元としては良かった。 

・「十三祝い」の意義や内容、感謝を伝えることを国

語や音楽等との教科と関連付けて、まとまりのあ

る学習の展開だった。 

・「感謝すること」、「家族を大切に思うこと」のねら

いは生活単元学習の設定としては、良かった。 

・保護者が授業に参加することを最初から知らせるこ

とで、児童が意欲を持つことができた。また、ス

タンプや家族の写真を掲示すること意欲的に取り

組んだ内容になっている。 

 

(2)の提案について 

・年間指導計画にはないが、児童の興味関心がある内

容を生活単元学習として設定し、国語の調べ学習

とリンクさせた取り組みになったので、自然な生

活としてまとまりのある学習の展開になった。 

・わからないことを調べるというのは、生活上の望ま

しい態度や習慣が形成される事に結び付く。ま

た、調べたことをまとめる、発表するという事は

今後の学習や生活にも生かせる取り組みになっ

た。 

・実験で子供たちの疑問が生まれたこと、発表の場面

でアドリブが出たことは、主体的に学習に参加し

ていたことになる。 

・(1)(2)の提案は、考慮する内容の「指導目標を達成

するための課題の…」の視点から見ても十分な活

動が組織されていたと思われる。 

 

課題として 

・各教科を合わせた指導を行う際は、目指す資質・能

力を明確にするために、指導計画を立てることは

重要である。 

・資質・能力の育成は、「知識・技能」「思考力、判断

力、表現力等」「学びに向かう力、人間性」の3観

点で評価する。合わせた指導を行う場合でも、各

教科別に3観点で評価しなくてはならない。 

・指導計画を立てる時は、知的障害の状態、生活年

齢、学習状況や経験等に即して、個別の指導計画

に反映させなければならない。 

・単元は、実際の生活から発展し、児童生徒の知的障

害の状態や生活年齢等及び興味や関心を踏まえた

ものであり、個人差の大きい集団にも適合するも

のであること。 

・各教科等にかかる見方・考えを生かしたり働かせた

りできる内容の活動で、多種・多様な意義ある経

験ができる生活単元を設定しなくてはならない。 

 

５．まとめ 

 各教科の単元配列表を作成することで、生活単元と

教科等を関連した計画が設定できる。 

 「学びの連続性」として、小・中学校、特別支援学

校がベクトルをそろえた授業改善が必要である。 

 

記録:照屋 香代子（宮城小）・地下 ゆかり（赤道小） 
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第３分科会 作業学習・キャリア教育 

Ⅰ 目的 

１．はじめに 

本校は、「元気に登校、笑顔で帰宅」をモットー

に幼稚部２名、小学部２９名、中学部１５名、高

等部３０名の幼児児童生徒が学習に励んでいる

宮古島唯一の総合型特別支援学校である。小規模

校という特性を生かし、学部の枠を超えた子ども

たちの同士の「学びあい」が、様々な場面で見ら

れるのが特長である。 
 高等部の生徒は、本校を卒業する社会人として

就労し、働く生活を送ることになる。本校におけ

る過去５年間の卒業生の進路状況は図１の通り

である。 

 
図１ 過去５年間の卒業生進路状況割合 
 しかしながら、昨年より続く新型コロナウィル

スの影響により教育活動の見直しが実施され、そ

れに伴い昨年の前期就業体験は中止。後期就業体

験は 1 週間縮小して実施された。今年度も先行き

の不透明さは否めず、生徒の進路指導に関しては、

進路担当者は負担感が増していると思われる。進

路指導はかつてないほどの緊張感に包まれた状

況にある。こうした状況下においても特別支援学

校では、生徒自身の将来に対する希望や意見を尊

重する視点、すなわちアクティブラーニングによ

るキャリア教育及びキャリア発達の推進が求め

られている。本研究ではこれらの視点を踏まえな

がら、コロナ禍における生徒に合った進路学習と

進路指導の充実について検討することを目的と

する。 
 
２． 主な取り組み 
 （１）オンライン出前講座 
 シャープ特選工業株式会社によるオンライン

出前講座を行った。講話やワークシートを活用し、

「働く」ことに関心を持ち、日々の学校生活との

繋がりを確認することができた。ワークシートに

真剣に書き込む生徒の様子など、普段より集中し

て話を聞いたり、動画を視聴する姿が見られた。 

 
写真１ オンライン出前講座の様子 
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⼀般就労 福祉就労 ⽣活介護 その他

 

コロナ禍における進路指導の充実 

～生徒に合った「学び」を目指して～ 

                        宮古特別支援学校 教諭 上運天 英也  

Keyword：進路指導, コロナ禍, 就労準備性 

 

【生徒の感想（今できること）】 
・「働く」ことについて知ることができた。 
・誰かの「働く」で生活できていることが知れた。 
・学校を休まないでがんばる。 
・できることをふやす。 
・苦手なことにも挑戦する 
・みんなと協力する。 
・笑顔（ニコニコ） 
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第３分科会 作業学習・キャリア教育 
（２）就労準備性アンケート 
 「就労準備性」とは、障害の有無に関わらず、

また職種を問わず、働く上で必要とされる、働く

ことについての理解・生活習慣・作業遂行の基本

的な能力・対人関係の基本的なスキルなどの基礎

的な能力のことである。就労準備性について知る

ことで、就労に向けた課題を具体的にし、効果的

な支援に繋がるといえる。高等部における「就労

準備性」のアンケート結果は図２の通りである。 

 
図２ 就労準備性のアンケート結果 
 
（３）ちゅらマナー週間 
 後期就業体験前の２週間を働くために必要な

こと（挨拶返事、身だしなみ）について、意識を

高めることをねらいとして「ちゅらマナー週間」

を実施した。その際、チェック表を活用すること

で、教職員が共通した支援に繋げたり、家庭にも

情報を提供することで、連携した取り組みに繋げ

ることができた。 

 
写真２ ちゅらマナー週間のポスター 

（４）名刺づくり（作業学習との連携） 
 日々取り組んでいる作業学習（ものづくり）が、

実生活での繋がりを意識化することをねらいと

し、木工班で作成している紙を名刺として利用し

た。名刺は、就業体験の事業所等の事前挨拶での

自己紹介や名札として活用することできた。また、

名刺の裏側に実習の目標を記入することで、生徒

が主体的に取り組むことに繋げることができた。 

 
写真 3 作成した名刺 
 
３．まとめ～成果・課題、今後の展望～ 
 今回、昨年からのコロナ禍において、学校生活

や行事が見直され、就業体験や進路学習の内容に

ついて教員間で検討することができた。オンライ

ン学習の活用や日々の学習との関連した取り組

みを実践することができた。しかし、より効果的

な進路学習の工夫の検討や生徒に合った「学び」

の保障において課題が残った。 
生徒が学校生活を通して、自信や意欲を育み、

将来に対する夢や希望を持ち、自己実現に向けた

努力が実るように、継続した支援が大切である。 
主体的で対話的な進路学習を充実させ、個々の

実態に応じた深い学びやアクティブラーニング

によるキャリア教育や日々の授業実践を大事に

するとともに、進路指導が充実していくよう、さ

らなる工夫を凝らしていきたい。 
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第３分科会 作業学習・キャリア教育 

 

卒業後の自立と社会参加に向けた学習のあり方 

〜中学部の「職業・家庭」「作業学習」の授業実践を通して〜 

西崎特別支援学校 教諭 仲里 周太  

Keyword：職業・家庭, 作業学習，各教科等を合わせた指導 

 

Ⅰ 目的 

1. はじめに 

本校は、沖縄本島南部の糸満市に位置し、幼稚部・

小学部・中学部・高等部からなる知的障害特別支援学

校である。中学部の教育課程は生徒個々の発達段階に

応じて３つの類型を設定しているが、学習指導要領の

改訂に伴い、平成 31 年度に各教科の時数配当などを

見直した。時間割上では、A・B課程ですべての教科と

「各教科等を合わせた指導」を設定し、C 課程は一部

の教科と「各教科等を合わせた指導」設定している。

今年度、１年A課程の時間割は(表１)となり「職業・

家庭」と「作業学習」の授業を５時間設定し、各学年

で「農木工班」「家庭班」の２班に分かれて学習を進め

ている。「職業・家庭」では教科書用図書を活用しなが

ら理論的な学習を中心に行い、その他の４時間は「作

業学習」として実践的な学習を行っている。 

表１ １年A,課程の時間割例  

中学部学習指導要領は今年度より全面実施となって

いるが、学校全体での一貫性・系統性のある教育課程

となるよう、今年度の校内研修において「各教科等を

合わせた指導」の整理や精選について取り組んでおり、

「職業・家庭」「作業学習」についても、時数配当や年

間指導計画において検討している。 

 

 

 

 

 

 写真１ 教科用図書  写真２ 教科用図書を使った授業 

2. 研究の目的 

 ３年間の授業実践等について分析し成果や課題につ

いて検討する。 

・一貫性・系統性のある学習内容の充実。 

・小学部との連携。 

・高等部職業科へのスムーズな移行。 

・「職業・家庭」年間指導計画の見直し。 

Ⅱ 指導の実際 

中学部３年間での系統的な学び、小学部・高等部と

の連携や他班へのスムーズな移行の通り組みを通して、

学習内容の学びを深める。(表２) 

表２ 中学部「職業・家庭」・「作業学習」の学習内容と取り組み 

１学年 ２学年 ３学年 

【   職 業 ・ 家 庭  】○衣・食・住について ○働くことについて 
○将来について   ○パソコンについて 

【作業学習（農木工班）】○木工作品製作   ○野菜の栽培、収穫 

【作業学習（家庭班）】○布小物製作、調理実習 

・家庭班⇒農木工班での 

授業体験(野菜の収穫） 

・農木工班⇒家庭班での
体験(調理実習) 

・作業学習の定着 

と成長 

 

・高等部作業学習(トータ 

ルクリーニング班)での 

体験授業 
・キャリアマップの作成 

 

1．他班の体験学習と合同学習 

１年生が次年度他班へスムーズに移行するための取

り組みとして、農木工・家庭班のお互いの班を一緒に

授業体験する。農木工班が育てた野菜を収穫し、その

野菜を使って家庭班で調理実習を行う。また、ICT 教

育の取り組みとして、パソコンやタブレットを活用し

合同のオンライン学習に取り組む。 

2．作業学習の定着と成長 

各作業班での入退室時の挨拶やミーティング時の流

れを統一し、一貫性を図っている。毎時、始めのミー

ティングで作業の心得の確認や本日の学習内容を知り、

見通しを持って活動を行う。終わりのミーティングで

は、自分の活動を振り返りながら発表する。 

3．小学部と中学部の連携 

小学部６年生時に中学部校内実習の見学や体験学習

で、各作業班の見学や作業の体験を行い、中学部での

学習内容を知る。 

4．中学部と高等部の連携 

中学部作業班と高等部トータルクリーニング班との

交流を行い、先輩から清掃技能検定の内容や清掃技術

を学び、技術の習得と高等部進学への意識を高める。 

5．キャリア教育 

 「職業・家庭」において『自分の将来を考える』内

容があり、自分のやってみたい仕事や、具体的にその

仕事に必要なもの(服装、道具)を考え、どのような力

や態度が必要になるのかを学び、その定着を図る。ま

た、キャリアマップを作成し、３年間の学習を振り返

り、将来の生活にどのようにつながっているのか、自

分がどのように変わったのかを考え、将来の姿を思い

描き、自分の成長を見つめなおす。 

 月 火 水 木 金 

１ 日生 日生 日生 日生 日生 

２ 体育 理科 生単 職・家 社会 

３ 数学 音楽 総合 作業 国語 

４ 国語 体育 日生 作業 数学 

５ 作業 美術 自活 音楽 体育 

６ 作業 美術  数学 日生 
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第３分科会 作業学習・キャリア教育 

 

Ⅲ 結果 

1. 他班の体験学習と合同授業 

自分の班の作業学習に慣れてきた６月の下旬にお互

いの班の体験学習を行った。家庭班の生徒が、農木工

班で野菜の収穫をするのは初めての経験で、ワクワク

しながらも慣れない畑を歩くことや野菜の収穫にドキ

ドキしている様子が見られた。また、農木工班の生徒

は、調理実習に向けて材料や用具の確認、係分担など

家庭班のメンバーと一緒に楽しみながら話し合いを進

めていた。調理実習当日は、夏野菜カレーを作り、自

分の担当の仕事を張り切って行っていた。お互いの班

の体験を通して、２年生になったら「こんなことをす

るんだ」という見通しを持つことができた。また、昨

年度からのコロナ禍の中、ICT 機器を活用して他班と

のリモート合同学習にも取り組んだ。 

 

 

 

 

2. 作業学習の定着と成長 

始めのミーティングでは、働くことに必要な「５つ

の態度」について毎時間確認を行っている。姿勢を正

し、大きな声で読み上げることを意識した。また、服

装のチェックをお互いで行うなど、日々の繰り返した

活動を通して、学年が上がるごとに働くことへの意識

が高められた。ミーティングの流れを２つの班で統一

することにより、学年が上がり作業班が変わっても３

年間一貫性を持った学習に取り組むことができ、学習

に対する意識や態度の向上が見られた。 

3. 小学部と中学部の連携 

 中学部の校内実習の見学では、先輩の作業している

姿を小学部の児童が興味・関心を持って見学していた。

また、体験学習においては、小物を製作する楽しみを

味わい、達成感と中学部生活への期待が感じられた。 

4. 中学部と高等部の連携 

高等部トータルクリーニング班との交流では、先輩

から清掃技能検定の手順に沿ったタオルの絞り方やた

たみ方、テーブルの拭き方を学んだ。汚れた場所をき

れいにする「清掃」ではなく、将来の職業や技術とし

ての「清掃」として捉えることができた。高等部作業

班との交流を通して、「高等部になったら、技能検定に

挑戦したい」と感想を発表するなど、早くから目標を

持つ良い機会となった。 

 

 

 

 

 

5. キャリア教育 

 ３年間の学習のまとめとして、キャリアマップを作

成した。中学部の３年間で何を学んだか、どのような

ことができるようになったのかを振り返った。「はたら

く自分」の振り返りでは、「販売学習で、袋詰めやレジ

での会計を初めてやって緊張したけど、先生にほめて

もらいました」と嬉しそうに書く姿や、「くらす自分」

では、「空手で緑色の帯をとりたい」と書き、自分の将

来をイメージすることができた。働くために必要な力

は何か、自分が特に興味を持って取り組めたことは何

かを一緒に考え、友達の頑張ってきたことを聞き、新

しい目標を立てるきっかけになった。そして、将来ど

のようなことに取り組みたいのかを考え、発表するこ

とができた。 

6. 年間指導計画の見直し 

 各単元は生徒一人一人の個別の指導計画を踏まえ、

教育内容ごとの指導目標が設定されたかを振り返り、

次年度の年間指導計画を検討する。 

 

Ⅳ 今後の課題 

系統的な学びを通して、スムーズな学部間の移行や、

他班への移行を行うことができ、学習の定着や成長に

つなげられた。 

挨拶やおじぎの仕方などの学習をくり返し行うこと

で、授業以外の時も意識して丁寧な挨拶を行うなど、

良い影響が見られた。また、高等部トータルクリーニ

ング班との交流後、日頃の学級活動の机拭きでも、手

順通りに拭く様子がみられたり、今までは汚れも気に

しなかった生徒が、汚れている箇所を見つけて掃除し

たりするなど生活に般化することができた。 

「職業・家庭」では、教科書用図書に沿って学習を

進めてきたが、その小さな積み重ねを振り返りながら、

キャリアマップを作成することができた。今後は更に

個々の実態に応じたキャリア学習につなげていきたい。 

「職業・家庭」の学習を平成31年度にスタートし、

今年で３年目になった。１年生から３年生までの系統

的な学びの取り組みも見えてきた。次年度の年間指導

計画を作成するにあたり、現在「職業・家庭」１時間、

「作業学習」４時間で取り組んでいる指導の形態を、

今後、教科の学習として取り組んでいけるかを次年度

に向けて検討中である。 

《引用・参考文献》 

・『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編(小学部・中学

部)』, pp468-502, 開隆堂, 平成30年 

・編者 全国特別支援教育・知的障害教育研究会『楽しい職業科 

わたしの夢につながる』『たのしい家庭科 わたしのくらしに

生かす』, 開隆堂, 平成28年
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第３分科会 作業学習・キャリア教育 

テーマ「卒業後の自立と社会参加に向けた学習の在り

方」 

司会：新田 登美子（中農高支）・新妻 香織（大平特支） 

運営：井口 盛猛（島尻特支） 

 

1. 提案の要旨 

(1) 上運天 英也（宮古特支） 

 昨年は新型コロナウイルスの影響により、前期就業

体験は中止、後期就業体験は１週間縮小して実施され

た。今年度も先行きの不透明さは否めないが、こうし

た状況下においてもアクティブラーニングによるキャ

リア教育及びキャリア発達の推進が求められている。

本研究ではこれらの視点を踏まえながら、コロナ禍に

おける生徒に合った進路学習と進路指導の充実につい

て検討することを目的とし、主な取り組みとして以下

のことを行った。 

・オンライン出前講座 

 シャープ特選工業株式会社によるオンライン出前講

座を行い、講話やワークシートを活用し、「働く」こと

に関心を持ち、日々の学校生活との繋がりを確認する

ことができた。 

・就労準備性アンケート 

 就労に向けた課題を具体的にし、効果的な支援に繋

げるため、就労準備性（働くことについての理解・生

活習慣・作業遂行能力や対人関係のスキルなど働くた

めの基礎的な能力）アンケートを実施。項目「仕事の

準備」の値が低く、生徒が自分自身のことを知り、働

く意欲につながる支援が重要である。 

・ちゅらマナー週間 

 挨拶返事、身だしなみについての意識を高めること

をねらいに後期就業体験前に２週間実施。チェック表

を活用することで学校と家庭が連携した取り組みに繋

げることができた。 

・名刺づくり（作業学習との連携） 

 日々の作業学習と実生活との繋がりを意識化させる

ことをねらいに木工班で作成している紙を名刺として

利用し、就業体験の事業所等への事前挨拶での自己紹

介や名札として活用。 

・今後の課題 

① 効果的な進路学習の工夫や検討をし、生徒に合っ

た「学び」の保障に務める必要がある。 

② 授業で学習した内容を共有し、継続した取り組み

が必要である。 

③ 保護者、事業所等との連携を図りながら、生徒の

社会的自立に向けて共に支援を進める。 

 

(2) 仲里 周太（西崎特支） 

 学習指導要領の改訂に伴い、平成 31 年度に各教科

の時数配当などを見直した。時間割上では、Ａ・Ｂ課

程で、すべての教科と「各教科等を合わせた指導」を

設定している。 

 今年度、「職業・家庭」と「作業学習」の授業を５時

間設定した。「職業・家庭」では、教科書用図書を活用

しながら理論的な学習を行い、その他の４時間は「作

業学習」として各学年で「農木工班」「家庭班」の２班

に分かれて実践的な学習を行っている。 

 一貫性・系統性のある授業実践を通して、スムーズ

な学部間の移行や、他班への移行を行うことができ、

学習の定着や成長につなげられた。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Ｑ：シャープ特選工業株式会社によるオンライン出前

講座ができた経緯を知りたい。 

Ａ：シャープ特選工業株式会社から紹介があり、依頼

した。次年度も依頼したいと考えている。 

Ｑ：ちゅらマナー週間は前期も行ったのか。また、今

後も行っていきたいとか職員の反応はどうだった

か。 

Ａ：前期も行いたかったが、３年生のみの校外実習な

ので行わなかった。次年度も行いたいが、可能であ

るなら小中にも下ろして連携して行いたい。 

Ｑ：名刺づくりを行い、就業体験の事業所等への事前

挨拶で活用をした際のエピソード等を聞かせて下

さい。 

Ａ：名刺を持っていることで生徒も若干、緊張してい

た。名刺づくりに関することから話題が広がること

もあった。 

Ｑ：昨年度卒業生の一般就労者数にコロナ禍の影響に

よる落ち込みがあったか。 

Ａ：特に落ち込みはなかった。 

 

(2)の提案について 

Ｑ：小学部と中学部の連携、中学部と高等部の連携と

して、実際に作業学習に入って体験学習をしていた

が、理科や社会等の各教科での連携は考えているか。 

Ａ：今回、教科「職業・家庭」として進めていく中で、

教科用図書に、栽培や将来の社会参加等の内容があ

った。今後、理科や社会等の教科でもそのような単

元でで連携していくことができるのではないか。 

Ｑ：作業学習は「農木工班」と「家庭班」の２つの班

があるが、班の交代はどのように行っているのか。 

Ａ：例えば１年で「農木工班」だった生徒は、２年で

は「家庭班」、３年前期はそのまま「家庭班」、３年

後期は「農木工班」となる。どちらの班からスター
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トしても、学習内容や時数は同じになっている。 

Ｑ：高等部トータルクリーニング班との交流の際の時

間割調整はどのようにしていたのか。 

Ａ：高等部の作業学習の時数は中学部よりも多いので、

高等部職業科の先生と調整しながら、中学３年の作

業学習の時間割に合わせてもらった。高校生は技術

をしっかり定着させた後に、自信をもって中学生に

教えるという目的があるので、時期についても担当

の先生と調整しながら進めていった。 

 

3. 指導助言 

沖縄県立沖縄高等特別支援学校 

校長 渡久地 直哉 

(1)の提案について 

・ 過去５年間の進路状況で 19 名が一般就労している

ことは離島地域を考慮するとよい結果である。昨年

度からのコロナ禍により、前期就業体験が中止、県内

全域の学校で同じような状況であるが、特別支援学

校にとっての就業体験は就職活動の試験・面接であ

り、きわめて重要である。 

・ オンライン出前講座により、「働く」ことへの関心・

意欲の高まりが図られ、学校生活との関連があるこ

との確認ができた。今後、個々にどうやって般化させ

る授業実践を行い、進路に結びつけていくかが課題

である。 

・ 就労準備性アンケートでは全体の傾向だけではなく、

個々の実態を捉え、生徒にフィードバックし、授業実

践・評価・改善の PDCA サイクルを行うことも必要。

また、校内外の就業体験のチェック項目と連動させ

て、多くの評価から能力・スキルの向上を目指すこと

で生徒の進路実現へ繋がる。 

・ ちゅらマナー週間は挨拶、返事、身だしなみに対する

意識を生徒だけでなく、家庭においても意識させる

ことができた。作業学習等の中で年間を通して、基本

的な挨拶、返事、身だしなみの指導ができる環境づく

りを行ってほしい。 

 

(2)の提案について 

・ 作業学習は、指導の形態として各教科等を合わせた

指導となっている。今回時間割上で、教科「職業・家

庭」を１時間組み込み、作業学習と合わせて授業を行

ったことはおおいに評価できる。 

・ 作業学習において、「農木工班」と「家庭班」の２つ

の授業を体験できる教育課程は、次学年に向けてス

ムーズな班移行につながる。 

・ 各作業班で統一した導入・振り返りの指導を行って

いたことが良かった。生徒が見通しをもって学習に

取り組むことができ、繰り返すことで生徒一人ひと

りの自信にもつながっていた。 

・ 小学部６年生による中学部の校内実習の見学・体験

学習や中学部作業班と高等部トータルクリーニング

班との交流は、学校内で学びの連続性があり、児童生

徒の意識や各学部へ進学する意欲が高まることにつ

ながっている。 

・ 「職業・家庭」では、教科用図書に沿って学習を進め、

その小さな積み重ねを振り返りながら、キャリアマ

ップを作成することができた。そのことは、高等部進

学さらに高等部卒業後の進路実現につながるだろう。 

・ 平成31年度から３年間研究を重ね、今年度は「職業・

家庭」1時間、「作業学習」４時間と設定しているが

これまでの取り組みから、現状でよいのか、今後教科

として取り組んでいけるのか検討してもらいたい。 

・ 「職業・家庭」でキャリアマップを作成して、将来の

姿など学習しているが、昨年度から導入されたキャ

リアパスポートとの関連性は図られているのか検討

してもらいたい。（キャリアパスポートは HRが主と

なっている） 

 

4. まとめ 

・ キャリア教育とは「一人一人の社会的・職業的自立に

向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを

通して、キャリア発達を促す教育」である。 

・ 特別支援教育においては、包括的な概念である「ライ

フキャリア」の視点に立ち、「キャリア」が障害の状

態や有無にかかわらず、すべての人の生き方にかか

わる概念であることを組織的に理解する必要がある。

よって、授業が児童生徒のキャリアにどのような影

響を与え、どのような意味を持つか考え、改善を図る

ことが求められる。 

・ キャリア教育で捉える能力は、「できる・できない」

といった個人の現能力を意味するのではなく、課題

への対処能力を意味し、「育成」の姿勢を含む。よっ

て、キャリア教育では、児童生徒の願いの実現に向け

た指導・支援する側の工夫が問われてくる。児童生徒

の捉え方や物事との向き合い方、キャリア発達も関

係してくる。 

・ キャリア教育は単に児童生徒がスキルを身につける

ことのみを目指すのではなく、「ありたい」「なりた

い」と思えることをいかに育て、身につけたスキルを

どう活用しているかに着目することが求められる。 

・ 進路指導は企業に就職させることで終わりとする

「出口指導」ではない。卒業後、職業生活を維持する

上で大切なことは、生徒自らが支援を受けながら自

分の人生を切り拓く力を育成することである。 

 

記録：宮城 学（やえせ高支）・山口 珠里（与那原中） 
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第４分科会 教科別指導 

Ⅰ 目的 

１ はじめに 

 近年、諸外国と比べ日本の子供の「自己肯定感」

「自己有用感」が低いことが問題視されるなか、「我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査」（平成30年

内閣府）によると「自分は役に立たないと強く感じ

る」と答えた子供が半数を上回る。そのような中、文

部科学省初等中等教育局は答申において現在急速に発

達するメディア技術、子どもの体験活動の減少、社会

構造の変化といった子供の成育環境の変化を見据えた

社会全体による徳育の推進が必要であるとし、社会

性・人間関係・言語能力と共に規範意識や自己達成

感、自己有用感を育成することが重要であると示し

た。そして今回、改定・実施された特別支援学校高等

部学習指導要領（文部科学省2019）では「主体的な

学び」「対話的な学び」「深い学び」を踏まえた授業改

善が必要であり、「学校教育における質の高い学びを

実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身につ

け生涯にわたって能動的に学び続けること」が大切で

あるとしている。子供たちが「生きる力」を身に付

け、よりよい社会参加を行うためには、社会性の基礎

となる「自己肯定感」と「自己有用感」の高まりを意

識した「主体的・対話的で深い学び」を実現した授業

展開が重要であると考える。 

２ 研究の目的 

我が国の知的障害児は年々増加していることが障害

者白書において報告されている。本県においてもその

数は年々増加傾向にあり、療育手帳の交付数からみる

と 18 歳未満の中軽度知的障害者数が一番多いことが

分かる。これまで私が勤務した特別支援学校高等部の

生徒たちは、授業や運動会、販売学習、技能検定、就

業体験等の行事や活動において主体的に懸命に取り組

む姿が見られ、また、卒業後の就労に向けて意欲的な

生徒がいる一方で、不登校や授業拒否、障害特性から

授業に参加できない生徒や人間関係形成に課題があり

教室へ入れない生徒もいる。多くの保護者は、生徒一

人ひとりが将来、自身の夢を実現し友人や職場の同僚

に囲まれ趣味を楽しみ、自立した幸せな人生を歩んで

欲しいと考えており、豊かな社会生活を営んで欲しい

という願いをもっていることが個別の教育支援計画か

ら窺える。「自己肯定感」や「自己有用感」は生きる上

で大切なものであり、幼少期から青年期まで多くの時

間を過ごす学校において、よりよい体験や豊かな経験

を積むことは重要であると考える。 

今回の報告においては、これまで自身の行ってきた

「主体的・対話的で深い学び」を取り入れた授業にお

いて行った「学んだ知識と技術を活かした貢献活動」

における関係者からのその後の聞き取り調査を行い貢

献活動の有効性について聞き取り調査を行うとともに、

貢献活動が生徒の自尊感情にどのような変化をもたら

すのかを報告する。 

Ⅱ 研究内容 

１ 主体的対話的で深い学びを取り入れた教科「職 

業」における貢献活動とその後の聞き取り調査 

(１)  個人宅のウッドデッキ制作（平成 27 年 7 月 15

日実施） 

(２)  石垣市福祉センター内パーラーハッピーへの木

製カウンター・子ども椅子・看板の寄贈（平成30

年２月２日実施） 

(３)  石垣市森林組合と連携した石垣市役所への琉球

松を使用したベンチの寄贈（平成31年2月４日） 

(４)  美咲特別支援学校高等部ＨＲ教室へのワックス

がけ（令和３年５月６日～7月20日） 

２ 貢献活動前後の生徒の自尊感情の変化 

美咲特別支援学校高等部「職業」（環境美化班）学習 

グループＡ１・Ａ２に属する２年生４名の自尊感情を

測定し、貢献活動が生徒の自尊感情にどのような変化

をもたらすのか検証を行う。   

自尊感情測定には質問項目もわかりやすく答えるこ

とが容易で前後の変化が比較しやすい「自尊感情測定

尺度（東京都版）」を使用することとした。 

Ⅲ 研究の実際 

１ 主体的・対話的で深い学びの実践 

主体的・対話的で深い学びを実現するために生徒と

共に現地に赴き、生徒自身で「問題点・要望の聞き取

り調査」「現状把握」「役割分担」「作業計画」を行い実

行に移し、毎授業後には進行状況報告を行う授業展開

を行った。 

授業においては、何事においても「チャレンジ」す

ることが大切であるという事や他者とのコミュニケー

ションを図りながら行う共同作業が大切であるという

事について指導を行ってきた。また、常に「共同」と

「対話による課題解決」の重要性、「貢献する喜び」や

「感謝される仕事」について説明し授業を進めた。 

（ ％ ）  

（ ％ ）  

「自己肯定感」「自己有用感」を育む主体的・対話的で深い学びを取り入れた 

教科「職業」における貢献活動を通して 

－ 貢献活動後の関係者への聞き取り調査と生徒の自尊感情の変容 － 

美咲特別支援学校 教諭 與那城 哲  

Keyword：自己肯定感, 自己有用感, 主体的・対話的で深い学び, 貢献活動 

Ｋｅｙｗｏｒｄ：「主体的・対話的で深い学び」「自尊感情」「自己肯定感」「自己有用感」「貢献活動」 
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Ⅳ 研究結果 

１ 貢献活動後の関係者への聞き取り調査 

調査日（令和３年９月28日） 

(１)  個人宅のウッドデッキ制作 

石垣市宮良在住 仲里利彦 氏 

お客さんが来る度に使用しており生活をするうえで

欠かせない住居の一部となっている。ウッドデッキは

丈夫であり今のところ不具合はなくこれからも大切に

使わせて頂きたい。このような生徒が行う貢献活動は

生徒の自己肯定感を高めるために有効的だと思うし、

こういった機会を先生たちがたくさん作り、生徒にさ

せて欲しい。 

(２) 石垣市福祉センター内パーラーハッピーへの木

製カウンター・子ども椅子・看板の寄贈 

石垣市母子寡婦福祉会 平良美和子 氏 

当時のことはよく覚えています。寄贈して頂いた木

工製品はとても便利ですごくありがたい。カウンター

も便利で大変助かっている。看板もあると雰囲気が変

わりとても良い。特に子ども椅子においては利用者た

ちが順番待ちをするほどである。寄贈して頂いた物に

不具合はなく長持ちすると思う。このような貢献活動

は生徒にとっても必要であり、感謝されていることを

実感できるところが良いと思う。 

(３)  石垣市森林組合を連携した石垣市役所への琉球

松を使用したベンチの寄贈 

石垣市総務部契約管財課課長 野崎雅治 氏 

ベンチは売店・銀行の前に置いていて売店の利用者

や市民課を利用する人が日々使用している。また、ロ

ビーでイベントがある際にも使用している。常時多く

の市民が利用しているが不具合はない。現在建設中の

新石垣市役所庁舎に移動してもこのベンチを使用させ

て頂く。そして、この貢献活動は自分の作品が広く役

に立っているところを実感することができ、生徒の自

己有用感を高めるために大いに有効だと思う。 

(４)  県立美咲特別支援学校高等部「職業」（環境美化

班）2学年で行う教室へのワックスがけ 

美咲特別支援学校高等部 教諭 玉城晴日 氏 

 生徒たちはワックスがけを行うことで自分に自信を

持ち、作業後に周囲から褒められることで喜びを感じ

リーダー性が向上した様に思う。登校や授業参加への

渋りが見られた生徒も貢献することの喜びを感じるこ

とで嬉しくなり授業に参加することが増え、発言や行

動に対し消極的であった生徒も褒められることの嬉し

さや作業の楽しさを知り、リーダー意識も芽生え自己

肯定感が高まったと考えられる。 

２ 貢献活動前後の自尊感情測定結果と生徒の変化 

・生徒Ａ 自己を肯定的に評価するようになり、他者

への感謝の気持ちや他者の役に立ちたいと答えるとい

った変化が見られた。各項目において点数が上がり、

前回の測定において平均 2.27点であったのが3.43点

に上がった。生徒の中で一番大きな変化がみられた。 

・生徒Ｂ 自分を肯定的に評価することができるよう

になった。各項目の評価の平均 2.93点から3.66点へ

と上がった。 

・生徒Ｃ 自分を肯定的に捉えるとともに、自分が周

りの人の役に立っていることを評価できるようになっ

た。各項目の平均3.20点から3.71点へと上がった。 

・生徒Ｄ 自分に自信を持ち自らを肯定的に評価する

ことができるようになった。当初より自尊感情が高い

傾向にあり各項目の合計点数の平均を見てみると

3.29 点で、各項目とも大きな変化はみられなかった。 

 

３ 考察 

「主体的・対話的で深い学び」を取り入れた授業に

おいて行った「学んだ知識と技術を活かした貢献活

動」は生徒自身が他者の役に立つ事で自分を肯定的に

評価するようになり、生徒の「自己肯定感」「自己有

用感」を育むことに有効であったと考える。また、貢

献活動後の関係者に対しての聞き取り調査を行った事

で改めて貢献活動の有効性について確認することがで

きたのは大きな成果であると考える。しかし、「自己

肯定感」「自己有用感」を更に向上させ、定着させる

ためには、学校における様々な活動場面において本人

が「自己の良さ」に気付き自己の価値を認め、他者と

の関わりの中において「自分の役割」や「貢献してい

る実感」を得る体験を積むことが重要である。また、

学校のみならず家庭や地域を含む3者が協力し、望ま

しい経験をすることが大切であり、今後の課題でもあ

ると考える 

 

＜参考文献＞ 

新谷優 2017 『自尊心からの開放』 誠信書房 
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業づくり 実践編』明治図書出版 

北島貞一 1999 『自己有用感－生きる力の中核－』 田研出版 
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主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた教科別指導の工夫 

〜ちびっこビスケットを用いたプログラミングの漢字学習を通して〜 

糸満市立真壁小学校 教諭 西原和希 

Keyword：漢字学習, プログラミング学習, ちびっこビスケット 
 

Ⅰ目的 

1.はじめに（問題の所在） 

平成29年４月告示の「特別支援学校幼稚部教 育要

領小学部・中学部学習指導要領」(以下「新 学習指導

要領」という。)では、児童生徒がこれからの時代に求

められる資質・能力を身に付け、 生涯にわたって能動

的に学び続けることができるように、「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことが示

された。ただし、知的障がいのある児童生徒は、｢学習

によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際

の生活場面の中で生かすことが難しい｣｢成功体験が少

ないことなどにより、主体的に活動に 取り組む意欲が

十分育っていないことが多い｣ （新学習指導要領解説

各教科等編〈小学部・中 学部〉抜粋）という学習上の

特性等がある。それらの特性を踏まえた上で、児童ら

が主体的に授業に参加し、知識を断片的に学んで行く

のではなく、学びを積み重ねていくことで成功体験を

積み上げていくことが求められている。 

 2020 年度から全面実施されている小学校プログラ

ミング教育では、算数や理科、国語、総合的な学習の

時間を中心に各科目を学習するツールとしてプログラ

ミングが位置づけられている（文科省2020）学習指導

要領解説総則編/第３節/１主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善（3）コンピューター等や教材・

教具の活用、コンピューターの基本的な操作やプログ

ラミングの体験/イ児童がプログラミングを体験しな

がら、コンピューターに意図した処理を行わせるため

に必要な論理的能力を身につけることが求められてい

る。そこで、本単元ではちびっこビスケットのアニメ

ーションを使って表現することでプログラミングを体

験しながら順序立て考える力をみにつけさせる教材と

する。また、プログラミングを通して漢字の成り立ち

について主体的に学ぶことで、アニメーションを作り

ながら漢字の成り立ちについての興味関心を高めてい

くことで、今後の漢字学習における意欲を高めていく

ことをねらいとする。 

2.研究の目的 

 本校の研究テーマである「主体的・対話的で深い 

学びの視点を踏まえた教科別指導の工夫」に沿って主

体的にちびっこビスケットを使った「漢字の成り立ち」

について漢字の学習を展開することで、子供達が今後

の漢字学習に対する興味関心を高めていくことをねら

いとしている。 

Ⅱ方法 

1.対象児について 

(1)行動観察 

ハッピー１組は、３年生１名、４年生１名、６年

生１名が在籍する知的障害特別支援学級である。異な

る学年や様々な児童が在籍しているため、教科の学習

は単元や課題、内容に応じて個別、小集団、一斉と形 

態を変えながら指導を行っている。国語科の学習では

個別指導の形態をとって当該学年の指導を実施したり

一斉の形態をとって音読の指導や漢字の学習を行って

いる。 

 児童は、１学期にそれぞれの実態に応じた学年のリ

ズム漢字の読みや書きに挑戦し、目標とするほとんど

の漢字を覚えるまで成長することができた。しかし、

「先生漢字を覚える意味が分からない」「全部ひらが

なで書いていい」といったように漢字の学習について

消極的である。そこで、ちびっこビスケットを使った

アニメーションを通して漢字の成り立ちを学習するこ

とで、漢字ができた背景をしり漢字に興味関心を持ち

今後の学習に繋げていきたい。 

(2)事前診断テスト 

 児童がこれまれに学んできた漢字の学習についての

知識がどれほど身についているのか把握するために診

断テストを実施する。内容としては、象形文字、指事

文字、会意文字、形成文字についての問題を出題する。 

    １ 診断テストプリント 

(3)諸検査の結果 

 漢字の成り立ち４種類についての既習事項がどれ程
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なのか検査を行ったところ象形文字についての誤答率

が 66.7％で最もすくなかった。漢字が物の見たままの

文字をかたどっている字であるという事に対する理解

度が浅いことが考えられる。対して１番正答率が高か

った問題として、同率で指示文字に対する問題と形声

文字についての問題であった。 

2.研究の計画 

時 学習活動 評価の観点 

１ 〇診断テストを行う。 

診断テストを通してこれまでの学習において

学んできた漢字の背景についてどれほど身につ

いているのか確認する。 

〇ワークシート 

（知識及び技能

①） 

 

２ 〇漢字の成り立ちには象形文字があることを学 

習する。 

図５ クロムブックで調べている様子 

〇自分が調べたい漢字を決めその漢字の成り立

ちについて漢字辞典やchromebookを使って調

べる。 

〇ワークシート 

（知識及び技能

①） 

３（本

時） 

〇自分が調べた漢字をちびっこビスケットを使

ったプログラミングで順序立てて漢字の成り立

ちを表現することで漢字についての興味関心を

深める。 

 

図６ ちびっこビスケッ トを使ったプログラ

ミングの様子 

〇ちびっこビス

ケット画面 

（思考・判断・

表現①、②） 

（学びに向かう

力、人間性②） 

(知識及び技能

②）〇ワークシ

ート 

（学びに向かう

力、人間性①） 

４ 〇総括的評価を行う 

１時と同じテストを実施することで、児

童が漢字の成り立ちについてどれほど理

解が深まったのか把握する。 

〇ワークシー

ト 

（知識及び技

能①） 

 

Ⅲ成果と課題 

授業後アンケート（37部）をもとにした成果と課題 

○成果 

(１)ICTの活用について 

 知的学級の児童であっても、タブレットを使い慣れ

た様子で操作していたという意見が多々あった。参観

者の感想からは、知的学級における chrome bookの業 

の可能性を感じたといった内容や Chrome bookを使う

ことでペンの太さを色々と試しながら、枠内に収めよ

うとする姿が見られたので、硬筆の時も、そのように

意識することに繋がるのではないかと思う。 

 漢字の成り立ちの形の曲がりや反りなどを意識して

何度も書き直す様子がみられた。視覚認知も鍛えられ

ると感じた。といった意見があげられたことか効果的

な ICT活用ができたと言える 

(２)学習規律 

Chromebookを使った授業であったが、どの児童も集中

して先生の話を聞き、活動に集中していた指示がしっ

かり通っていたということから児童が主体的に学習に

取り組める内容でありよかったといった意見があげら

れた。 

●課題 

(1)友達どうしでの意見交流について 

本授業では、本校の研究テーマである「主体的に学

び合い自分の考えを表現できる児童の育成」のもと、

友達どうしで意見を交流し、広げ深めることをねらい

の一つとしてあげていた。しかし、友達どうしでの意

見交流では、緊張などから話し合う時間をとれなかっ

た。 

また、発表の時間においても自分の感想を述べる際に

「色を絵の色に合わせた」「たのしかった」「本で調べ

た」などの一言で終わり、感想や意見が深まりにくか

った。このことから今後の授業作りにおいて、グルー

プ活動におけるコミュニケーション能力を身に付ける

ためにソーシャルスキントレーニングを入れていく必

要がある。 

（２）意見交流の場において 

プログラミングを使った漢字の共有について、共有

する際にクイズ形式で発表させることで、子供達が友

だちの意見や発表により耳を傾ける機会が増えまとめ、

振り返りが深まるのではないかという意見があった。 

■授業後アンケートテキストマイニングについて 

 

図３授業アンケートからのテキストマイニング 

《引用・参考文献》 

・小学校学習指導要領解説 総則編 

・特別支援学校学習指導要領 各教科編（小学部・中学部）
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第４分科会 教科別指導 

テーマ「主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた教

科別指導の工夫」 

司会：稲田 洋一（沖高特）・宮里 朋美（松田小） 

運営：赤嶺 淳（宮森小） 

 

1. 提案の要旨 

(1) 與那城 哲（美咲特支） 

・自己肯定感・自己有用感を育む『教科「職業」における

貢献活動』の実践を発表。 

・貢献活動を通した授業後に「自尊感情測定尺度（東京都

版）」で評価 

・成果としては、教科職業における主体的対話的で深い

学びを取り入れた授業において行った学んだ知識と技

術を活かした貢献活動は、生徒自身が他者の役に立つ

ことで、自分を肯定的に評価するようになり、生徒の自己

肯定感や自己有用感を育むことに有効であるということ

が挙げられた。 

・課題としては、生徒の自己肯定感自己有用感をさらに

向上させ定着をさせるためには、学校における様々な活

動場面において、本人が自己の良さに気づき、自己の価

値を認め、他者との関わりの中において自分の役割や貢

献している実感を得る体験を積むことが重要であること、

また、学校のみならず、家庭や地域の三者が協力し、望

ましい体験をすることが大切であるということが挙げられ

た。 

(2) 西原 和希（真壁小） 

・主体的・対話的で深い学びを実現させる「ちびっこビス

ケット」を用いたプログラミング漢字学習の実践 

・主体的にちびっこビスケットを使った「漢字の成り立ち」 

についての学習 

・授業後、習熟診断テスト、授業参観者へのアンケートで

評価 

・成果としては、知的学級の児童であっても、タブレットを

使い慣れた様子で操作していたことから、知的学級にお

ける Chromebook の可能性を感じることができたことが挙

げられた。 

・課題としては、友達どうしでの意見交流では、緊張など

から話し合う時間をとれなかったこと、また、発表の時間

においても自分の感想を述べる際に「色を絵の色に合わ

せた」「たのしかった」「本で調べた」などの一言で終わり、

感想や意見が深まりにくかったことが挙げられた。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Q：実際の授業の中で、生徒の要望、役割分担など、お

互い話し合いながら進めている様子を、詳しく教えてほし

い。また、授業の中のどういった取り組みが、この子たち

が主体的に参加できるようになったのかを教えてほしい。 

A：話し合いの進め方、話し合いの注意点などを指導。作

業の役割分担は、技術的なこともあるが、練習時間をもう

けなるべく希望に沿った形にする。また、主体的に行動

するためには、自尊心、自己肯定感・自己有用感を高め

る必要がある。そのためには、他者からの評価、感謝の

場面が必要である。 

Q：生徒は職業以外の学習ではどのように変容したか。 

A：授業への参加のしぶりが見られた生徒が、自分に自

信を持つことで他授業に参加できるようになった。また、

授業後に「〇〇の授業で〇〇したよ」と普段会話に消極

的な生徒から話かける場面が見られた。 

Q：知的に重度の生徒たちが、同じグループの中で、自

分ができる活動を一緒にやっていたのか、もし別に学習

グループを組んでやっていた場合、どのような貢献活動

に取り組んでいたのか。 

A：生徒 1 人 1 人の特性があって危険な機械を使うことが

できる生徒もいれば、簡単な研磨作業しかできない生徒

もいた。しかし、生徒同士で話し合わせることで、「〇〇

君には何をお願いしようか？」「あれは危険だから研磨作

業をお願いしよう」と生徒たちでどんどん進めていくこと

ができた。個人間で技能の差があっても一生懸命頑張る

ということが 1番大事だと感じている。 

(2)の提案について 

Q：学習後、漢字を成り立ちから覚えたいと児童たちの反

応はあったか？  

A： 成り立ちから覚えたいという言葉をもらったことはない。

しかし、３年生の漢字学習してる際に、子供の「子」をみた

児童が「赤ちゃんから変化したのかな？」調べてみてもい

いといった反応があった。 

Q：ビスケットの使用頻度は、45分の授業の中でだいたい

何分程度占めているのか。また、ビスケットでの漢字学習

から鉛筆での学習に切り替えたときの変化があれば教え

ていただきたい。 

A：・ビスケットは 45分授業の中で 20分程度、活用した。 

鉛筆に切り替えたときは、児童はタブレットを使って字を

書く方が、鉛筆に比べて筆圧がかからなくて書きやすい

と感じていた。 

 

3. 研究協議 

(1) 「自己肯定感」「自己有用感」向上と定着 

・ 教科職業の中では活動内容について踏まえられてい

るが、自立活動の中で自己肯定感が伸びた生徒と自己

肯定感があまり変わらなかった生徒に対してどういった

アプローチしていけばいいのか、ずっと作業を繰り返し

て褒められる活動をずっと繰り返していけば、この子た

ちの自己肯定感は向上と定着が図られるのか。 

・ 学習指導要領でも各教科等とのつながりを重視すると
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挙げられているように、やはり各教科との繋がりが大事

である。 

・ 教科、職業だけで頑張っても子供たちの調和的発達、

「自己肯定感」「自己有用感」の向上と定着を図ることは

難しい。 

・ 「自己肯定感」「自己有用感」向上と定着を図るには、個

別の活動も大事である。それが自立活動である。知的

の特別支援学校、知的の特別支援学級においては、

個別の自立活動というより集団で行う自立活動が多い

が、自立活動によって生徒の調和的な発達を支援する

という考え方もある。 

・ 他教科との連携という単語は、よく耳にするが、実際一

日が始まって、8時半から5時までのあいだにどれだけ

の時間を作ることができて、話し合って協力しながらや

っていくかというのも本当難しいと思っている。 

・ 今回の取り組みであったり、また、ほかの先生のこんな

ことが良かったというのを研修でやっていけば、そのう

ちどこかで繋がっていこうと、これが大事だよねってい

う意識が変わって、自然と協力して行けるようにならな

いかなと考えるところはある。ただ、まだそこまでは至っ

てない。 

・ 県としても、話し合いの時間がとれないのはわかってい

る。個別指導計画とか教科等の年間指導計画で、考え

がみんなで共有できるという話が早くなるというのを考

えている。 

 

4. 指導助言 

沖縄県教育庁県立学校教育課特別支援教育室 

指導主事 前川 孝治 

(1)の提案について 

・ 学習指導要領の項目３に指導計画の作成と内容の取り

扱いでは、「実生活の中から課題の発見、解決、評価・

改善を図ること」、「自己に対する理解を深めること」「地

域社会への参画、社会貢献の意識を高めること」とあり、

今回の実践は教科職業の充実を図るべき内容が抑え

られていた。 

・ 課題として挙げられていた「自己肯定感のさらなる向上

と定着」については、学校教育活動での様々な体験と

学校と地域の連携が必要である。 

・ 自己肯定感・自己有用感というのは、生徒の調和的発

達の支援のため、教科職業だけで行うのではなく、さま

ざまな活動で行うべきである。 

・ 自己肯定感・自己有用感を育てるためには、個別に対

応した指導を行うカウンセリングも大事である。その中

で、生き方、考え方などについて触れていく必要がある。 

・ 自己肯定感自己有用感のさらなる向上と定着には自立

活動でも生徒が自己を肯定的に捉えることができるよう

な指導内容を取り上げることが必要である。 

・ 自立活動と言うと自己を肯定的に捉える感情について、

各教科等の指導も含め、学校の教育活動全体を通して

行われなければならないが自立活動の指導において

は特に重視されなければならないことである。 

・ 自立活動では、成長に即して自己を肯定的に捉える感

情を高められるような指導内を検討することが大切であ

る。 

・ 自己肯定感自己有用感が高まることで、他の教科の学

びがスムーズになり、私はできるんだ。いろんな取り組

み頑張っていこうということになる。 

(2)の提案について 

・ 今回の実践について、6 つの学習要素（鉛筆の持ち方、

漢字の書き方、Chromebook の使い方、ちびっこビスケ

ットの使い方、意見交流の進め方）から、課題として挙

げていた意見交流の進め方について考えていきたい。 

・ 児童生徒が伝え合うことを通して、自分に必要なことに

気づくことを促す活動を設定するには、「聞くこと・話す

こと」の実態把握、課題の設定、手立て・評価が大切で

ある。 

・ 東京都教育委員会（2015）が提案した「聞く・話す・ 実

態把握シート」では、児童生徒の「聞く・話す」の実態を

把握し、どの部分に課題があるのかを分析することが

できる 

・ 課題の設定では、学習モデルとして、児童生徒が伝え

合うことを通して、自分に必要なことに気付くことを促す

ことが必要である。そのために、聞く力や話し合うのポ

イント（伝え合うための『あいうえお』、伝え合う会話『10

のポイント』）を提示してあげるとよい。 

・ 手だて、評価では、障害のある方への仕事の教え方で

ある「システティック・インストラクション（系統的教授法）」

を参考に基準を設定するとよい。 

 

5. まとめ 

 本分科会では、テーマである「主体的・対話的で深い学

び」について意見が多くかわされた。（1）の提案では、主

体的・対話的で深い学びの基礎となる自己肯定感・自己

有用感の育成の仕方について、教科単体で考えるので

はなく、各教科の連携が大切であることが共通理解され

た。一方で、多忙な現場では職員同士で話し合う時間を

持つことが難しいという課題も挙がった。(2)の提案では、

一人一台端末のもつ可能性について関心が寄せられた。

一方で、主体的・対話的で深い学びとなるための意見交

流の進め方について、実態把握、課題の設定、手立て・

評価に分けて考える際のポイントが挙げられた。議論の

中では、校種で異なる課題なども見えてきて、校種間連

携の重要性も垣間見える一幕があった。 

 

記録：喜納 健（宮良小）・許田 麻莉（宮城小） 
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第５分科会 自閉症・発達障害への支援 

 

Ⅰ テーマ設定理由 

１．はじめに 
本校は軽度知的障害のある生徒が職業自立や社会自立

を目指し「就労技術科」を学校設定教科として設置し

職業教育の充実を図っている。もう一つの特色は全寮

制により寄宿舎生活を通して基本的な生活習慣の確立

や社会生活に必要なマナー、人間関係、コミュニケー

ション等の社会的自立ができる生徒の育成を図ってい

る。学部と寄宿舎で生徒一人一人の状態や特性、心身

の発達段階に応じてきめ細かに連携を図り、協働体制

で課題解決に向けた取り組みを行っている。 

  

２．研究の目的 

本校生徒は職業自立に向けて仲間と切磋琢磨しなが

ら、日々の学習や寄宿舎生活で励んでいる一方、集団

生活を送る上で、対人関係のトラブルも多々見られる。 

上手に自分の気持ちを表現できず、イライラして暴言

を吐いたり等、問題行動がみられる。問題がおきる原

因には、生徒がこれまで抱えてきた過去の出来事や取

り巻く環境にも起因すると思われる。 
対象生徒のNは元気で活発な生徒だが、入学直後か

ら様々な問題行動（暴力、暴言、飛び出し）が続き、

友人とのトラブルが絶えない。時々職員にも躊躇なく

凄んでくる。 

授業中、場に合わない言動や勝手な行動がみられる。

特に注意を受けると激高する場面が目立ち、本人自身

も何を言ってるか分からなくなるようである。これら

の行動の原因には、自分の思いが上手く伝わらなかっ

たり、納得できずに気持ちが不安定になり粗暴な言動

や行動になるのではないかと思われる。 

そこで本研究では 

①困ったときや分からないとき相談する。 

②感情をコントロールする。 

③周囲と適切なコミュニケーションをとる。 

をねらいとし、検査結果をもとに医療機関、保護者と

の連携を図りながら支援方法を考えたい。本人特性と

対応方法について理解し、対話を中心とした関わり方

で本人の気持ちが安定し、行動や言動が変わってくる

だろうと考え本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１．対象生徒について 
家族構成 父親 母親 兄弟 ５人家族 

(1)行動観察・行動記録 

授業中、場にあわない言動がたびたびあり、注意を

すると納得いかず逆キレし暴言を吐く。 

授業が中断することで他生徒の集中力・ヤル気を損

なう等、周りの影響も大きい。 

興奮すると言動もひどくなり、教師の声かけにも応

じない。 

思い込みや勘違いからイライラして物に当たる。 

しかし、心が落ち着いているときは、他者の話を素直

に聞き、趣味の釣りの話を楽しそうに話したり、困っ

ている友達を気にかけたり等、優しい一面がある。 

(2)検査結果 

WISC-Ⅳ検査  検査日：2016年1月10日 

全検査 IQ 69 言語性 IQ 79 

動作性 IQ 53 

 
 
 
 
 
 
 
 
①得意なこと 
・作業要素がある学習は、真面目に丁寧に本人のペー 
スで取り組める。 
・聞いたことを短時間覚えておく。体験して覚える。 
②苦手なこと 
・言葉で説明したり、理解する。 
・視覚情報から、考える・推測する。 
・同時処理。 
またNが日常生活をもっと過ごしやすくするために 

・Nの興味のあることに関連付けて理解させる。 

・Nに具体的に伝える、分かりやすい言葉に言い換え 

 る。 

・たくさんのことを一度に伝えない。 

・気持ちや考えを整理する時間を作る。 

・困ったとき、疲れたときの合図や誰に言うか決めて

おき、一緒に整理したり、適切な行動について説明

する。 

 

Ⅲ 医療との連携 

2021年４月琉球病院受診 

本校入学前のNは、間違ったことをすると有無を言

わさず叱られる、殴られる等、力関係で解決されてき

暴力、暴言、飛び出しが絶えない生徒の指導・支援の方法について 

    沖縄高等特別支援学校 教諭 大城 広美  
Keyword：軽度知的障害, アンガーマネジメント, 医療 
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第５分科会 自閉症・発達障害への支援 

 

ている。ペナルティとして殴られると心身の安全が侵

害されてしまい、自己防衛（①立ち向かう ②逃げる 

③固まる）が働くが、N は①立ち向かうことで自己防

衛をしてきた経緯がある。本人の今後の対応は「力で

はなく対話で」という新しいコミュニケーションのパ

ターンを伸ばしていく方法が良いと以下のアドバイス

を受けた。 

〇対話で解決していく成功体験を積んでいく 

〇自分の状況、自分の気持ちを確かめる   

〇内省できるようにする 

Nに学校のルールという枠組みを理解させながら、 

〇クールダウンできる場所を確保する。  

〇対話のできる人をみつける。 

   

Ⅳ 指導の実際 

１．授業中の記録（体育：単元 ドッジボール） 
運動能力が高いがチームプレイができずワンマンプ

レイになりがちである。威圧的な言動があり周りが怖

がっている。注意を受けると怒り暴言があったりする。 

急な注意や周りに生徒がいる中での注意には過剰に反

発するため授業前後に個別に時間をとり、以下の３つ

の約束についてホワイトボードを利用して確認した。 

①言葉：「死ね」「うるさい」などの暴言は言わない 

②行動：ボールを人に強くあてない  

③仲間、コミュニケーション：優しい言葉をつかう。 

 チームが負けたり、思い通りならないときにすねる 

ことはあっても、自分の行動は意識できているようで、

仲間に暴言を吐いたり、途中で抜け出すことは少なく

なった。 

 

２．行動の記録 

例）給食時に職員のおぜんから牛乳をとり、友達に

あげて飲ませている。職員から注意を受けるが、自分

は悪くない、「牛乳を残して持って帰る方が悪い」と発

言。徐々に言葉遣いも悪くなってきた。途中で教室に

戻し、本を読んだり、横になったりとクールダウンを

させ、担任との話し合いの中で牛乳を勝手にとったの

は悪かった。暴言も悪かったことは認めることができ

た。 

例）後輩へからかい（言葉）あり。逆上した後輩か 

ら椅子を投げられている。その後自分から職員に話を

し、自分の言動について振り返っている。 

 

３．寄宿舎生活での指導 

〇舎のルールについて２つの約束を行った。 

①日課をしっかり行うこと。 

→指示を出してもすぐ動くのは期待できないため 

「○時までにやってね」等、こちらがゆとりを持てる

ような待つ指導を行った。できたら賞賛することで、

行動の強化を図った。それにより、時間に遅れること

はあるがやるべきことはできるようになった。できな

い場合は解決の方法を提示し、本人のペースでできる

ように促すように努めた。 

②イライラや困りごとはすぐ相談してガス抜きするこ

と。当事者同士での解決はしないこと。  

 →人との関わりの中で起こりがちなトラブルが「た

だ見ている」ことを「ニヤニヤして見ている」等の誤

った認識をすることである。その場合は対話をするこ

とで、本人が落ち着いて自分の気持ちを話し勘違いに

気づくことができるようになった。 

 

４．保護者との連携について 

連絡帳を通して日頃の様子を連絡した。トラブルが 

あった場合は 

①トラブルの内容と学校の対応のしかた  

②対応を受けての本人の状態について 

記入し情報共有を図った。また、アンガーマネジメン

トの本を保護者に貸し出し活用できそうなところを提

示し対応の仕方の統一を図った。 

 

Ⅴ まとめ 

検査結果や医療との連携により本人の特性を踏まえ

た関わり方、指導方法の見立てができ職員間で情報共

有することで統一した支援ができた。 

２年生になったときのNの変化 

①授業中の自由な言動が減り、落ち着いて授業ができ

る時間が増えてきた。授業の中断も少なくなった。 

②自分の言動が原因でトラブルになったときも自ら相 

談できるようになった。本人と十分に時間をとって対

話をすることで、不安定な気持ちも徐々に落ち着き、

自らの言動を振り返ることができるようになった。 

しかし、女性徒や女子職員に対しての暴言は時々み

られ、引き続き支援が必要である。 

Nは周りから自分がどう見られているか、「怖い」「威

圧的」「顔つき」「態度」「言葉づかい」「姿勢」等、具

体的に本人が認識することができるとよい。そのため

には対話を通して一つひとつ自分の行動を確認するこ

とが大切である。また、激高した時の感情のコントロ

ールの仕方を一緒に考え、不適切な言動から人間関係

に影響がでることを知ってほしいと願う。今後もNが

周囲とより良い関係性を築いていけるよう、自分と人

との認識の違いに気づけるよう、対話を通しながら一

緒に考えていく姿勢を続けていきたい。 
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知的障害を伴う自閉症児を対象とした行動支援 

〜行動問題の弱化と望ましい行動を引き出すためのABAアプローチ〜 

大平特別支援学校 教諭 山口 飛  

Keyword：自閉症支援, 行動問題, ABA（応用行動分析） 

 

Ⅰ 問題と目的 

1. はじめに 

 近年の調査(特総研,2018)では、知的障害特別支援学

校に在籍する児童生徒のうち43.1％が自閉症あるいはそ

の疑いがあることが明らかとなり、2004年の調査と比較し

て5.3％も増加している。本校においてもその割合は高く

今年度在籍する児童生徒の56.1％が自閉症あるいはそ

の傾向がある。小笠原・守谷(2005)は、特別支援学校に

通う児童生徒の半数以上に何らかの行動問題がみられる

と報告しているが、本校でもこうした行動問題を呈する児

童生徒は、とりわけ自閉症あるいはその傾向のある児童

生徒に多く確認される。しかしながら、このような障害特性

に対する支援は教員個人の経験や力量に拠るところが

多く、組織として支援体制を整えるまでに至っていない。

こうした現状から、自閉症児の障害特性に配慮した実践

事例を蓄積し、教員間で共有する機会を持つことが、本

校の教育活動の発展のためにも必要だと考えた。 

 ここで取り上げる ABA(応用行動分析)は、スキナーの行

動分析学を行動問題の解決に応用する理論および実践

の体系で、その最も基本的な考えは「行動は個人と環境

との相互作用によって生起する」というものである。すな

わち行動問題へ介入する際、原因を児童生徒個人にの

み求めず、教室や教材教具などの物的環境や教師など

の人的環境を調整することにより、その行動を変容させよ

うとするものである。 

2. 研究の目的 

 対象は、重度の知的障害と自閉症を併せ有する小学2

年生の男児A。両手の拳で側頭部や頬を叩く自傷行動が

みられ、特に情緒が不安定な時には紫斑ができるほど強

く叩くことがある。また、この行動は学校だけでなく、家庭

や放課後等デイサービスなど生活場面を問わずほぼ毎

日生起する。家庭への聞き取りでは、1歳頃からこうした

行動が始まり、その後収まることなく日常的にみられるよう

になったとあった。この行動が今後常態化または重篤化

すると、学習機会は阻害され、社会的関係の形成にも何

らかの支障をきたす等、A児のQOLを著しく低下させる懸

念がある。そのため、早い時期に対応を考える必要があ

ると考えた。 

 本研究では、A 児の「行動」と学習・生活における「環境」

に焦点をあて、ABA に基づいた支援の工夫を講じること

で、問題となる自傷行動を減らし、望ましい行動を引き出

すことを目指す。 

Ⅱ 方法 

1. 対象児について 

 4・5月をベースラインとして、2つのフォーマルなアセス

メントを実施した。まず、PEP-3では、表出言語(13ヶ月)や

理解言語(12ヶ月以下)、感情表出(測定不能）など情緒・コ

ミュニケーションに関わる下位項目が未発達であることが

判った。また検査時の様子から、A児が関心を示して積極

的に取り組める課題の種類や作業意欲の傾向などを知る

ことができた。 

また、対象とする行動問題についてMAS(行動動機診断

スケール)を活用した。その結果(感覚:1.25、逃避:4.25、

注目:1.5、物的:5.25)、A児の自傷行動の動機は「物的要

求」である可能性が高いことが判った。 

2. 行動の記録 

 行動問題の原因を探るため、登校から下校までの1時

間ごとに、3段階「行動なし／1回（弱）／2回（強）」で行動

を記録した。その結果、ベースラインでは多い時には1日

に3回、週の中頃が特に頻度が高く、自傷行動が10分以

上続くことが1週あたり約1回生起していることを確認した

(図１)。また行動問題が生起する度に、行動の前後の状

況をなるべく細かく観察した。すると、とりわけ活動を阻止

された時(給食時にデザートを先に食べるのを制止される、

始業の予鈴がなり遊びを途中で止められる等)や活動を

指示された時(給食の準備をするように言われる、トイレに

行くように促される等)に行動問題が多く生起していること

がわかった。 

 
 

3. 支援方法の検討および行動問題への介入 

 A児の行動の記録をもとに、この行動問題の構造を理解

するためのABC機能分析を行った。これは、どのような条

件が行動のきっかけになっているか、またどのような周囲

の反応や環境の変化が行動を強化しているかを整理し、

行動問題の原因を推測するためのものである。 

図１ ベースラインにおける行動観察 
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 次に行動問題が生起しないようにするための事前の対

応の工夫、行動問題に代わる標的行動と、その行動を強

化するためのA児が喜ぶ褒め方や楽しみな活動などを検

討した。 

 
 ただ、実際には事前・事後の対応を工夫しても行動問

題は一定の頻度で生起していたため、このような場合の

対応として、行動を弱化するための工夫を考えた。 

 
 

Ⅲ 結果と考察 

 ここでは6月から7月までの介入をフェイズ1(32日間)とし、

ベースライン(17日間)と同様にA児の行動観察から行動

問題の生起頻度と回数の結果をまとめた。その結果、ベ

ースラインでは生起頻度は平均14.2％だったのに対して、

フェイズ1では平均9.6％(4.6％減)の改善がみられた。ま

た、1日あたりの生起回数は「1回(弱)」が0.73から

0.49(0.24減)、「2回(強)」が0.21から0.17(0.04減)に減少し、

曜日の偏りも目立たなくなった(図2)。 

 
 

 また9月から11月までの介入をフェイズ2(51日間)とし、

同様に行動観察の結果を比較したところ、フェイズ 1 と比

べて生起頻度の平均は 3.5％(6.1％減)、生起回数は「1

回(弱)」が0.14(0.35減)、「2回(強)」が0.04(0.13減)に改善

していることがわかった(図 3)。 

 

 本研究では、「両手の拳で側頭部や頬を叩く」という自

傷行動を示すA児に対して、ABAの理論に基づいた支援

を講じることで、行動の弱化を試みた。その結果、A児の

行動問題を減少させることができた。ただ、依然として一

定の頻度で生起していることから、今後も支援を継続・充

実させていく必要があるだろう。 

 

Ⅳ まとめ 

 森川・名越(2017)は「ABA に基づく支援が有効であろう

と、対象児者や支援者が実際に実行できる条件が揃って

いなければ、それらの支援は実行されずに終わるか、実

行されたとしてもほんの一時期で終わり、継続して実施さ

れることはない」と指摘している。そこで本研究では、こう

した実践事例を通して ABA アプローチの有効性を校内

で伝え、今後広めていけるように、理解啓発や普及の取り

組みを計画した。 

 まず、6月に行動面で特に気になる児童生徒について、

外部専門家を活用した個別のケース相談を実施した。続

いて10月には全職員を対象として、ABAをテーマとした

職員研修を実施し、実践を通してその理論や方法を学べ

るようにした。研修後のアンケートでは、96％の職員がこ

の研修から「子ども理解のための気づきを得た」と回答し、

「もっと学びたい」「すぐに実践したい」「自分の支援の仕

方を見直し改善していきたい」などの感想を得た。さらに、

休日を活用したOff-JT研修として、外部の専門家による

任意団体を運営主体とし、本校を主会場とした自閉症支

援者養成のための講座の企画に携わり、計15回の講義

やワークショップを実施している。 

 また、本研究で活用したMASやABC機能分析をもとに、

ABAに関して専門的に理論を学ばなくても必要な実態把

握と支援方策を考えることができる「行動支援ツール」を

作成し、行動支援が必要な児童生徒のための支援体制

づくりの一助とするため、校内でデータを共有し誰でも使

えるようにした。 

 行動問題を呈する自閉症またはその傾向のある児童生

徒に対して、行動の背景にある事象を観察・分析し、支援

方策を講じることで行動の変容を図ろうとするABAアプロ

ーチは有効な支援の手段と言える。その行動はなぜ起こ

るのか、増えるのか、維持され無くならないのかを知るこ

とで、より深く児童生徒の特性を理解す 

ることができると考える。 
 
《引用・参考文献》 
• 国立特別支援教育総合研究所 (2018)「特別支援学校(知的障
害)に在籍する自閉症のある幼児児童生徒の実態の把握と指
導に関する研究」 

• 小笠原恵・守屋光輝 (2005) 「知的障害児の行動問題に関する
調査研究 〜知的障害養護学校教師への質問し調査を通して
〜」『発達障害研究』, 27(2), pp137-146 

• 森川明子・名越斉子 (2017)「応用行動分析学に基づく支援に
おける文脈適合性」『埼玉大学紀要』, 66(2), pp269-282

図2 フェイズ 1 における行動観察 

図3 フェイズ 2 における行動観察 
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テーマ「一人一人の障害特性に応じた指導・支援のあり

方」 

司会：仲松 智（西崎特支）・金城 裕紀（宮古特支） 

運営：澤岻 圭祐（大平特支） 

 

1. 提案の要旨 

(1) 大城 ひろみ（沖縄高等特支） 

 職業自立や社会的自立を目指して学習している沖縄高

等特別支援学校で学ぶ対象生徒の問題行動（暴力、暴

言、飛び出し）、友人とのトラブルの原因を分析し、医療

機関、保護者の連携を図りながら支援方法を考えていく

研究である。 

 本人の特性と対応方法について教師間で情報共有を

統一するために寄宿舎生活も含め支援方法を検討、実

践し、引き続き支援が必要な部分はあるが安定した気持

ちで自らを振り返ることができるようになってきた。 

(2) 山口 飛（大平特支） 

 知的障害を伴う自閉症児を対象とした行動支援 ～行

動問題の弱化と望ましい行動を引き出すための ABA ア

プローチ 

・目的と方法 

重度の知的障害、自閉スペクトラム症（小２男子）の自傷

行動を減らし、望ましい行動を増やすことを目指す。 

 対象児について、４月をベースラインとして、２つのアセ

スメントを実施する。PEP-3（教育診断検査）と MAS（行動

動機診断スケール）を行う。 

生起行動の記録を三段階で示し、１時間ごとに記録し残

す。１年を４期のフェーズに分けて、生起回数（頻度）や行

動の強弱を比較する。 

 支援方法の検討のために ABC機能検査を行う。 

・結果と考察 

 ABA 理論に基づく介入により、A 君の自傷行為が減少

した。行動問題が弱化し、情緒の安定につながった。 

・行動の背景にある事象を観察・分析し、支援方策を講じ

行動の変容を図ろうとするABAアプローチは有効な支援

の手段と言える。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Q：取組から改善が見えた期間を教えて下さい。 

A：1 年の３学期ごろから取組を始めた。３学期の３ヶ月間

取組を行った。進級後の２年生の２学期から発表のような

改善が見られた。 

Q：問題行動のある生徒は、怒っている最中はどのような

ことを考えているか聞いたことはありますか。 

A：対象の生徒にクールダウン後聞くと、あまり覚えていな

い感じであった。様子を動画に撮って使用したことはなく、

最中の様子を伝えるとこのようなことをしてしまったのかと

自覚でき、話合いができるようになり振り返ることができた。 

Q：高等部段階で、自我の芽生えもあり派手な行動に対し

て対応するということは大変だろうと感じました。周囲から

自分がどのように見られているかという想像するため自

分の言動を振り返ることに関して現段階のアイデアがあ

れば教えて下さい。 

A：繰り返しになるのですが、まだまだトラブルはある。2

歩進んで 3歩下がることもある。大きく怒ることは減ってき

ている。自分を振り返ることが成長につながるので落ち着

いたとき対話の時間をつくって丁寧な対応で振り返りを

行っていきたい。最近の友人間の話合いでは飛び出す

ことも、怒り出すこともなく対応できていた。その部分を褒

めて行くことを積み重ねることが本人の力になると思う。

出口の教育なので、必要なコミュニケーションをしっかり

身につけさせたい。 

Q：中学校からの引き継ぎはどのようにしてあったのです

か。個別の支援計画などを含めて教えて下さい。 

A：中学校からは、よくトラブルを起こしていて保護者が学

校へ出向くこともあった。座学が苦手、本人の集中力をき

らさないように。ハンドボールが得意等、スポーツが好き

などあった。本人の良いところを認めつつ伸ばしていくよ

うに引き継ぎを受けている。 

(2)の提案について 

Q：問題行動への対応で、家庭との連携をどのように行っ

たのか。 

A：毎日の連絡帳で、家庭とのやりとりを行った。シールを

使い表現することで、保護者が身構えないように、意見を

出しやすいように工夫した。 

Q：生徒 A君が授業にスムーズに取り組めるように、ルー

ティーンを決めて行っていたが、どのように支援をすす

めていったのか。 

A：A 君だけでなく生徒の支援については、ペアの担当

先生とうまく連携するために、放課後に時間を取り情報交

換を行い、支援の方法を共有するようにした。 

A:生徒への対応の仕方を次学年にどう伝えていくのか。 

Q:個人ファイルを作って伝えた。担外として関わることが

できたので、引き続き指導することができた。 

Q：生徒 A君の生起行動が、週の半ばに増えているのは

なぜか。 

A： １週間単位で記録を取り、行動を調べていくことで、

原因が推察することができた。 例）給食準備時間に多く

なっていたことから、教師から生徒への指示が多くなった

ときに、生起行動が増えたと考えられる。 

Q:アセスメントツールはどのように活用したのか。 

A:MAS（行動動機診断スケール）は、フリーで使うことが

できた。PEP-３（教育診断検査）は、高価なものなので教

育センターから借用して使った。 
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3. 研究協議 

(1) 研究協議は特に実施なし。質疑応答内で話合い。 

(2) 今後の課題として 

・ まだ一定の頻度で行動問題が生起しているので、支援

の継続と充実が必要。 

・ 対応が個別的で特定の教師の関わりに頼っているので、

チームで対応できるように学校の体制づくりをする。 

・ 支援を継続できるように、教員個々の専門性を向上さ

せる。研修の充実。 

(3) その後の取り組み 

・ 自立活動に特化した個別の指導計画の開発と活用を

行った。 昨年度から全児童生徒について作成してい

る。外部助成研究として（奨励賞）を受賞。 

・ 校内全体で「応用行動分析」、「授業改善研究」につい

て研修を行う。 外部専門機関主催の自閉症支援者養

成講座（年15回）を本校会場として行った。 

・個別のケース相談の充実をはかる。 

 外部専門家（心理士等）を活用した相談体制づくり。 

 自立活動コーディネーターの配置。 

・行動支援ツールを作成し、校内でデータを共有、生徒

に関わる職員が使用できるようにした、 

   MAS（行動動機診断スケール）、ストラテジーシート、

行動生起頻度チェックシート、行動観察シート 

 

4. 指導助言 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻 

准教授 城間 園子 

(1)の提案について 

・ 周囲の無理解。障害児は、能力のアンバランスさが見

た目に分かりにくいこともとあり、叱責や避難を受けや

すく、失敗体験を積み重ねやすい。自分自身を好きに

なることができなければキャリア教育の自己理解には

繋がらない。小さい頃から叱られている原因が理解で

きていない部分が保護者の対応を含め重要である。自

閉症は早期支援が必要である。関わりによって子ども

の行動が変容してくる。 

・ マイナス評価の蓄積によって、自分、他者への否定的

な認知スタイルの形式が対象の生徒ではされているの

ではないか。劣等感や無力感、疎外感、被害的対人認

知につながっているのではないか。 

・ 二次的な障がいが深くなると精神面あるいは行動面で

の症状がでる。自傷や他傷、気分障がい、フラッシュバ

ック等が起こる。 

・ 子どもをきちんと捉えて支援をする必要がある。児童生

徒側だけの要因だけではなく教師自身の要因もある。

子供がわのアセスメントはかなりされているが、係わる

教師側の振り返りはなされていない感じがする。わかる

ように伝えているのか。視覚的に提示できているのか。

興味関心を引くものであるのか。教師の側もパニックは

つらいがそれを受け止める包容力があるかどうかも関

係してくる。 

・ 子供につたえるコミュニケーション能力が必要である。

子どもの分からないことを引き出すことができているか

が大切である。今回は高等特別支援学校のケースでは

対話をしてしっかり伝えていた。 

・ 発達アセスメントとは、人を理解し、人の行動や発達を

予測し、その発達を支援する方法を決定するために行

われる測定・評価である。発達支援のニーズを把握す

るため、支援目標、方法を決定するためのアセスメント

がある。高等部の発達の段階をしっかり押さえることに

より、自我の芽生えが出てくる。自閉の生徒ほど周囲の

環境の様子で変わる。育ってきた環境、親御さんとの関

係性が大きなウエイトを占めていくということである。 

・ 障害のある生徒の実態把握は様々なところから見てい

く必要がある。中学から継続して一環性で見ていく。教

育支援計画、教育指導計画がうまく活用されていない

場合がある。 

(2)の提案について 

・ 実態把握の工夫がなされていた（アプリの活用）。根拠

ある実態把握（複数の視点、データ化）が重要になる。 

環境（物的・人的な関わり方）に焦点をあて、指導・支援

に生かせるようにする。 

・ 問題行動の捉え直し、応用行動分析学の活用がなされ

ていた。 

・ 専門機関、保護者との連携 

・ 教職員の資質向上がはかられていた。 

・ 校内支援体制の構築に取り組まれていた。 

 

課題 

・ 個別の教育支援計画、個別の指導計画をどう活用して

いくのか。（一貫性、継続性） 

・ 早いうち、小学部段階からのキャリア教育をどう進めて

いくのか。（自立と社会参加） 

 

5. まとめ 

生徒の心理学的・教育的側面から行動特性の把握をし

ている。苦手なことのみではなく、得意なことを適切に捉

えていた。行動の記録をとり、知識と関わりなど指導と支

援に生かしている。ルールや約束事、SOS の出し方など

が大切である。 

医療などの関係機関と連携を図った指導・支援ができて

いる。 

成功体験を積ませること、自己肯定感の向上と自己理解

が大切である。指導の一貫性と切れ目のない支援体制

の継続性のある引き継ぎが重要である。 

記録：古川誠（沖縄高等特支）・田港朝仁（石田中） 
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交流及び共同学習においてスムーズに活動できるための取り組み 

〜集団活動参加のための素地づくり〜 

はなさき支援学校 教諭 比嘉 佐和子  

Keyword：かかわる力, 注視力, 見通す力 

 

Ⅰ 目的 

1. はじめに 

特別支援学校に在籍している児童生徒は、地域の中

で生活しながら地域の子供たちと接したり交流したり

する機会がほとんどのないのが現状である。また、下

校後や長期期間休業中等、障害者を受け入れている放

課後等デイサービスを利用しているので、兄弟姉妹以

外の同世代の子ども達との交流も限られている、この

ような現状の中、インクルーシブ教育を推進して障害

の有無にかかわらず互いを理解し、尊重し合える共生

社会を目指していくためにも、教育の様々な機会を通

して、相互理解、相互交流及び共同学習を行う、いわ

ゆる共学の必要である。 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成29

年４月告示）においても、「障害のない幼児児童生徒と

の交流や共同学習の機会を設け、共に尊重し合いなが

ら協同して生活していく態度を育むようにすること。

特に、小学部の児童又は中学部の生徒の経験を広げて

積極的な態度を養い、社会性や豊かな人間性を育むた

めに学校の教育活動全体を通じて活動を共にする機会

を積極的に設けること（途中抜粋）」と記述されている。 

また、文部科学省ガイドには、交流及び共同学習の

意義として、「障害のある子供と障害のない子供、ある

いは地域の障害のある人とが互いに触れ合い、共に活

動する機会を設けることが大切です。共に支え合う意

識の醸成につながると考えます。（途中抜粋）」とある。 

 本校の交流及び共同学習の形態としては、隣接する

特別支援学校や近隣の小学校と行っている「学校間交

流」、特別支援学校に在籍する児童が居住する地域の小

学校との交流を行う「居住地校交流」がある。今回は、

居住地校交流実施までの取り組みを中心に報告する。 

2. 研究の目的 

・よりよい交流となるために、本児に必要な力とはな

にか、身につけさせたい力をアセスメントから導き出

して指導実践する。 

・相手校とどのような形で連携をとりながら実施まで

に至るか、その流れについて明らかにする。 

 

Ⅱ 指導計画 

1. 居住地校交流実施までの計画 

 居住地校交流実施までの主な流れが表１である。学

期１回を目安に、児童の実態に応じて実施時期、時間、

内容について相手校の担任と打ち合わせを行いながら

計画し、実施する。 

表１ 居住地校交流実施までの指導実践計画 

月 内   容 

４月 
６月 

７月 

 ～ 
10月 

１月 

３月 

・保護者へ居住地校交流希望調査 
・居住地校交流校との打ち合わせ 

・身につけさせたい２つの力を高める指導実践 

（①かかわる力，②学習に取り組む姿勢） 
・第１回居住地校交流実施 

・第２回居住地校交流実施 

・保護者へ次年度の居住地校交流希望調査 

 

Ⅲ 研究の実際 

1. 対象児童の実態 

 対象児は、小学部１年生男児である。本児は、自分

から他者への一方向にかたよりがちではあるが言葉で

要求を伝えたり、簡単な言語指示を理解して行動した

りする等、言葉でのコミュニケーションが可能である。

また、身辺自立においてもほぼ一人で行うことができ

る。一方で、一定時間座って話を聞くことが難しく離

席が多かったり、注視力や集中力の低さから他のとこ

ろに注意がそれ話を聞いていなかったり、遊びから学

習への切り替えが難しかったりする等、集団活動にお

ける課題がいつくか見られた。幼稚園の時には支援員

がついており、集団活動においては、ほぼ支援員との

１対１での活動を行っていた。 

 
図１ S-M 社会生活能力検査（５月） 

2. 指導の実際 

 入学当初より、保護者は居住地校との交流を希望し

ていた。そこで、本児がスムーズに交流活動を行うた

めに、下記の取り組みを行った。 

(1) かかわる力を高めるための取り組み 

(ｱ) コミュニケーションスキルを高める 

 ・他教師に協力を仰ぎ、積極的に朝の挨拶をする

機会をつくり、毎日の挨拶の中で挨拶の仕方だけ

ではなく、相手の名前を覚えたり、話をしたりす

0 1 2 3 4

自己統制（SD）
集団参加（S）
意志交換（C）

作 業 （O）
移 動 （L）
身辺自立（SH）

才
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る力を高める学習 

 ・手伝いを通して、担任以外の教師とやりとりす

る力を育てる学習 

 ・担任からの伝言を他教師へ伝える学習 

(ｲ) 友達への関心を高める 

 ・教室移動の際は、手をつないで移動することを

徹底しながら、ペアとしての意識づけを促した。 

 ・台風の目、大玉転がし等、友達と協力しながら

行う学習活動の設定 

 ・友達の話をじっくり聞く学習 

 ・友達と相談しあう場の設定 

(2) 学習に取り組む姿勢を養うための取り組み 

(ｱ) 注視力を高める 

 ・読み聞かせタイム 

 ・PP等を活用した授業の工夫 

 ・よい姿勢づくりのための身体の学習 

(ｲ) 見通す力を高める 

 ・視覚的支援ツールの活用 

 ・活動の切り替えを高めるためのタイマー使用 

 ・活動ごとの場の設定の工夫 

3. 居住地校交流の様子 

(1) 相手校との打ち合わせ 

  本児の実態について、事前に相手校との情報交換

を行った。本児が得意とする活動を中心に交流を実

施できるよう調整した。 

(2) 事前指導 

  本児が見通しをもって交流を行うことができるよ

うに、事前に交流する場所や日時について学習した

り、交流する活動と同様の活動を事前に何回か本校

でも取り組んだりすることで、スムーズに交流を行

うことができるよう取り組んだ。 

(3) 交流の実際 

  今年度は２回の交流を実施することができた。交

流を行った際、毎回保護者が交流の記録を書いてい

る。保護者の記録より、交流を通して見えてきた本

児の成長や課題について抜粋した。 

表２ 交流を通して見えてきた成果と課題 

実施日 R1.10.10（8：00～9：30） R2.1.22（8：00～10：30） 

内容 朝の会、読み聞かせ 

幼稚園児との交流会 

朝の活動（鬼の面の塗り絵） 

図工（おもちゃ作り） 

成果 ・挨拶や身支度は、日頃は

なさきで培ったことが発揮

できていた。 

・他児とのかかわりの中で

も積極性が見られた。 

・読み聞かせも集中して見

ることができていた。 

・号令などを含めた挨拶、

片付けなど積極的に行うこ

とができた。 

・教師の指示に応じた活動

切り替えがスムーズにでき

るようになっていた。 

 

課題 ・姿勢が崩れやすく、椅子

に座りながらも足を広げて

いた 

・課題に取り組む以外の着

席は、姿勢が崩れやすい 

・他児（作品）への興味関心 

 

Ⅳ まとめ 

1. 成果 

・本児の集団参加における課題についてその実態を把

握し、課題改善に向けた指導を丁寧に行うことで、い

つもと異なる集団の場においても、持てる力をしっか

り発揮することができ、より充実した交流の実施につ

なげることができた。 

・事前に相手校との連携を密にし、本児の実態につい

て情報交換を行うことで、無理なく交流を実施するこ

とができた。 

2. 課題 

・交流で行った学習についての評価基準を明確化する

必要がある。 

・その場限りの活動で終わらないように、継続的に交

流を行っていく仕組み作りが必要である。 

 

Ⅴ 最後に 

 「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス

テム構築のための特別支援教育の推進（報告）の中で、

インクルーシブ教育システム構築のためには、「障害の

ある子どもが、地域社会の中で積極的に活動し、その

一員として豊かに生きることができるよう、同世代の

子供や人々との交流等を通して、地域での生活基盤を

形成することが求められている。このため、可能な限

りともに学ぶことができるよう配慮することが重要で

ある。」と、可能な限り地域で学ぶ重要性が述べられて

いる。本校においても、R２年度、地域の学校での学び

が可能だと思われる児童に対して、積極的に交流の機

会を設けながら、地域の学校への転学に結び付けるこ

とができた児童が３名いる。児童の学ぶ場としてどち

らの学校がより適しているのかをしっかり見極めなが

ら、児童の持てる力を充分に発揮できる学習の場を確

保できるように、今後も積極的に交流及び共同学習の

場を設けていきたい。 

 

《引用・参考文献》 

・『共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築の

ための特別支援教育の推進（報告）』, 平成24年7月, 文部

科学省 

・『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領』，平成29年４月

告示, 文部科学省 

・『障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒の交流及

び共同学習等の推進について（依頼）』, 平成30年２月, 文

部科学省 

・『交流及び共同学習ガイド』, 平成31年３月, 文部科学省
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Ⅰ 主題設定の理由 

 我が国は、障害の有無に関わらず、誰もが相互

に人格と個性を尊重し合える共生社会の実現を

目指している。 

 平成２９年４月に告示された特別支援学校小

学部・中学部学習指導要領においては、各種学校

間の連携や交流を図ると共に、障害のない幼児児

童生徒との交流及び共同学習の機会を設け、共に

尊重し合いながら協働して生活していく態度を

育むようにすることが示されている。 

 本校においても、実技教科や特別活動、道徳な

どの教科等において通常学級（支援学級在籍生徒

が所属している通常学級（以下「協力学級」とす

る。）との交流及び共同学習を進めているが、特

別支援学級在籍（以下「支援学級」とする。）の

生徒は、他者の前で自分の気持ちを表現すること

をためらうなど、自己理解や自己表現に自信を持

てていないことから、他人との交流等に対して消

極的な面が見られる。 

 また、道徳授業においては、道徳的価値に迫る

ための理解が十分でなく、自分の考えを表出する

までに至らない現状がある。 

 以上のことから、交流及び共同学習を充実させ、

相互の触れ合いを通じて豊かな人間性を育むた

めには、支援学級の生徒が、交流の場で安心して

自分の考えを表出しようとする意欲を高めるこ

とが必要であると考え、本研究テーマを設定した。 

Ⅱ 研究仮説 

 生徒の特性に合った考えを交流する場面の工夫

を行えば、自分の考えを表出し交流意欲が高まる

であろう。 

Ⅲ 研究の内容 

(1)他校の支援学級との共同学習 

 支援学級において、物事を広い視野から多面

的・多角的に考える前段階として重要なことは、

考えを交流する対話的な学びの工夫である。そこ

で、自分の意見を持ち、表出し伝え合うため、他

校の道徳授業で行われていた学び合い活動を参

考に「Sharing time」を設定した。 

 Sharing time とは、発問に対する自分の考えを

友達に伝え合う活動である。ワークシートに書い

た自分の考えを相手に伝え、考えを伝えた相手か 

らワークシートにサインをもらうよう指示した。

ワークシートにサインをもらう箇所を設けるこ

とで、生徒が何人の生徒に自分の考えを伝えるこ

とができたか分かるように工夫した。また、発問

に対する自分の考えを書く箇所は、リード文にせ

ず、空欄にしてイラストまたは、言葉で自由に表

現できるようにした。 

道徳の授業で支援学級の生徒が自分の考えを

相手に伝えるためには、内容を正確に理解するこ

とが必要不可欠であることから、読むことに課題

がある生徒に対して挿絵を提示し、内容を理解し

やすいようにした。さらに、道徳で取り扱う題材

の内容については、道徳的価値に迫ることができ

るよう、教師が内容を整理し、短く簡潔な文章に

編集する工夫をした。 

授業の導入においては、題材内容を自分事とし

て関心を持って授業に取り組むことができるよ

う、事前にアンケートを実施し、アンケート結果

を伝え活用した。 

以上の活動も含め、他校との共同学習は、コロ

ナ禍の状況のため、実際直接対面しての共同学習

ではなく、同じ題材においての授業実践を行い、

お互いの意見の共有を図った。 

 

図１：Sharing time の活動様子 

(2)協力学級での交流 

 中学生は思春期であるため相手を意識し、自分

の考えを表出することを躊躇してしまう年代で

ある。特に、自己肯定感が低い生徒が多い支援学

級の生徒達が、協力学級で自分の考えを表出する

ためには、羞恥心という高い壁を越えなければな

らない。そこで、黒板に生徒の思考の流れをまと

める場面では、支援学級の生徒が声に出さなくて

も自分の考えを表出できるように、自分と同じ意

見である場所にネームプレートを貼ることにし

た。これは、本校の道徳授業においての全体的な 

交流及び共同学習における表出意欲を高める指導支援の工夫 

～特別の教科 道徳の授業を通して～ 

            美咲特別支援学校（元浦添市立仲西中学校） 教諭 儀間 幸枝  

Keyword:交流及び共同学習, 道徳授業 
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取組の一つでもある。 

また、増田謙太郎(2018)は、生徒達が安心して

多様な考えを発信するよう引き出すために、選択

肢を用意することを提案している。そこで、増田

氏が著書『「特別の教科道徳」のユニバーサルデ

ザイン』で紹介している「モデル選択肢シート」

を活用することとした。 

Ⅳ 結果及び考察 

(1)他校の支援学級との共同学習 

  研究スタート時に比べ、９か月の間に道徳授業

に意欲的に参加し、自分の考えを表出しようとす

る様子が多くみられた。表１のアンケートの結果

からも見られるように、５月時点では、道徳授業

が嫌いな生徒が７０％もいたが、２月には、「好

き」と回答した生徒が６９％も増えた。主な理由

としては、「Sharing time が楽しいから」や「分

かり易いから」、「動画や写真を観るから」等が挙

げられた。 

 

 

 

 

 

 

次に、表２に見られるように、５月時点と比べ、

９か月後の２月には、自分の考えを表出できるよ

うになった生徒が増えている。授業においても、

出来るだけ多くのサインをもらおうと表出意欲

が高まった様子が見られた。この Sharing time

の活動により、生徒達が自分の考えを表出するこ

とへの不安感が減り、支援の手立てを工夫した成

果が見られたと考えられる。 

さらに、表３に見られるように、他校との共同

学習は、お互いの意見の共有のみであったが、「や

って良かった」との前向きな回答が多かった。 

主な理由として、所属校の友達の考えだけでなく、

他校の生徒の意見を共有し合うことで、新たな考

えも深まり、考えを表出しようとする意欲につな

がったと考えられる。 

 (2)協力学級での交流 

 協力学級では、これまで自分の意見を表出する

ことが殆どなかった生徒が、ネームプレートを使

って、自らの考えを表出することができた。また、

支援学級で実施した同じ題材を協力学級でも学

習した際には、二度目ということもあり、安心し

て自分の考えを表出できていた。 

表４に見られるように、９か月間の期間で、自

分の考えを表出できたと回答した生徒が増えて

いた。これは、協力学級担任の指導による学級の

支持的風土が確立してきている効果も大きいと

考えられることから、協力学級担任との指導の連

携は重要であることが明らかとなった。 

表４「考えを伝えることはできている。」の質問回答 

協力学級における授業 

 ５月 ２月 

はい ４％ ５１％ 

いいえ ７４％ ３２％ 

分からない ２２％ １７％ 

Ⅴ 成果と課題 

○：成果、●：課題 

 ○生徒の特性に応じた考えを交流する場面の

工夫をすることで、自分の考えを表出しよう

とする意欲が高まった。 

 ○授業実践を重ねるごとに、支援学級と協力学

級の生徒双方のお互いを認め合おうとする

意識の変容が見られた。 

 ○協力学級の先生達と毎週共同での指導案作

りをすることで、お互いに情報を共有しユニ

バーサルデザインの視点を持った授業づく

りができたことは、他の授業づくりにおいて

も有効であった。 

 ●今後も交流及び共同学習を推進し、考えを表

出する意欲を高めるためには、協力学級担任

との情報共有の時間の確保が必要である。 

 ●集団での一斉授業において、生徒個々のニー

ズに応じた十分な支援は難しいと感じたが、

今後も生徒が安心して自らの考えを表出で

きるように、更なる工夫が必要である。 

 

 《引用・参考文献》 

・増田謙太郎著『「特別の教科 道徳」のユニバーサルデ

ザイン』 pp.60-63,明治図書, 2018 

・文部科学省『特別支援学校教育指導要領解説総則編』（幼

稚部・小学部・中学部）,開隆堂出版会社,2018 

・文部科学省,｢交流及び共同学習ガイド｣,2019 

表１「道徳の授業はすきですか。」の質問回答 

 ５月 ２月 

好き 6% 74% 

嫌い 70% 14% 

分からない 24% 12% 

表２「考えを伝えることはできている。」の質問回答 

支援学級における授業 

 ５月 ２月 

はい １５％ ８５％ 

いいえ ８０％ １２％ 

分からない ５％ ３％ 

表３「交流学習はどうでしたか。」の質問回答 

やって良かった。 良くなかった。 分からない。 

９０％ ０％ １０％ 
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テーマ「心のバリアフリーのための交流及び共同学習」 

 

司会：新城 裕子（久松小）・渡口 善明（知念中） 

運営：仲村 新吾（はなさき特支） 

 

1. 提案の要旨 

(1) 比嘉 佐和子（はなさき特支） 

居住地校交流実施において、よりよい交流となるた

めに本児に必要な力とはなにか、身につけさせたい力

をアセスメントから導き出した指導実践と相手校とど

のような形で連携をとりながら実施までに至ったか、

その流れについて。 

 

(2) 儀間 幸枝（美咲特支・元仲西中） 

支援学級の生徒が交流の場で安心して自分の考えを

表出しようとする意欲を高めるために、生徒の特性に

合った考えを交流する場面の工夫を道徳の授業を通し

て行い、交流及び共同学習を充実させ相互の触れ合い

を通じて豊かな人間性を育むことを目指した。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Ｑ：対象児童は小学部１年であるが、幼稚園児との交

流であったのか。 

Ａ：１年生の生活の時間に幼稚園生を招待する活動が

あり、それで幼稚園児と小学部１年生の子たちとの

交流を行っている。また、同年代の児童とも交流があ

り、一緒に幼稚園児を紹介している形となっている。 

Ｑ：地域の学校への見学を３名で実施したということ

であるが、その３名は年に何回ぐらいの交流を実施

したのか。 

Ａ：基本的に居住地校交流は1回であるが、その３名

は既に転学を見通してということだったので月に 1

回程度継続して実施できるよう先方の校長へ協力し

てもらい連携して行った。そのように実施して転学

した。 

Ｑ：転学した３名のその後の様子について。その後は

関わりを持っているか。 

Ａ：また新たに交流を行う児童がいるのでその際に先

方の先生に話を聞いたりする形で情報交換を行って

いる。転学後の児童との交流はまだ行ってないが、そ

の後何かあれば相談を受けたりという形でつながっ

ている。 

Ｑ：受け入れる側の学校では、事前の児童達への周知

はどうしているのか。 

Ａ：今回とは違うケースであるが実態の重い子との交

流を受け入れている学校の先生から、事前の打ち合

わせで「どのような形で子どもについて説明したら

よいか」との質問があったので「こういう子ですよ」

と説明し「こういうところは気を付けてください、と

子供たちにも伝えてください」と依頼したところ受

け入れ先である通常学級の先生が事前に授業を行い、

そのなかで子供たちに説明をしてくれたおかげで当

日の交流に繋げることができた。 

 

(2)の提案について 

Ｑ：題材設定の選定の仕方について。35時間という限

られた時間の中で題材の兼ね合いや内容項目に関し

どのように他校の先生と話し合い進めていったのか。 

Ａ：題材設定について。支援学級の生徒は協力学級で

も道徳の授業を受けているので、支援学級でやるど

の項目を支援学級で受けるかは支援学級の先生方と

話し合って選定している。教育課程メンバーでは、同

じ教科書を使っているので、教育課程の交流授業は

コロナ禍ということで 1 回のみであり、どの教材で

研究を進めていくかはメンバーと話しあって設定し

た。 

Ｑ：交流学級で行っている項目とご自身の知的の学級

で行っている項目は内容が被らないようにやってい

るのか。それとも事前学習の様な形で実施したうえ

で深めて交流に行くような形で実施することもある

のか。 

Ａ：両方ある。支援学級で受けた授業を協力学級で再

度受ける際には、生徒はやはり 2 度目ということも

あり、安心して自分の考えを表出しており、初めて受

ける授業よりは表出ができている印象を受ける。 

Ｑ：挿し絵やイラストを準備する際の工夫について。 

Ａ：教材の内容によって動画を撮ったり、挿し絵で工

夫を行った。挿し絵は教科書の挿し絵を使った。デー

タからとってラミネート加工し繰り返し使えるよう

にした。挿し絵だけではなく動画も教材の内容を支

援学級の先生方全員で協力しロールプレイング・役

割分担で動画を撮り内容を理解させるという工夫も

行った。 

Ｑ：結果および考察において道徳が好きになったとい

うパーセンテージが非常に上がって自分の考えを伝

えることができている、ということであったが、その

効果が他の授業でも出ているのかどうか。 

Ａ：自分の考えを自信持って伝える回数が多くなった

ので「できた」という気持ちが高くなり、この数値に

なったと考えられる。協力学級で 1 つの道徳授業を

通して、自分の考えを伝えられたことが自信となり、

以前より回数が多いわけではないが安心して少しず

つ表出できるようになっている印象を受ける。 
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3. 指導助言 

沖縄県立はなさき支援学校 

校長 大城 麻紀子 

(1)の提案について 

・ 支援学校支援学級の子供達にとっての課題の一つと
して生活する力がある。それは４つあるが、まずは①

身辺自立日常の生活で、それから社会の中へと様々

なことを身辺自立する必要があり移動もそれに含ま

れており、②学習や活動への意欲や関心を高めてい

く。意欲や関心を高めていかなければ、学習や活動に

向かうことができない。 

・ それから➂自己選択力、判断力が必要。④自分の目標
を決める力、それから学習の活動を振り返る力とい

うことも生活する上で私達が様々な試行錯誤をしな

がら自身で考えてやっている。 

・ それからもう一つ、人や社会と関わる力。これは①コ
ミュニケーション力。どうやって自分の気持ちを相

手に伝えるか、そこから相手がいったい何を言って

いるのか汲みるということ、こういったコミュニケ

ーション力といったことも課題になってくる。 

・ ②自分の役割を理解する。自分は今どういう立ち位
置に居るのかどんなことを求められているのか、ど

ういうことをすればいいのかということを自覚する

ということも大切。 

・ そして➂自己理解、他者理解。今の自分はどういう状
況なのか、自分の障害と向き合えているか。他者・相

手はいったいどういう立場にあるのか、相手はどう

いうことを自分は分かればいいんだろうか。そうい

ったことを含め④集団に参加する態度が必要になっ

てくる。 

・ 支援学校にしても支援学級の子どもたちにしても、
以上の合わせた 8 つの力といったことに課題を持っ

ているということが往々にしてある。その中で比嘉

先生の実践の中では身辺自立（移動）、学習や活動へ

の意欲や関心、コミュニケーション力、集団へ参加す

る態度に対してアプローチをかけたとしていたので

はないか。 

・ 一つ目が生活する力の身辺自立、移動。自分の学級だ
けではなく自分の学級を教師の力を借りずに移動し

色々なところで自分の役割を果たして行くというこ

と、それから学習や活動への意欲や関心を少しずつ

高めていく・自分から向かう力をつけていくという

ことに、実践の中からアプローチしていた。 

・ それから人と社会と関わる力のなかでは、コミュニ
ケーション力。これがないとやはり居住地交流はな

かなか難しい。それから集団へ参加する態度。特別支

援学校はどうしても少人数になっているので、居住

地に行った時の大人数の中、集団の中に参加する態

度ということを学校の中でまず事前学習として丁寧

に取り組んでいたのではないか。 

・ そして、事前学習の後に居住地校交流での交流及び
共同学習をとおして、実際に実施に際して、互いの学

校や保護者と調整を丁寧に行ったということが分か

った。特別支援学校から居住地校へ行くための準備

をして実施するということはとても大切。それは子

どもたちにとっての心づもりでもあるが、一緒にそ

ばで見守る保護者・一緒に参加する教師としても、こ

うした準備は入念にしてから交流へ行くことにより

成功体験に繋がっていく、ということが実践から分

かったのではないか。 

・ 社会性を養って互いに尊重するという交流及び共同
学習のねらいのために人や社会のかかわり方を学ん

でいた。挨拶、簡単な応答、相手の名前を覚える。こ

れは本当に話すためにはとても最低限必要なことで

ある。それを学校の中で取り組み、その後交流につな

げたとのことで非常に良かった。 

・ 相手の話を聞くために教師の指示を聞いていく、そ
れに対して簡単な応答ができる、ということをまず

学校の中でその素地を作ってから交流に臨むという

ことで、集団の中でも読み聞かせのような形でしっ

かりと 1 番前ではあったとしてもしっかりと聞く能

力を持っていたのではないか。そういう中だと言葉

だとコツコツとした小さなことの積み重ねの中で社

会性を育てることで友達の活動につながり、そして

1人で移動できる範囲も広がっていくことになる。 

・ 経験を深めるというねらいの為に学習を通して生活
する力を学ぶ、無理のない学習であった。もし交流及

び共同学習のためにここまで狙っていこうというも

のでありそのねらいが本人にとって高見にあった場

合だとしたら子どもたち自身が参加しづらかったの

ではないか。そういった中で、この子にとってのアセ

スメントをしっかり実施し無理のない学習内容を行

ったことで交流及び共同学習の中でスムーズに繋が

った。くり返し行うことにより互いに尊重し合いな

がら共同学習を行うという態度を養うことができた。 

・ 実践事例としては小学校一年生時であるが、令和元
年から 2 年経った現在にいたるまでこの交流及び共

同学習がしっかりと居住地校とつながっているとい

うことに繋がっている。 

・ 今後の課題…年間で居住地校での交流及び共同学習
の機会を増やすこと、支援学校側が行える授業（例：

障害理解など）について行うこと。居住地校での交流

及び共同学習を行う際は受け入れ先の学校側での

様々な設定によるところが多いが、支援学校として

受け入れていただくという視点でやるだけではなく

支援学校側が行える授業（例：障害理解など）につい
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て行う。このような機会が支援学校側も積極的に必

要になってくる（居住地交流のみならず校種間交流

の場合も同様）。相手が計画したことに便乗するので

はなく「共に作る交流及び共同学習」をこれから推進

していくことが必要でありそれが支援学校に求めら

れている。 

 

(2)の提案について 

・ 前の助言冒頭で示した生活する能力の 4 点、それか
ら人と人や社会と関わる力の 4 点の中から儀間先生

がこの実践の中で取り組んだのは、「学習や活動への

意欲や関心を高める」ということ。それは最初（５月）

のアンケートと２月のアンケートの結果で如実に表

れていた。 

・ それともう1つは「自己選択力や判断力」。自分で自
分の意見を言うという選択、それからどういう意見

の言い方があるかということを選択する。子供たち

はサインであったり言葉にしたり書いたり、身振り

表情など色々な表出する力があるが、それを自分で

選択するということが支援学級の子どもたちにとっ

て中々自信がないが故にできないところである。な

ので自分には 1 つの選択ではなく様々な選択肢があ

る、ということに気付かせたというのも非常に良い

実践だった。多くの選択肢の中から自分で選ぶから

こそ、判断力が高められていくということ、そして自

分の目標を決める、学習の活動を振り返るという力

へもつながっている。 

・ 色々な教材の工夫やそれからの授業の中で、この「分
かり易い授業づくり」を大変ご苦労されて行ったと

思う。その上で実践ができ、道徳を知的学級で駒とし

て取るというのは本当に大変なことだと思うが、子

どもたち自身が苦手としているであろう道徳に積極

的に取り組んだことで、子どもたちにとって分かり

づらい目標を分かり易くして臨ませることにより道

徳の授業そのものが好きになったというのは素晴ら

しかった。 

・ 人や社会と関わる力の中において実践で取り組んだ
のはやはりコミュニケーション力。その中で 1 番良

かったと感じたのは、ピアワークの良さ・他校の子ど

もたちと関わる機会を持ったということ。協力学級

や他校の方と話しをするときに比べ、支援学級内で

は子どもたち同士が普段から会っているためコミュ

ニケーションがとれており活発。ところが支援学級

から 1 歩外に出るとそのコミュニケーション力がど

うしても低くなりがち。それがピアワークの良さ、同

じ障害を持っている子どもたち、それも他校の子供

達と関わる機会を持てたということは大変良かった。 

・ 本来なら直接的な対面での関わりをしたかったであ

ろうが、コロナ渦でそれができずオンラインを使用

し実施したということ、そして交互に行うことによ

り、これから先もこのピアワークが可能性として非

常に広がると考えると、ぜひオンラインの活用もや

っていただきたい。これまでは移動距離を考えると

その間の授業内での空白時間ができるので他校との

支援学級同士の交流などに制限があるが、オンライ

ン実施だとその空白がなくなる。この分科会もそう

であるが決められた時間に設定することで、その場

にいながら交流したり、お互いに学習ができるとい

うことがオンライン実施の良さ。ぜひこれから先も

「オンラインの良さを活かしたピアワーク」という

ことで、同じ障害を有する支援学級の子どもたちと

の共同学習をぜひ深めてほしい。 

・ その良さについて、私自身が高等特別支援学校の管
理者時代に非常に感じたことがある。高等特別支援

学校は各方面の学校から多くの生徒たちが集まって

くるがその状況のなかで 1 番最初はお互い探り合い

をし自分たちが同じ実態の生徒であり同様な力なの

だと悟る。同じ障害を有する同じような状況と実態

の生徒たちが集まることにより、これまでほとんど

しゃべらなかった生徒たち、あるいはなかなか他者

との交流ができなかった生徒たちが喧嘩をするぐら

い本当に切磋琢磨することがある。これは中学校時

の申し送りを見ても今までそんなことをしたことの

ない生徒たちまで積極的に関わっていくのだが、そ

の中で喧嘩があるっていうことは喧嘩をするぐらい

相手を認めていることでもある。もちろんそこで生

徒指導的な場面もあるがお互いのぶつかり合いを経

験するということがとても大切である。それを経験

するからこそ社会に出た際に社会には色々な立場の

人たちがいて、そして色々な実態の人たちがいると

いう多様性をも含めて「認められるようになる力」の

基盤になってくる。その基盤ができるよう共同学習

をぜひ深めてほしい。 

・ すぐ協力学級との学習となるとどうしてもハードル
が高くなるので特別支援学級同士、オンラインによ

る繋がりの中で交流及び共同学習をこれから先も進

めていくことにより、彼らの社会参加や自立する力、

何よりも対話する力が伸びるのではないか考えてお

り、ぜひ実践をお願いしたい。 

・ そういうピアワークは自己理解・他者理解のために
もとても大切であり、ユニバーサルデザインの視点

での授業づくりへも繋がっていく。ピアワークを通

し得た成果を協力学級の中で活かすことにより、こ

の子たちの活動できる範囲がどんどん広がっていく

ので、その取り組みを是非これから先も続けていた

だきたい。 
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・ ピアワークの後と一回一回 2 回しか実施できなかっ
たとおっしゃっていたが、これからも特別支援学級

の中で他の先生方も今後より一層取り組むことによ

り集団へ参加する態度もより広がっていくと思う。

大まかにまとめると、今後、他校や協力学級での交流

及び共同学習を広げてゆくことでユニバーサルデザ

インでの授業づくりを教師間で共有できることに繋

がる。 

・ シェアリングタイムの設定もその 1 つ。やはり自分
の意見・相手の意見をシェアするということ、それも

サインをする、ということが非常にシンプルで分か

り易く、実践もしやすい。これを他の支援学級の先生

あるいは支援学校の先生方も同様に行ってもらうと

いうこと、これがそのままユニバーサルデザインで

の授業づくりの 1 つとして繋がっていくであろうと

思うとともに、質疑応答で「他の教科の方でも活かす

ことはできないか」とあったように、それができる様

になるであろう。 

・ 協力学級の中で他教科での共同学習は色々な準備、
特別支援学級での事前学習も増えていくが、ピアワ

ークとして他校との特別支援学級同士での共同学習

となれば、他の教科でもより実践へと繋がり易い。 

・ 何よりも、それを実施する際はお２人の実践だけで
はなく、特別支援学校にしても特別支援学級にして

も課題となるのが相手校そして協力学級との連携。

やはり教師間の事前調整が非常に大切であり、そし

て学級やそれぞれの特別支援学校内での学級・特別

支援学級での事前指導・事後指導が大事であるかは

承知しているが、そこを年間指導計画での時数をど

の程度確保するのか、学校としての体制作りとして

も今後の課題として挙がってきている。そのあとに

ユニバーサルデザインでの授業づくりが出て、実践

へと繋がると思う。協力学級での儀間先生の取り組

みは、交流及び共同学習の可能性を広げた取り組み

であった。 

 

最後に 

・ 交流及び共同学習で双方向での多様な場所で活動す
る機会を増やして行くことにより、生活する力が向

上する。そして他者とつながる機会を増やすことに

より、人や社会と関わる力を高めることができる。こ

ういうことを少しずつ更に広げていき深めていくこ

とにより、互いを尊重し合い互いを認めて学び合う。

そういう喜びにつながると子供たちの喜び、それか

ら教師の喜び・保護者の喜びにつながって、それによ

りあの喜びが心のバリアフリーへと繋がっていく。 

・ この分科会をとおして、本校でもこうした交流及び
共同学習を学校として進めていく体制づくりができ

るように、学校長として更に進めてゆく必要性、職員

は居住地校交流にしても校種間交流にしても、相手

のところに赴くのみならず自ずから積極的に一時間

授業を受け持つ姿勢を進めることのできる校内体制

づくり、そういうことを自分の中で更なる課題とし

て持つ必要性を今回学んだ。そうした問題提起を比

嘉先生、儀間先生にしていただいたことに誠に感謝

申し上げます。 

 

5. まとめ 

本分科会では「心のバリアフリーのための交流及び共

同学習」をテーマとし、特別支援学校や小学校・中学校の

特別支援学級から多くの参加があり、近年において意識

が高まりつつあるテーマであることがうかがえた。 

提案１では居住地校交流実施までの具体的な取り組

みとして、事前に対象児の実態について相手校との連携

を密にしたことでスムーズな交流へと繋がったこと、そし

て対象児がいつもと異なる集団の場においても持てる力

をしっかりと発揮することができたことについて報告を受

けた。提案２では道徳の授業を通して自分の考えを表出

し交流意欲を高めるための実践、そのためにシェアリン

グタイムを設定した活動や生徒の実態に応じた教具の工

夫、そしてモデル選択肢シートの活用を行い、生徒の変

容についてもアンケート結果に基づくデータにより明らか

になった。 

質疑応答では、交流に至るまでの連携・情報交換の仕

方や相手校での周知方法、教具の工夫についてなど運

営の仕方に関するものから、その後の児童生徒の様子

や他の教科への効果についてなど、報告の各箇所を深

く掘り下げた内容が各々からあり先生方の関心の高さが

うかがえた。 

指導助言では児童生徒の課題である８つの力につい

て大きく「生活する力」「人とかかわる力」と２つのグループ

に分け、今回の提案がどのグループのどの力に該当す

るのか、焦点を当てた論理的な解説があった。共同学習

についてもご自身の経験を踏まえてその良さについての

説明、またコロナ禍という近年の社会情勢のため今回の

研究大会もオンライン開催であるが、今後の交流及び共

同学習においてもオンラインの利点を活かして考えては

どうかとの助言もいただいた。 

心のバリアフリーにつながるように今回の提案を参考

にし、交流及び共同学習の積極的な実施、そのための体

制づくりを各学校とも進めてゆきたい。 

 

記録：具志 えり奈（島尻特支）・山内 淳子（北谷中） 
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Ⅰ 本校幼稚部の紹介 

 本校は沖縄県中部に位置し、知的障害を主障害とし

た幼稚部から高等部までの幼児児童生徒382名が在籍

している。幼稚部は９市町村を通学区域としており、

毎年入学選抜を経て３歳児・４歳児・５歳児の幼児が

入学してくる。県内にある幼稚部の特色として、年間

を通して保護者の保育参加を行っており、保護者が幼

稚部の活動に一緒に参加することで、幼児の情緒の安

定を図りつつ、よりよい教育を行うことをねらいとし

ている。また、本校では、外部の保護者等を対象に、

教育相談や学校見学、定期教育相談「にこにこタイ

ム」を行い、地域のセンター的役割を果たしている。 

 

 

Ⅱ テーマ設定の理由 

 幼児期は、自然な生活の流れの中で直接的・具体的

な体験を通して人格形成の基礎を培う時期である。幼

稚園教育要領解説(2018)によると、「幼児の生活のほ

とんどは、遊びによって占められている。（中略）幼

児の遊びは幼児の成長や発達にとって重要な体験が多

く含まれている」と示されており、幼児期における遊

びの経験がいかに重要であるかがわかる。また、幼稚

園教育要領第1章、第1節「幼稚園教育の基本」にお

いて、「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基

礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は、学校教育

法に規定する目的及び目標を達成するため、幼児期の

特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基

本とする」と示されている。ここでいう「環境」と

は、物的環境だけでなく、教師や友達との関わりを含

めた状況全てのことをいい、「環境を通して行う教

育」とは環境の中に教育的価値を含ませながら、幼児

が自ら興味や関心を持って環境に取り組み、試行錯誤

を経て、環境へのふさわしい関わり方を身に付けてい

くことを意図した教育である。さらに、幼稚園教育要

領改訂に伴い、『小学校との円滑な接続を図るため、

「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」を明確に

し、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよ

う努めるものとすること』と示された。 

令和２年度は、４歳児課程４名、５歳児課程６名 

の幼児10名が在籍、４名の教師で指導にあたった。

自由遊びにおいては、それぞれが自分の好きな遊びを

楽しみ、活発に動き回る様子がみられたが、設定遊び

においては、体力が続かず抱っこを求める幼児や、集

団の中に自分から入ることができず不安感の強い幼

児、砂や芝生、絵の具の感触を嫌がる様子がみられ

た。これらの行動の原因として、これまで様々な遊び

を体験する機会が少なかったことや、障害特性からく

る集団参加の苦手さ、感覚の過敏さがあるのではない

かと考えた。 

そこで本研究では、年間を通して感触遊びを取り

入れ、そのための物的環境や人的環境等の環境構成に

努める。様々な感触の素材を用意し幼児の興味関心を

引き出したり、教師の誘いや友達の遊ぶ様子を見たり

して、「やってみようかな」という思いが芽生え、さ

らに「さわることができた」という自信へとつなげら

れるのではないだろうか。そのような体験を重ねてい

くことで、遊びの幅が広がり、さらなる意欲へとつな

がっていくのではないかと考え、本テーマを設定し

た。併せて、感触遊びにおける「幼児期の終わりまで

に育って欲しい姿」（以下“10の姿”と示す）の育ち

も報告したい。 

 

 

Ⅲ 対象児の実態 

10名の幼児の自由遊び及び感触遊び(＊で示す)にお

ける行動観察を行った。また、米国の心理学者、パー

テン(1932)の「遊びに関する発達段階」をもとに、現

在どの段階にあるのかをまとめた。ほとんどの幼児が

②一人遊び～④並行遊びの段階で、２～３歳ごろの遊

びの発達段階であることがわかった。 

表１ 幼児の実態 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やってみたいな」という思いを育む遊びの実践 

～「環境の工夫」や「感触遊びを通して育む“10の姿”」の視点を取り入れて～ 

美咲特別支援学校 教諭 玉城 紘子  

Keyword：感触遊び, 環境を通して行う教育, 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 

 

 
幼児の実態 

遊びの 
発達段階 

Ａ

児 

・一人遊びが主だが、友達のいる遊具で遊びを楽し

む姿も見られる。 

・玩具を手に持って歩いたり、口にくわえたりして

遊ぶ。 

＊感触遊びでは、抵抗なくさわることができるが、

安全面に配慮が必要。 

①何も

してな

い行動 

②一人

遊び 

Ｂ 

児 

・音の出るおもちゃや絵本が好きで、よく耳に当て

て遊ぶ姿が見られる。 

・入学当初は誰もいない空間で遊ぶことが多かった

が、７月ごろから友達のいる空間でも遊べるよう

になってきた。 

＊泥のように手にくっつく感触は少し抵抗するが、

他の感触遊びでは意欲的。 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

Ｃ

児 

・一人遊びの段階。 

・おもちゃ(ミニカー等）を横一列に並べたり、積み

重ねたりして遊んでいた。 

＊感触遊びでは、砂や泥に自分からふれることがで

きる。 

②一人

遊び 
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Ⅳ 指導の実際 

1. 指導計画 

本校幼稚部では、教育課程の基本方針を踏まえ、

健康、人間関係、環境、言葉、表現、の５領域に加え

て幼児の障害に対応する側面から自立活動が設けられ

ている。それらを相互に関連させながら、幼児の実態

に合わせ、排泄や着替え等の生活に必要な活動及び遊

びの部分も、すべて『遊び』を通して総合的に指導し

ている。今年度から職員の担当制は設けず、全職員で

全幼児にかかわり、支援・指導している。また、活動

中には自由遊び（幼児のやりたい遊び、自発的・主体

的な活動）と設定遊び（感触遊び、運動的遊び、季節

や行事に関した遊び、造形的遊び等）の両方を取り入

れている。下記に示すのは、昨年度(令和２年度)の設

定遊びに関する年間計画である。 

 

表２ 令和２年度 年間計画 

※昨年度（令和２年度）は5/22より新学期が開始。 

 

 

2. 指導の実際 

(1) 題材名：水遊び 
 子どもの様子 考察（環境の工夫や手立て） 

 〇ほとんどの幼児が水の感触に

対して、抵抗がなく、自分か

ら水に触れて遊んでいた。 

△声を出したり笑ったりなど、

楽しんでいる様子だが、設定

された場所を目的なくウロ 

 ウロしたり、一人で遊んでい

たり、他の幼児がベランダか

らいなくなってから遊び始 

 める幼児がいた。 

 

 

 

 

〇初めてすべり台を滑るときに

は緊張している様子だった

が、一度滑って「楽しい」こ 

 とがわかると自分から何度も

滑っていた。 

△もう一度滑るには、ぬれた芝

生を歩かないといけないた

め、嫌がる幼児がいた。 

〇教師と一緒に何回かぬれた芝

生を歩くと、だんだんと感触

に慣れ、少しずつではあるが

抵抗が減っていった。 

〇自ら水中に入り楽しんでいる

姿がみられた。 

 

 

 

 

・水鉄砲やホース(シャワーの

ように水が出てくる）、ビニ

ールプール、たらい、洗面 

 器を用意した。水の感触にも

慣れてきたので、「もっと子

どもたちの距離が近くなっ 

 たり、同じ空間で遊べるよう

に」と考え、室内にあったす

べり台をビニールプールの 

 中に入れ「ウォータースライ

ダー」のように遊べるよう環

境を工夫した。 

 

 

・ベランダが滑りやすかったた

めマットをひいたり、水遊び

が終わるたびに洗浄したり 

 するなど、安全面や衛生面に

も配慮した。 

・すべり台という子どもたちの

大好きな遊具を設置すること

で、「もっとすべりたい」と

意欲的な様子が見られた。ま

た、不安感からすべり台の頂

上で立ち止まっている幼児も

いたが、他の幼児が楽しそう

に滑っていく様子をみたり、

教師と一緒にすべる体験をす

ることで、自らチャレンジす

る姿がみられた。 

・「もっとすべりたい！」とい

う思いが、苦手な感触(濡れ

た芝生）にも「歩いてみよ 

 う」という思いへ変化したの

ではないかと考えられる。 

 

 

 

 

６月 実態把握・散歩 11月 
寒天・ぷるぷるボール遊

び 

７月 水遊び・ぬたくり遊び 12月 遊具（外）遊び 

８月 水遊び・片栗粉遊び １月 
たこあげ・ぷるぷるボー

ル遊び 

９月 
片栗粉遊び・どろんこ遊

び 
２月 公園遊び（散歩・遊具） 

10月 
小麦粉遊び・パン粉遊

び・どろんこ遊び 
  

Ｄ

児 

・一人遊びの段階で、ストローやクレヨン等、同じ

ものを集めたり、コロコロ転がしたりして遊ぶこ

とが好き。 

・入学当初は誰もいない空間で遊び、他児が来ると

その場を離れることが多かったが、少しずつ友達

がそばにいても遊び続けるようになってきた。 

＊感触遊びでは、初め嫌がることもあるが、慣れる

と自分から手を伸ばす。 

①何も

してな

い行動 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

Ｅ

児 

・トランポリンや追いかけっこ等、体を動かす遊び

が好き。 

・入学当初は、初めての経験や集団活動に不安な様

子で、大きな声を出すことが多かったが、６月ご

ろからは笑顔が見られるようになってきた。 

＊初めての遊びは見通しが持てず不安感を示すが、

慣れてくると自ら手を伸ばす。 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

Ｆ

児 

・一人遊びが多く、トランポリンに乗り、歌絵本を

聴きながらジャンプして楽しむことが好き。 

＊感触遊びが好きで、手足で触れたり道具を用いて

進んで遊ぶことができる。 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

Ｇ

児 

・体を動かすダイナミックな遊びが好き。 

・人に対して興味が出てきており、他児のいる所に

寄って行ったり、好きな遊具に一緒に乗ったりし

て遊ぶ。 

＊感触過敏があり、感触遊びは苦手。 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

⑤連合

遊び 

Ｈ

児 

・ままごとや粘土が好き。 

・一人遊びを楽しむが、教師の手を引き、トランポ

リンや大玉遊びに誘う。 

＊ベチャッとした感触は苦手だが、粘土状にすると

自分で遊びを楽しむ。 

②一人

遊び 

④並行

遊び 

Ｉ

児 

・粘土やお絵描き、製作等の静の活動や、プラズマ

カーやトランポリン等の幼稚部内の遊具を活用し

て動の活動等、様々な遊びを楽しむことができ

る。 

・自ら友達や教師を遊びに誘い、友達や教師とのか

かわり遊びを楽しむ。 

＊ベチャッとした感触は苦手だが、様々な遊びの経

験を通して、感触も楽しめるようになった。 

④並行

遊び 

⑤連合

遊び 

Ｊ

児 

・ブランコやハンモック等の揺れる遊びや、トラン

ポリンやジャングルジム等、体を動かして遊ぶこ

とが好き。 

・一人遊びが主で、見通しの持てない未経験の活動

に抵抗を示す。 

＊感触過敏があり、感触遊びは苦手だが、挑戦する

ことができるようになってきた 

②一人

遊び 

 

＊
だ
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ウォーター 
スライダーを 

設置 
環境を再構成 
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(2) 題材名：土（どろんこ）遊び【土→泥水・どろん

こ→築山】 
 子どもの様子 考察（環境の工夫や手立て） 

 〇土の感触の時には、手足や洋

服が汚れないためか、さわれ

る幼児が多かった。 

△ホースで畑に水   

を入れ、泥水の  

状態にすると、    

泣きだす、大き  

な声を出す、そ 

の場から離れる、身動きが取 

れなくなる等、様々な幼児の 

姿がみられた。 

〇抵抗する幼児が多い中、小さ

いバケツや

カップ等を

使ってどろ

んこを自分

の体につけ

て遊んだり、他の幼児と道具

の貸し借り（取り合い）を 

 する様子がみられた。 

〇「泥水」というよりは、

「水」の感触を楽しんでいる

幼児もいた。 

 

 

〇築山を作ってすべり台のよう

に坂も作ると、教師の誘いを

受けて滑ってみようと意欲的

に感触を楽しむ幼児がいる一

方、不快感を示す幼児もい

て、１回目と同じような様子

であった。 

・砂場セット（バケツやスコッ

プ、アイスクリームカップな

ど）や、洗面器を用意し、土

やどろ、泥水の感触を楽しめ

るよう、環境を工夫した。 

・土（どろんこ）遊びは、見た

目（茶色になる）や、感触

（ドロドロとした手触り） 

 で、幼児にとってより抵抗が

大きかったように感じた。そ

れは、非日常の体験だった 

 ため、幼児にとって初めての

体験となったことも考えられ

る。 

・そこで、２回目の土（どろん

こ）遊びの時には、築山のよ

うなものを作り、環境を 

 再構成することにし 

 た。 

 

 

 

 

・頂上からすべったり、上り下

りができるように築山を作っ

たが、不快感を示す幼児にと

っては、「汚れることが嫌」

という拒否感が強かったので

はないかと考えられる。 

(3) 題材名：パン粉遊び【パン粉→パン粉粘土→色付

きパン粉粘土】 
 子どもの様子 考察（環境の工夫や手立て） 

 〇最初、パン粉を踏んでザラザ

ラした感触のためか嫌がる幼

児がいたが、何度もふれる 

ことで少しずつ慣れていっ

た。 

〇パン粉が入っている大きなた

らいに入ったり、自ら洗面器

に入ったパン粉を何度もこ 

ぼしたり拾い集めたりして遊

ぶ様子がみられた。 

 

 

 

〇上から下へと粉をパラパラ落

とす様子をじっと見たり、落

ちてくる粉の下で「さわって

みたい」と手を広げる様子が

みられた。 

〇パン粉粘土では、丸めてボー 

ル状にして投げて遊んだり、  

粘土を触ったり指で押してみ 

たりしていた。 

〇自ら粘土で数字を作ったり、

教師に粘土で生き物を作って

もらいジェスチャーで表現 

 したりする幼児がいた。 

 

 

 

・土（どろんこ）遊びに比べ

て、手足がよごれないこと

や、パンのいいにおいがする

こと、これまでに片栗粉遊び

や小麦粉遊びを経験している

こと等から、あまり不安感や 

 抵抗感を抱くことなく、遊ぶ

ことができたと考える。 

・「上から下へと何度も粉を流

す(落とす）」動作を教師が繰

り返すことで、子どもたち 

 が少しずつ興味を示し、手を 

出してパン粉を触ってみよう

という気持ちを引き出して 

 いた。（研究授業助言より） 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の後半で、着色料（食 

紅）入りのパン粉に水を加え 

たことで、色と感触が変わ 

り、さらに遊び(活動）が広 

がった。 

 

(4) 題材名：寒天・ぷるぷるボール遊び 
 子どもの様子 考察（環境の工夫や手立て） 

 〇自ら手を伸ばして触ったり、 

 においをかいだりしていた。 

 

 

 

〇ほとんどの幼児が教師の促し

がなくても遊び、夢中になっ

て遊ぶ様子がみられた。 

 

 

 

 

〇設定遊び以外の時間でも、ぷ

るぷるボールで遊びたい！」

と教師にクレーン動作で 

 伝える幼児もいた。 

・100円ショップで吸収ビーズ

(ぷるぷるボール）を購入し

た。前日にビーズを水に入れ 

 でふやかしぷるぷるボールを

準備した。 

・寒天を水で溶かして熱し、そ

れを冷蔵庫や冷凍庫で冷やす

ことで、ゼリー状やシャーベ

ット状の寒天を準備した。ま

た、寒天の中に着色料(食

紅）やぷるぷるボールを入

れ、視覚的にも楽しめるよう

工夫した。 

・似たような感触の寒天とぷる 

ぷるボールを組み合わせるこ 

とで、幼児の好きな感触の題

材であったと感じた。100円

ショップで購入することがで

きるという点も、家庭での遊

びへとつなげることができ、

手軽に遊べる題材であったと

感じた。 

 

 

3．感触遊びの中からみられた“10の姿” 

 前述したように、様々な素材を用いた感触遊びを実

践し、環境を工夫することで子どもたち遊ぶ様子にも

変容がみられた。そこで、感触遊びを通した子どもの

姿を“10の姿”から多面的に読み取っていきたい。 
“10”の姿 ⼦どもたちの育ち 

☆健康な心と体 ○水や粉などで五感を刺激され、心地よさを感じ 

 ることで心が解放され安定する。 

○自分のやりたいように心も体も十分に働かせ、

没頭して遊び込む。 

☆自立心 ○試行錯誤や工夫をしながら挑戦し、時には助け

てもらったり励ましてもらったりして、「やっ

てみようかな」と遊びを経験する。 

○達成感や満足感が、「できた」という自信につ

ながり、「もっとやってみよう」という自立心

が養われていく。 

☆協同性 ○同じ空間にいても一緒に遊べる。 

○自分の思いを受け止めてくれる人が周囲にいる 

ことにより、心が安定し、協同性の基礎が育 

まれる。 

☆道徳性･規範意

識の芽生え 

○場の共有をする中で、順番を守って遊ぶことや

「かして」といって、玩具の貸し借りをする

ことを教師と一緒に体験する。 

☆思考力の芽生  

 え 

○音や感触などを五感で確認する。 

○「この粉、サラサラしてて気持ちよさそう」

「どろんこはさわりたくないな」などのイメ

ージから、「なに？」「さわってみようかな」

と興味を示して確かめていく様子みられた。 

☆言葉による伝

え合い 

○言葉によるコミュニケーションは難しくても、

教師が子どもの思いや欲求を受け止め、「楽し

いね！」「さわれたね」「どろどろだね」な

ど、気持ちを代弁することで、受け止めても

らった安心感ややりとりの心地よさを感じ、

言葉への関心を育んでいく。 

☆豊かな感性と

表現 

○自ら形や色、音、感触、匂いなど多様な物や素

材とふれあうことで、感覚の発達が進み、感

じたことを体で表現する様子がみられる。 

○泣いたり笑ったりするなどの子どもの素朴な表

現を受け止めることで、表現する喜びへとつ

なげられるようにする。 

＊
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Ⅴ 成果と課題 

1. 成果 

(1) 一人遊びや並行遊びの段階で感触過敏がある子ど

もたちにとって、「いろいろな遊びを体験するこ

と」「友達と同じ空間でも遊べること」「感触を楽

しむこと」等がねらいとなってくる。感触遊びは

体験する中でだんだんと興味を持ち始め、夢中に

なっていく遊びであったと考える。 

(2) 経験不足や障害特性からくる感触の過敏さ、集団

活動の苦手さなどが課題となり、初めの頃は感

触遊びに消極的な幼児や抵抗する幼児も多かっ

た。そこで、素材を工夫したり遊びの中で遊具

等を用いたりする等、物的環境を再構成するこ

とで、チャレンジし、自らふれる姿がみられ

た。 

(3) 水遊び、どろんこ遊び、パン粉遊びに関しては、

２回以上継続して実践した。どの幼児も１回目

よりも２回目以降のほうがスムーズに遊び始め

ていた。１回同じ遊びを体験することで幼児が

見通しを持てたことや、「触れた」という自信か

ら「もっとやりたい」という意欲へとつながっ

たためだと考えられる。抵抗が強かったどろん

こ遊びでも、２回目は設定された場所(畑）から

離れる幼児が減っていた。 

(4) 「教師間の連携」も重要であると考える。幼稚部

では遊びを通した活動を中心としており遊びを

通して幼児一人ひとりに応じた課題達成に向け

て取り組み、「指導」ではなく、あくまで遊び」

として幼児にとって楽しい空間になるよう心が

けている。教師が一人、前に出て進行するCT

や、子どもたちの後ろでサポートするSTのよう

な形で遊びを進めることは少なく、教師一人ひ 

とりが幼児とかかわり、一緒に遊んだり促した

りしている。そのため、下校後は計画から評価

まで常に話し合いを持ちながら個に応じた課題

や変容、かかわり方、言葉かけ等を共通確認し

ている。遊びの中でも、幼児が遊ぶ様子に変容

がみられたり初めてできた時などはその場で教

師間で共有し、みんなですぐに幼児をほめるこ

とで、幼児自身が「できた」喜びを少しでも実

感できるようにしている。 

(5) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点

で振り返ることで、幼児の育ちをより多面的に

捉えることができた。 

 

2. 課題 

(1) 「環境を通した教育」の充実を目指し、物的環境

や人的環境を整えていく。感触遊びをはじめ

様々な遊びを計画・実践し、遊びの幅を広げて

いくことで、幼児の「やってみたいな！」とい

う思いを大切にしていきたい。 

(2) 小学校や小学部への入学の際、個別の教育支援計

画等を用いた引き継ぎが主である。これから

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の

姿）を活用し、幼児期の育ちをよりわかりやす

いように伝える方法を検討していきたい。 

(3) 小学校や小学部への接続も見据えながら、幼稚部

での遊びを通した学びが深まるよう、これから

も幼児と共に遊んでいきたい。 

 

 

《引用・参考文献》 

・藤林清仁 2013 『土粉遊びが発達支援に与える影響』 名

古屋経営短期大学子ども学研究論書第5

号 

・近藤直子 2017 『子どものかわいさに出あう 乳幼児期の

発達基礎講座』 クリエイツかもがわ 

・幼稚園教育要領解説 2018 文部科学省 

・パーテンの分類 

https://slidesplayer.net/slide/11418802/ 

・關章信 兵頭惠子 髙橋かほる 2019 

         『遊びや生活のなかで“10の姿”を育む 

          保育 事例で見る「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」』 
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Ⅰ 目的 

１. はじめに(何が問題で何を目指すのか)  
 本園は、沖縄県八重瀬町に位置し緑豊かな公園と伝

統芸能の盛んな地域で認可園として 41 年目を迎える。 

平成30年 4月３法令が改訂され保育所指針では、

それぞれ育ちゆく発達過程を大切にしながら、乳児か

ら小学校以降へつながる「育みたい資質・能力」、就学

前には｢幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿｣

が示された。 

 これまで本園は、保育者が設定した一斉的でみんな

が同じ経験を前提とした保育目標が多かった。障がい

児保育では、加配保育士を中心に集団に沿う援助が中

心で、子どものこだわりや切り替えの苦手さに対して、

集団になじむための配慮を巡らせていた。保育指針や

園内研修を重ねていくうち、保育を「環境を通して行

う保育、子どもの主体性や多様性を尊重する保育｣に

転換しつつある。 

今回Ａさんの実践から、特性への理解や発達過程を

踏まえた保育を進めたことで、Ａさんは仲間や活動へ

関心が広がり、自己発揮につながったのではないかと

考え、本研究のテーマとした。 

２. 研究の目的(箇条書き、結果や考察との関連） 

・Ａさんの保育実践から、子どもが主体性を発揮しな

がら仲間と共に育ち合うための援助や関わり・行事の

在り方について考える。 

・障がいのある子どもの育ちを支えるため、園と家

庭・行政（町心理士）との連携の充実を図る。 

 

Ⅱ 方法 

１. 対象児Ａさんついて(診断名と子どもの特性) 

Ａさんは、町の発達検査を受け3歳児から入園。

後に自閉症スペクトラム（知的な遅れなし）と診

断。好奇心旺盛で色合わせや秩序のある遊びを好み

没頭。集団より個別の活動を好み、人懐っこい性

格。時には、思いが通らないと葛藤を見せ、大人の

援助を必要とする。 

２. 入園時のＡさんと保護者、保育者の関わり 

＜保護者＞入園前面談では発達検査をもとに、Ａさん

が言葉でのやりとりや集団行動が苦手で新しい環境

に馴染めるか等の心配をされていた。 

＜Ａさんの姿＞新しい環境に笑顔で登園。カラー積み

木や色合わせの遊びに没頭する。遊びの環境を気に入

り親しみを持って遊ぶ。 

＜保育士＞Ａさんが新しい環境に慣れ、安心できるよ

う遊びを見守り、生活面ではＡさんのペースに合わせ

た個別の対応を心掛け、信頼関係を深めていった。 

＜保護者＞毎日笑顔で登園する姿に安心を見せる。 

３. 個別支援計画と保護者・行政との連携(図1) 

 Ａさんの個別支援計画主な内容。保育園と保護者と

の連携、町の巡回相談も得ながら３者で進めていく。

 

図１ 個別支援計画と保護者・行政（町心理士）との連携 

４. 特性に配慮した環境作り 

□遊びコーナーのある環境     

□一人で落ち着ける環境 

□視覚的時間と声の物差し 

              写真 落ち着ける環境 

５. 保育実践 

(1) 個の遊びの充実期、興味のあること・遊び・人に

関心を持つ時期（3歳児～4歳児） 

同じ色や形を揃えた遊びを楽しむ時間を充実させ、

生活面では周りの様子に気付かせながら、気持ちの切

り替えや必要に応じ援助を行っていく。絵本を自ら手

に取ることを好み、文字への興味が芽生える。 

時には友達に思いが伝わらず癇癪を起すこともある

が、保育者は｢自分の気持ちを表現できている」｢友達に

興味が出てきている姿だね｣と読み取り、成長の過程と

して一つ一つ丁寧に関わることを心掛けた。 

【エピソード１】好きな遊びを通して個がつながる 

４歳児１月、Ａさんが文字を読めるようになると、ク

ラスでカルタの読み手を担当する。ＢさんはＡさんが

文字を読むことが得意なことに気付き「自分も読んで

みたいから半分ちょうだい」と話し、Ａさんは「いいよ」

と笑顔で答え共に遊び始めた。保育者はＡさんがＢさ

子どもが主体性を発揮しながら共に育ち合う保育をめざして 

～個の世界の充実とクラスの仲間との行事～ 

                    社会福祉法人大伸福祉会のびる保育園  園 長 外間 尚美  

  保育士 上原 望未  

              Keyword：個と集団, つながる, 行事, インクルーシブ保育                      

 

Keyword : 〇〇〇〇, 
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んと折り合って遊べたことや、Ｂ

さんもＡさんが大事にしているカ

ルタへの思いを尊重し『半分ちょ

うだい』と話したことにお互いの 

成長を感じた。          写真 カルタ遊び                

(２) 個と仲間、遊びや関わりを深め集団として発展

する時期（５歳児） 

５歳児８月、園庭では鬼ごっこがブームとなりＡさ

んは自ら「仲間にいーれてー」と集団遊びに加わった

り誘ったりして遊ぶ。 

【エピソード２】友達と一緒が楽しい、葛藤と折合い 

５歳児２月友達３～４名ですごろく遊び。Ａさんは

スタートの位置を自分が好きな色から進めたいと友

達に主張、女の子達は｢それはずるい！｣と譲らず、Ａ

さんの表情は曇る。保育者は仲立ちが必要になったか

と思ったが、Ａさんは葛藤を見せつつも保育者の援助

を断り、友達の思いを受け入れ楽しそうに遊んだ。 

これまで仲の良い友達は、Ａさんに合わせる事が多

かったが、Ａさんはいつもと違うメンバーに対し自分

から折り合いをつける経験とな

った。“自分から折り合いをつけ

る”は町の心理士から専門的なア

ドバイスであったため、保育者も

意識して様々な関係性を組み合

わ せ た 結 果 だ っ た 。       

写真 すごろく遊び 

【エピソード３】「一人一人が輝く行事」 
5歳児２～３月、クラスでは子どもたちの得意なこ

とが増え、ダンス(エイサー)や製作、絵や文字、Ａさ

んは大きな声で文字を読むことが得意である。保育者

は「向いている方向はそれぞれだが、一つの目標を作

ることで同じ方向に向かっていけるのではないか？」

と考え、卒園期行事では「創作版大きなかぶ」を行う。 

「エイサーの曲は何がいい？」子ども達は自らプレ

ゼンテーションを行い、振り付けも意見を出し合う。

当初Ａさんも誘うが興味はあまり示さない。構想が形

になってきた頃、製作した紙芝居の読み手役にＡさん

が意欲を示したため、仲間も｢Ａさんが上手｣と推薦。

他にも得意な大縄跳びとお気に入りの｢しりとり」を

組み合わせることで自信となり挑戦できた。 

行事当日、Ａさんは保護者の前で仲間と紙芝居や号

令役、しりとりしながらの大縄跳びなど喜んで参加す

る。Ａさんが持ち前の明るさで

堂々と自己発揮し行事の先陣

をきった事は、仲間たちに大き

な安心感を与えた。Ａさんの保

護者や周りの保護者も我が子

やクラスの成長を共感し合った。  写真 行事                 

Ⅲ 結果(指導の実際とその結果) 

Ａさんにとっては、不安な世界であったはずの新し

い保育園。入園当初は、内面的世界に没頭することで安

心を得ていたと思われる。保育者は、Ａさんの安心感に

つながるよう好きな遊びコーナーを用意し、それを共

有する存在として援助を行った。園生活の流れや時間

に対しては視覚情報を用いたことや、不安の高まりに

応じてクールダウンの場を設けたことも環境調整で効

果的であった。 

仲間と共に過ごす園生活の中で、Ａさんの内面世界

はカルタやしりとり等文字への興味・関心へ広がり、得

意なことの一つとなった。このことに気づいた仲間が

声を掛け合う姿は、個の世界から仲間との関わりへと

育っていった。Ａさん自身も、得意な表現手段を得たこ

とで、友達と世界を共有するコミュニケーション力を

押し広げる結果となった。時には、Ａさんと仲間のトラ

ブルも起こるが、だからこそ個にとっても集団にとっ

てもお互いを理解するチャンスとして見守った。保護

者ともＡさんの成長だけでなく課題も共有し、新たな

関係性を築いていった。また、町心理士による巡回相談

では、Ａさんの少し先の成長を見通した専門的なアド

バイスが保育者の方向性の支えとなった。 

個の成長を可能にするには、集団を育てることも重

要である。園行事では、それぞれの得意なことを子ども

が主体的に関わり合う姿や、Ａさんも集団の一人とし

て役割を担ったことは、自身の達成感や他者から認め

られる経験となれた。保育者も子ども主体の活動にお

もしろさを感じ、保育者主導では得られないインクル

ーシブな活動へと発展した。 

 

Ⅳ 考察（課題や今後の展望等） 

 保育園では、障がいのある子も含めて今後も多様な

子ども達と出会う。Ａさんの実践から得られた“個が安

心して過ごすために必要な援助や環境の重要性”や“子

どもが主体性を発揮し自らの課題に挑戦し乗り越える

力”は、就学以降にもつながる「育みたい資質・能力」

として、障がいがあるなしに関わらず全ての子どもの

保育で保障していきたい。 

障がいのある子を含め保育所保育指針では「個別の

指導計画をクラス等の指導計画と関連付けておくこと

が大切」とある。今回の研究で、保育実践と指導計画の

関連性がまだ明確となっていないところも見られたの

で、今後相互作用を深めていく。また、学校の特別支援

教育を学び、さらに保育の充実を図っていきたい。 

≪参考文献≫ 

・厚生労働省『保育所保育指針解説』フレーベル館 2018  

・浜谷直人他『多様性がいきるインクルーシブ保育』ミネルヴァ 

 書房 2020             
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第７分科会 「早期教育」 

テーマ「『幼児期の終わりまでに育って欲しい姿』を 

踏まえた教育の在り方」 

司会：金城 麻衣子（島尻特支）・仲村 弘美（名護特支） 

運営：前原 愛・金城 哲・金城 優子（西崎特支） 

 

1. 提案の要旨 

(1)玉城 紘子（美咲特支） 

～「やってみたいな」という思いを育む遊びの実践～ 

・ 入学選抜により３～５歳児が入学。 

・ 保育参加による保護者と教師の共通理解や情報交

換。 

・ 地域の保護者を対象に教育相談や学校見学を行う。 

・ 様々な遊びを体験する機会の少なさ、障害特性から

くる集団参加の苦手さ、感覚過敏などの課題から、

年間を通して取り入れた感触遊びを設定。 

・ 物的環境や人的環境の環境構成に努め、幼児の興味

関心を引き出し、「できた」という自信に繋げる。 

・ 排泄や着替えなどの生活に必要な活動および遊び

の部分も、「遊び」を通して総合的に指導。 

・ 水遊びやどろんこ遊び、パン粉遊び、寒天遊びなど

の感触遊びの実践紹介。 

・ 環境の工夫により幼児の遊ぶ様子の変容が見られ

た。 

・ 感触遊びの中から１０の姿（健康な心と体・自立心・

道徳性・思考力・豊かな感性・共同性・言葉による

伝え合いなど）が見られた。 

① 成果 

・ 抵抗が強かった幼児に対して、素材を工夫したり遊

具を用いたりする等、物的環境を再構築することで、

チャレンジし、自ら触れる姿が見られた。 

・ 教師間のきめ細かい連携ができた。 

・ 活動の見通しや自信をもつことで意欲的に遊ぶこ

とができていた。 

② 課題 

・ 幼児期の育ちをより分かりやすく伝える方法 

 

(2)園長 外間 直美・保育士 上原 望未 

 （社会福祉法人大伸福祉会 のびる保育園） 

～子どもが主体性を発揮しながら共に育ち合う保育を

めざして～ 

・ 子どもの主体性や多様性を尊重する保育への転換。 

・ 主体性を発揮しながら仲間と共に育ち合うための

援助や関わり・行事の在り方について考える保育実

践。 

・ 遊びコーナーや一人で落ち着く空間、クールダウン

の場など、特性に配慮した環境作り。 

・ 自閉症スペクトラム児一人を対象に実践。 

・ （３～４歳児）個の遊びの充実期、（５歳児）個と

仲間、遊びや関わりを深め集団として発展する時期。 

・ 友達との関わりが増えることで、時には思いが伝わ 

らず、癇癪を起こしたが、リフレーミングで気持ち

を落ち着かせた。 

・ 保護者との情報共有の大切さを実感した。 

・ 町の心理士から、先を見通した専門的なアドバイス

（３～４ヶ月に一度巡回がある）により保育者の方 

向性の支えになった。 

・ 行事を通して、子ども主体の活動を楽しむ姿が多く

見られるようになった。 

・ 仲間とのトラブルは互いを理解するチャンス 

① 成果 

・ 園生活の充実と環境調整が幼児の安心に繋がった。 

・ 個と集団の育ち合いで、互いの成長が深まり、保護

者と共有の場となれた。 

・ 保育園・保護者・行政との連携は、幼児の成長に繋

がり、保育者の保育の方向性の支えとなった 。 

② 課題 

・ 振り返りの中で、個と集団の育ちを指導計画との関

連付けが明確でない事があった。保育の可視化で深

め、個別の指導計画をクラス等の指導計画と関連づ

けたい。 

・ 学校の特別支援教育を学び、保育の充実を図りたい。 

 

2. 質疑応答 

(1)の提案について 

Ｑ：寒天ぷるぷるボールはどこで買えるのか？  

Ａ：セリアで購入。大小ある。口に入れる児童もいる

ので、実態を見ながら行うこと。 

Ｑ：幼稚園教育要領が示す共同性、児童の関わりを育

むための支援をどのように行っているのか？ 

Ａ：一人遊びを思い切り楽しむことをしながら、少し

ずつ場所を区切って設定遊びを行うようにしてい

った。空間を少しずつ広げたり、人を増やしたりも

した。友達とのかかわりが大好きな子もいるので、

キーパーソンにして声かけをしてもらうなど、児童

相互の関わりに慣れるようにした。 

 

(2)の提案について 

Ｑ：保育ウェブは特別支援学校でも活用できそうで、

とても素晴らしいと思う。もう少し補足して欲しい。

支援の必要な幼児にだけするのか。 

Ａ：保育ウェブはクラス全体の姿を現すのが目的。中

心となるのは今の時期の興味関心がどのようにお

こっているのか、それぞれを「見える化」する。支

援を必要な子はどのような状況で、周囲とどのよう

に繋がっているのかを見る。明日の保育や来月の保
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育計画を立てる事にも役立ち、実践的だと感じてい

る。 

Ｑ：保育ウェブは、他の保育園でも活用しているのか。 

Ａ：保育指針の改定により、様々な専門家の中で保育

ウェブのなかで主体性を可視化するのがブームに

なっている。地域の他の幼稚園等とはまだ連携は行

っていない。互いの保育デザインの勉強会をしたい。 

Ｑ：定期的に保育ウェブを作っているのか。どのぐら

いの頻度、どれぐらいの職員が作成しているのか。 

Ａ：月に一度行われるクラスミーティングの際に活用。

また、行事の時に取り組んでいる。気になる子がい

る時なども、その子を中心に作成し、保育を振り返

っている。 

Ｑ：町の心理士はどの保育園にもいるの？ 

Ａ：町の巡回相談、年に２～３回訪問してくれる。 

町内、認可保育園に来てくれるので、必要な時に助言

がある。実践の繋がりが強くなったと実感している。 

 

3. 指導助言 

沖縄県立西崎特別支援学校 

校長 與儀 達子 

(1)の提案について 

 子どもたちの感覚遊びは大切。これを機会にして友

達との関わりがとても必要。苦手な感覚もあるので、

子どもの様子を見ながら、個別の対応をして欲しい。

乗った時には、違う広がりを見せても良い。 

 色遊びを通して、色が混ざる様子を発見し、広げて

いく等、遊びの中から広がりをイメージしていくとお

もしろい。ただ、どろんこ遊びは、土にアレルギーを

持つ子もいるので、気をつけて欲しい。 

 吸収ビーズは口に入れて誤飲して、体の中でふくら

み大きな事故になるので、年齢など子どもの実態に応

じて、確認しながら進めて欲しい。遊びの中でも次に

つながる、小麦粉→パンなど、パンがオーブンの中で

ふくらむのを見ている児童がいた。化学反応に興味を

持つ子もいた。 

 幼児期の終わりまでに育って欲しい姿が見られた。 

 

(2)の提案について 

 自閉のお子さんも集団の中で育ちたいという要求は

ある。「自閉症の僕が飛び跳ねる理由」。自閉の子はど

ういう反応したらいいかわからない困り感がある。苦

手なものはみんな持っているので、それはそれで受け

とめて、互いに補えるような学習ができたら、意欲に

つながる。 

 以前、保育園で知能検査して2カ年関わった子がい

る。軽度の知的があったが、１年目と２年目で変容が

ある。先生方の対応で子どもは伸びる。特別支援教育

は教育の基本。 

 

 指導要領にある３つの柱は具体化されて記載されて

いる。その「めざす１０の姿」は生きる力を培う基礎

の部分である。調和的に見える化、意識化しながら子

どもの良さを認めながら、意欲や自信をもてるように

育てる。 

「子どもの自主性はどう育つか」 

自分で決められる子になる３つの言葉がある。 

・ どうしたの？・どうしたいの？・何か手伝えるこ

とはある？ 

・ 保育者の声かけで主体性が育まれていく。 

「ピンチを乗り越える力」 

・ 自己肯定感・社会性・ソーシャルサポート 

・ 自己肯定感は、大人になってからトレーニングし

ても上がらない。子どものうちから育てることが

大切である。遊びの中で「自分はできる」と感じ

させる。 

 「自立」を意識して欲しい。大人になって働いて給

料をもらって･･･だけでなく、障害者はできないことが

いっぱいある。できないことも分かっていて、人に対

して「助けて。」と言えることが自立。誰かの助けで乗

り越えられる。それが、幼児期の終わりまでに育って

欲しい力の一つ。 

 保護者との連携が一番大切。将来、親が責任をもた

ないといけない。保護者も小さいうちから育ちを見届

ける必要がある。ノウハウを共有しながら育てている。 

 早期教育の大切さを日々感じている。 

 昔と違い、今の１年生は座って学習でき、給食も食

べている。早期教育がしっかりしてきた証拠である。 

 

4. まとめ 

・ 美咲特支の提案では、「やってみたいなと思いを育

む遊びの実践」、環境の工夫や感触遊びを通して児

童の主体性を育む実践を学ぶことができた。 

・ のびる保育園からは、「子どもが主体性を発揮しな

がらともに育ち合う保育を目指して」について重要

な提案がなされた。 

・ 質疑応答では、とくに「保育ウェブ」に関しては特

別支援学校でも参考になるのではないかという先

生方の関心の高さが見られた。 

・ 早期教育の大切なキーワードなど、「自己肯定感は

早期教育で育てる必要がある」ことを実感した。具

体的なアドバイスを頂いた。 

 

記録：安里とよみ(真嘉比小)・神里真弓(銘苅小)・ 

與那嶺園江(南風原小)・大城公子(具志頭小学校) 





参加者およびアンケート

沖縄県
特別支援教育
研究会
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令和3年度 第49回研究大会 レポート

幼稚園・幼稚部・保育園

小学校・小学部

中学校・中学部

高等学校・高等部

保護者・ご家族

その他

0 20 40 60 80 100 120

31
2

69
77

105
6

例年通り対面式の研究大会を実施してほしい
3%

できれば対面式の研究大会が望ましい
3%

どちらとも言えない
22%

コロナ禍のため今年度はオンラインでも仕方がない
12%

次年度以降もオンラインで実施してほしい
59%

1. 事前参加申し込み

342名（Zoomレポート、校外のオンライン参加者数）

閲覧数 1,292　利用者数 420 
       （Google Analytics、期間：12/4-1/25）

2. 当日の参加者

3. オンデマンド配信ページ

567件（Microsoft Forms）

4. アンケート結果（回答数61、期間：12/17-1/25）

開会行事

記念講演

第1分科会「日生・寄宿舎・自活」

第2分科会「生活単元学習」

第3分科会「作業学習・キャリア教育」

第4分科会「教科別指導」

第5分科会「自閉症・発達障害への支援」

第6分科会「交流及び共同学習」

第7分科会「早期教育」
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(1) 所属

(3) オンラインでの実施について

平均評価 4.28／5

(2) 満足度
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(4) 前の質問でそのように答えた理由

• スケジュールを調整しやすいこと。 
• オンデマンド配信によって後からでも確実に見ることができること。 
• 学校外に出なくても、研究会に参加できるのはありがたいです。 
• 移動の手間がなく、参加しやすい。わからないことを調べることもできるので便利。 
• 教室で生徒に課題を与えながら、会議に参加できるので良かったです。ガソリン代の節約にもなるし、駐車場の
確保も大変だろうし、今後はオンラインでできることは、どんどんやっていくべきじゃないですか！　準備をな
さった先生方、大変なご苦労があったかと思いますが、おかげさまで素晴らしい分科会を持つことができたと思
います。ありがとうございました！ 

• 学校にいながら必要とする研修が受講できる。 
• 移動の距離がない分、参加しやすいです。 
• 離島校のため、沖縄本島開催だと参加が難しくなるから。 
• 離島なので参加しやすかったです。 
• 学級をあけて参加するとなると１～２時間が限界。オンラインだと移動時間がいらないので参加しやすい。 
• 例年通り、会場に集まっての研究会の開催もしつつ、また、今回のようにオンラインでも視聴できるようにして

いただけると、一時的に業務を離れて講演会に参加することもでき嬉しいです。 
• 開催場所までの距離、時間、移動等の確保が難しい 
• 記念講演には申し込んでいましたが、授業も持ち時数が多く分科会に参加したくても無理かなと思い申し込みで

きませんでした。しかし空きの時間に分科会①に参加でき視聴できてラッキーでした。出張だと確実に参加でき
ませんでした。次年度もオンラインがありがたいです。オンデマンドで各分科会も視聴できたらありがたいで
す。 

• 自由に自分の持ち授業に応じて、参加・退席できるので、よいと思う。 
• 参加しやすいと感じました。 
• 勤務校の時間割調整が難しく、支援学級所属の生徒がクールダウンしたい時に対応できる職員がいないため、 

教室から参加できてとても助かったからです。 
• 学校にいながら研修を受けることができたので、合間に学級にも戻り、担当児童の様子を見たりすることができ

たので、とてもよかった。 
• 移動の時間ロスもなく、参加できるのでギリギリまで生徒と関わることができるので、とても助かります。 
• 業務の兼ね合いで対面式では参加が難しい場合もあるので、オンラインで開催していただけると参加しやすいと
思いました。また、オンデマンドで直接参加できなかった分科会を後日視聴できる点もオンラインならではのメ
リットだと考えます。 

• 平日開催なので、オンラインであれば、、授業の補充や、移動時間などを気にすることが減り、参加しやすい。 
• じっくり視聴できました。 
• 新しい情報を得る機会であること、県内の実践を学べる県内最大の研究会であるので、事務局は大変だと思いま

すが、継続していただきたい研究会です。 
• 移動の負担が少ないため。 
• 対面よりオンラインがよい。会場への移動時間などとれないが、オンラインで行うことで当日参加や、オンデマ

ンド配信などがあると、参加していない分科会も聞けるのであれば、さらに学びを深めることができるので。 
• 会場移動への時間がかからない。 
• オンラインの方が、映像や音声がはっきりしている。 
• なかなか休みをもらって参加するのが難しいが、校内で参加できたので良かった。話が聞きやすく、資料も見や

すい。のちにオンデマンドで見直しができたり、他の分科会も見ることができる。 
• 途中からでも参加できるようになっていてよかった。 
• オンラインでも話していることが伝わる。 
• 授業を抜ける時間が少なく参加しやすい。 
• 離島からだと参加できる職員数に限りがあるため（学校で開かれる研究会のように、授業の見学や校内の雰囲気

など、直接でしか味わえないものがあれば参加という形も良いと思います） 
• 他の研修が重なった場合でも発表が聴けるというのはいいと思います。申込制にして、後で期間限定のオンデマ

ンド配信をしていただけるといいと思います。 
• 移動の負担がないので、細かい時間の利用ができる 
• 移動時間が無く便利。 
• 移動時間がない分、校内で時間調整をし、色々な分科会に参加できたのが良い。

① 「次年度以降もオンラインで実施してほしい」

② 「コロナ禍のため今年度はオンラインでも仕方がない」

• 直接話のできる対面式の研究大会の方がいいけれど、コロナ感染予防のためにはオンライン開催でもいいと思い
ます。ただ、今後コロナの沈静化が進むならば本来の対面式大会の実施を望みます。 

• できれば対面式が望ましいですが、今年度に限っては、コロナ禍もあり、オンラインに賛成です。 
• 従来通りの対面式ができればよかったですね。感染症対策としては、オンラインは正解だと思います。また、感
染症対策に関係なく、オンラインでの開催については、会場に参加できない状況でも参加ができるという利点が
ありました。録画での視聴が今後可能なら、多くの関係者に発信して録画視聴をさせていただきたいです。 

• 特別支援教育に関わる先生方と互いに顔が見える形での研究大会を望みますが、この状況では仕方ない。また、
オンラインでもできるんだなとも感じた。
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④ 「できれば対面式の研究大会が望ましい」

• オンライン開催は学校にいながら参加できるため、その点ではとても良い。参加しやすくなった。反面、やはり
対面の方が話が頭に入ってきやすいと感じる。 

• コロナ禍なので今の状況ではベストな方法だと思います。でも、もし社会情勢が落ち着けば、参加者のみなさん
の表情等も見ながら発表できればとも思います。

③ 「どちらとも言えない」

• 今回、初めての参加なのでオンラインでの実施しか経験がないので比較ができないのですが、あと学校にもよる
と思うのですが、当日、子どもを迎えて、途中で抜けて、報告し、報告が終わるとまたすぐ学級にもどらないと
行けないという状況でしたので、提案者や司会者等はなかなかハードなのかなと思いました。各学校で対応等は
変わってくると思いますが。それがもし当たり前なのであればこの意見は無かったことにしてください。 

• 会場で関係職員間でコミュニケーションをとって情報交換や共有し、講演を拝聴できればという考えと、気軽に
オンライン拝聴できるメリットを考えるとどちらとも言えない。 

• 今回は都合により、記念講演のみへの参加とさせていただきました。ありがとうございました。 
• 今後は、対面式での研究会・講話とオンラインでの実施のハイブリッドで行っていただくと有り難いです。対面

式の場合、その場にいることによって協議も活発になりより研究が深まるかと思います。一方で、オンラインで
配信いただくと、遠方からの参加であったり、実際に会場へ参加出来ない場合にも、貴重な情報が得られる機会
となります。 

• 事務局の運営は大変かと思いますが、オンライン（ライブとオンデマンド配信）の両方をお願いしたいです。 
• メリット：行事で職員の少ない中、補充対応が厳しかったが、オンラインだと話がギリギリまで聞けたのでよ
かった。 

• デメリット：パソコンがあまり得意ではないので、トラブルになった時あせってしまう。 
• 今回初めて、研究大会に参加しました。コロナ禍であることもあり、オンラインでの開催は助かりました。平日

ということで、受け持っている子どもたちの実態から、協力学級に一日預けての対面式での研究大会には参加が
厳しい状況です。なので、どちらとも言えないと答えました。 

• 今回、はじめての参加だったため、比較がしにくいです。ただ、オンラインだと、移動に時間がかからないため、
離島からの参加がしやすかったです。 

• 視聴者側は慣れない道を行く必要も無く、オンラインでも分かりやすい話が多かったから。ただ、停電等の心配
や機器に不安があるので、発表者側は大変だと思います。 

• オンラインは移動がないなど長所はたくさんある。しかし今回、予想外の停電が起きると対応が困難なため。 
• 対面では、会の後でもいくつか質問ができる。オンラインではスライド等の資料が見やすく、発表者の声が聞き

やすい（ヘッドセットの場合）など、それぞれの場合でのメリットもあるが、遠距離の場合の移動や今回の停電
のように不足の事態での対応に不安がある。 

• 記録用だとは思いますが、各プログラムで録画をしているので、一定の期間を決めて視聴可能なアーカイブとし
て再度見直しができると嬉しい。 

• オンラインでも良いと思うが、研究授業も見たいなと感じました。 
• オンライン配信では多くの人が参加しやすく、プレゼン資料も間近で見やすく集中しやすいのですが、質問がし

にくいかもしれません。質問を事前に受け付けておくとかもあり得るのでしょうか。 
• 今回は、コロナウィルス感染防止対応の為、オンライン開催であったが、事務局が対面式と比べ負担感の度合い

は分からないので、どちらともいえない。参加（視聴）する人にとっては、オンラインは助かるのかな・・・ 
せっかくやるのあれば、対面式が望ましいかな（分科会等での質疑応答が増えるかな） 

• 今回の停電の件や顔を見えない中での発表や司会はどうなんだろう？と思ったので…対面式でのメリット、オン
ラインでのメリットがあるのでどちらとも言えないです。

⑤ 「例年通り対面式の研究大会を実施してほしい」

• 自分もそうなんですがパソコン操作が苦手なので。対面式のほうが細かなニュアンス等がわかると思います。 
• 研究を提案された先生方に、質疑をしたい。さらに直接、感謝と賞賛を述べたい。
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(5)ご質問・ご感想

• 運営お疲れ様でした。九特研と同じ報告時間にすることは可能でしょうか？または、報告時間を15分から20分
程度と幅を持たせる等。オンラインで実施していただいたことや、報告する場を設けてくれたこと、すごく感謝
しております。本当にありがとうございました。 

• 今回、発表の内容は良かったが…幼稚部の入試業務（願書受付日・判定会議）の日にリハーサルがあり、しっかりした打ち
合わせもできないまま当日を迎えとても不安でした。今後は、県の入試等の日程も考慮して行って欲しい。 

→ 貴重なご意見をありがとうございます。しっかりと引き継ぎ、次年度以降の大会運営の参考にいたします 

• 停電というトラブルへの対応も含めて、お疲れ様でした。大変勉強になりました。例年のように、要項などは冊子として今後
配布の予定はありますか？（資料として学校用で保管したいので）なければ、データでいただいているので校内にてファイ
ル化して保管します。 

→ 今年度は大会要項の一部と分科会の記録等をまとめ、大会集録として冊子を作成いたします。例年、参加費を徴収した
上で参加者へ冊子を配布しておりますが、今年度は参加費の設定がないため、参加者の皆様には後日ホームページを通
してPDFファイルにて配布予定です 

• 記念講演に関して、分藤視学官に質問です。教育支援申請において通級指導教室を希望しても、地域の学校に通級指導
教室が設置されていない場合、通常学級や支援学級に配置されることがあります。今日の講演の中で「一人一人の教育
的ニーズに最も的確に応える指導を提供できるように」とありますが、現状としてはニーズに適切に応えられていないように
感じています。診断や発達特性等により通級指導教室が適切と思われる子どもが増えつつある中で、通級指導教室設置
へのハードルが高い印象を持っています。支援学級（知的や情緒）のように公立学校に全校配置ということは難しいので
しょうか？この件について分藤視学官の考えや今後の方向性について具体的に教えていただければと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。 

→ 通級による指導の教員配置については平成29年度の法改正により基礎定数化されており、沖縄県教育委員会の学校人事
課もこれに従って通級による指導（通級指導教室）の設置を行っています。各学校においては、通級による指導が必要
であるとされた児童生徒数とその実態を踏まえて申請を繰り返す必要があろうかと思います。 

• 大変ためになりました、準備・発表・運営等、多くの先生方に感謝します。ありがとうございました。オンデマンドで視聴できる
のを楽しみにしています。次年度からの高等支援学校の入試改革が突然行われることになり、中学校や小学校の支援担
当の先生方は困惑しています。何か現場のリサーチがあったのか、決定までのプロセスも見えずに従うことに違和感があり
ます。こういう問題について、話し合ったり、意見を出し合ったりする場はないのでしょうか？研究大会とは違う問題かもしれ
ませんが、研究会で県に意見することは、できないのでしょうか？入試改革担当は、知的障害や特別支援教育のことを知ら
ない人がやっているとしか思えません。改革が必要な理由が、現場の声ではないように思います。改革が必要なら、現場を
混乱させるのではなく、段階を踏んでやって欲しいと思います。研究会で、現場の声を届けて欲しいです。 

→ 本事案の背景には、特別支援学校の高等部および高等支援学校の生徒数の増加と実態の変化があるようです。沖縄県教
育委員会では、当初の説明から中学校等の意見を聴取し、実施時期については令和7年度を見込んでいるとの情報があ
ります。今後も教育委員会からの情報を収集し、適切な進路指導に尽力することが求められます。 

• 小学校でも取り組めるエッセンスをいただきました。製作学習（ベンチづくり）やプログラミングの話しがとても興味深いも
のがありました。質問１　自尊感情測定（東京版）アプリもしくはFormsがあるといいなーと思いますが、作られていますか？ 

→ お調べしましたが、インターネット上には公開されていないようです

• 提案者の皆様お疲れ様でした。 
• このような状況の中でも研修や大会を開催していただき、ありがとうございます。 
• とても勉強になりました。 
• わかりやすい講義ありがとうございました。 
• 発表の先生方お疲れ様でした。まとめ方もわかりやすく参考になりました。ありがとうございました。 
• 本校でも、実践できそうな内容もあり、大変参考になりました。ありがとうございました。 
• 運営、係の先生方、トラブルがあったにも関わらず、素晴らしい大会、本当に本当にお疲れ様でした。 
• 普段聞けない校種の先生の話が聞くことができて、よかった。運営の先生方、お疲れ様でした。 
• とても参考になる実践報告で、勉強になりました。ありがとうございました。 
• 離島校でありますが、講演会を聞く機会を頂きありがとうございました。たいへん良い講演を聴くことができました。 
• オンデマンドは再生速度が選択できるので、時間を短縮して多くの動画を視聴することができました。 
• 小・中学校での取り組みについてあまり知る機会がないので、とてもよかったです。 
• 日々の業務を振り返り、確認し、さらに学びの多い研修会でした。感謝申し上げます。 
• 学校見学と授業見学ができないのは残念だったが、オンライン開催でも十分な研修の機会と感じた。 
• Zoomの音声がとぎれて最後まで聞きたかったです。11:30〜12:00の間、停電していたことで仕方がないのですが… 
• 急な停電のアクシデントはありましたが、前準備から当日の運営等、とても丁寧な対応で助かりました。 
• 記念講演の内容がむずかしく感じました。 
• 移行期における進学時の引き継ぎも重要なポイントであるので気をつけて取り扱っていきたい。

①ご質問と回答

②ご感想
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• 途中児童の対応で席を外した時間もあって、全部は参加できませんでしたが、二件の実践報告をお聞きして、子
どもたちが進んで学習に取り組む様子がすばらしいと感じました。私自身も、今後、活動を交えた学習を増や
し、子どもたちが生き生きと学習できる場を作りたいと思います。 

• 第1分科会「日常生活の指導・寄宿舎指導・自立活動」のみの参加になりましたが、両者とも素晴らしい実践発
表で、自己肯定感を高めるために様々な工夫がありました。寄宿舎の取り組み「二週間目標」や作業の中から教
科に繋げていく例など、小学校でも参考にできるところがたくさんあると感じました。この時期で、担任が参加
できなかったのですが、今回の実践を紹介しながら、自立活動について考えていきたいと思いました。ありがと
うございました。 

• 第1分科会の司会担当させていただきましたが、当初、前半の司会を担当なさる予定だった先生が、機器のトラ
ブルで対応できずに、急遽、こちらで対応することとなりました。各学校、ネット環境などの状況が違うかと思
いますが、確実な会議環境の確認が課題になるかと感じました。とりあえず、司会が2名いて良かったです。 

• 令和５年度、発表校に当たるということで、視聴しました。すごく勉強になりました。八重山地区の発表では、
課題を把握→要因は何か→考察→検証と、一人一人をしっかり見て、できることを増やしていく。その具体的な
取り組み方も明確でした。大変参考になりました。金武中の発表も、一つの取り組みを、地域につなげていく、
きっと子供達の自信につながったと想います。両校とも素晴らしい発表でした。ありがとうございます。 

• 通級や特別支援学級の状況、また、今後の在り方等について確認させていただきました。また、各教科の視点で
もって、特別支援学校の教育課程が編成されることの重要性について、再確認させていただきました。御講話あ
りがとうございました。事務局の先生方もお疲れ様でした。 

• 分藤先生のお話分かりやすく勉強になりました。私も市町村の就学支援委員会に参加しております。学びの場を
考える大切な会議でありますが、どのような子が支援学校の対象なのか、支援学級対象の子なのかなど、委員会
のメンバーのとらえ方がまちまちであります。就学支援に携わるメンバーは「障害のある子供の教育支援の手引
き」「756号通知」を熟読する必要性を強く感じました。 

• 分科会のみの参加になりましたが、とても参考になりました。記念講演や他の分科会については、添付されてい
た資料を読んでいきたいと思います。また、子供たちの実態に応じて、実践できるものは参考にさせていただき
たいと思います。 

• 私は知的・複式学級担任です。在籍生徒には中度知的の生徒さんから小学校は情緒学級で過ごした子、IQが高く療育手
帳がとれない子も在籍しており、特別支援学校と高等学校入試に向けての教科指導など生徒の多様な進路選択に合わせ
ての指導に毎日苦戦しています。教育課程編成についても頭をかかえ、在籍生徒男子8人でその中には問題傾向の生徒
もおり私の更年期障害も重なりヒステリックな日々を過ごしています。この研修において先生方の実践報告書にうなづきな
がら目を通し自分の情緒を整え、また頑張ろうと思えました。生徒の自立や社会参加に向けてこの子たちが将来笑顔です
ごせるよう今の学習が実生活で生かせるよう地道に計画をたて、粘り強く指導支援を継続していきたいです。分科会がオ
ンデマンドで視聴できたらありがたいです。実践報告をしてくださった先生方、講演をしてくださった分藤視学官、事務局の
先生方のおかげで有意義な研修となりました。本当にありがとうございました。 

• お二人の先生の実践発表とても素晴らしかったです。大変お疲れさまでした。自分の学級でも取り組んでみたいと思いま
す。簡単には行かないと思いますがチャレンジしてみます。 

• 運営や発表者の先生方、お疲れ様でした。他校の特別支援学級間の交流を考えていた中での実践報告、とても参考にな
りました。 

• お疲れ様でした。講演の内容は、たしかに私たちに必要な内容だが、私たちの困り感が解決しない気がした。また、分科会
も限定されていたので、他の分科会に参加したい気持ちもあった。 

• 初めてこのような大会に参加しました。とても、自身の学びが多く、職員へ還元したいと思います。事務局の皆さま、発表さ
れた先生方に感謝しています。ありがとうございました。 

• 第６分科会に参加させて頂きました。支援学級の生徒の交流学級の生徒に対する自己有用感が感じられず、道徳の授業
を通じて試行錯誤している中だったので、多くの示唆を頂きました。ありがとうございました。 

• 早期教育の分科会に参加しました。2本の提案はどれも子どもたち、一人ひとりを大切にしている実践であり、自分自身の
実践を振り返る機会となりました。特に保育園の発表の中から、チームで支援する支援学校にも大きな示唆となり勉強にな
りました。指導助言の達子校長から、子どもへの問いかける言葉のかけ方や自己肯定感は幼児期に育てるという助言が心
に残りました。 

• 各校の提案がとても勉強になりました。参加できなかった分科会の資料も添付されているため、後日確認し、今後の実践の
参考にしたいと思います。 

• 停電があったということでしたが、無事に最後までできて良かったです。運営に係わった先生方、ありがとうございました。分
科会提案や講演会、指導助言など、他校の実践を学ぶことができ刺激を受けたり、多くの学びを得ました。 

• 各分科会の発表は、大変勉強になりました。本校でも抱えている課題や悩みでもあったので、校内で共有し今後の指導に
役立てていきたいと思いました。記念講演は、少々、難しかったです。できましたら、他県での取り組みなど具体的な事例の
対処方法など教えていただきたかったです。 

• 文科省の先生の話は聞く機会かなかなかなく、新しい情報や流れなど詳しく聞くことができ、大変貴重でした。ありがとうご
ざいました。 

• 事前の準備から大変だったと思います。その上、急な停電トラブルへの対応など、事務局のみなさまお疲れ様です。お陰で
学びの多い研究大会になりました。オンデマンド配信もとても助かります。本日参加できなかった分科会も後日視聴し、学
ばせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

• オンラインではありましたが、自分にとっては多くのことが勉強になり、今後の指導に生かせる内容でした。提案された先生
や準備運営された先生方ありがとうございました。 

• 当日のハプニング等もあり、大変だったと思いますが、いつも丁寧に回答くださり、安心して発表に臨むことができました。
事務局の先生方をはじめ、関係者の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです！ありがとうございます！！
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テーマ 提案① 
（特別支援学校）

提案② 
（小・中学校）

提案③ 
（開催県）

司会 助言

１.日常生活の指導 熊本 福岡 沖縄 熊本・沖縄 熊本・沖縄

2.生活単元学習 福岡 佐賀 沖縄 福岡・沖縄 福岡・沖縄

3.教科別の指導 佐賀 長崎 沖縄 佐賀・沖縄 佐賀・沖縄

4.作業学習・進路学習 長崎 大分 沖縄 長崎・沖縄 長崎・沖縄

5.自立活動 大分 宮崎 沖縄 大分・沖縄 大分・沖縄

6.交流及び共同学習 宮崎 鹿児島 沖縄 宮崎・沖縄 宮崎・沖縄

7.自閉症・発達障害への支援 鹿児島 熊本 沖縄 鹿児島・沖縄 鹿児島・沖縄

1. 大会主題 

2. 開催趣旨 
　近年の高度情報化やグローバル化といった急速な社会的変化、また新型コロナウイルスの流行に伴う社会構造の

転換など、私たちはまさに予測困難な新時代に直面しています。そのような社会においても、子供たちが自らの生

きる力を高め発揮し、主体的に社会へ参加できるよう、特別支援教育においてはこれまで以上に質の高い教育の展

開が求められています。 

　また今次の学習指導要領の改訂では、幼・小・中・高等学校の教育課程との連続性が重視され、知的障害教育に

おいても育成すべき資質・能力の三つの柱に基づいて目標・内容が構造化され、各教科で段階ごとに目標が示され

るなど内容の充実が図られました。今後は「多様な学びの場」実現のため、各学校において各教科等の指導を一層

充実させるとともに、自立と社会参加に向けた一貫性・系統性のある学びを保障しなければなりません。 

　そこで今年度、本大会では上記を大会主題に掲げ、参加者の皆さまと共にこの教育課題について考えます。 

3. 日程 

4. 記念講演 

5. 会場 

6. 主催 

7. 共催（予定） 

8. 後援（予定） 

9. 分科会

新しい時代に生きる力を育む特別支援教育の展開 
〜一貫性・系統性のある学びの保障をめざして〜

11月10日(木)・11日(金)

全体会（１日目） 

アイム・ユニバースてだこホール

学校見学・分科会（２日目） 

　未定（複数校を設定）

沖縄県特別支援教育研究会

福岡県教育委員会　佐賀県教育委員会　長崎県教育委員会　熊本県教育委員会 

大分県教育委員会　宮崎県教育委員会　鹿児島県教育委員会 

沖縄県特別支援学級設置校校長会　沖縄県特別支援学校校長会　

講師　分藤 賢之 氏　文部科学省初等中等教育局 視学官 

演題「 未定 」

九州地区特別支援教育研究連盟　全日本特別支援教育研究連盟

令和4年度 

第56回 九州地区特別支援教育研究連盟 研究大会〈沖縄大会〉 
【開催概要】

《問い合わせ》 
沖縄県特別支援教育研究会　令和３・４年度事務局（大平特別支援学校内） 

TEL：098-877-4941　  FAX：098-876-4148  　MAIL：okitokuken@as.open.ed.jp
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浦添市大平1-27-1 沖縄県立大平特別支援学校内

098-876-4148098-877-4941

okitokuken@as.open.ed.jp

http://www.okitokuken-as.open.ed.jp

令和３年度 沖縄県特別支援教育研究会 役員

会長 

副会長 

会長補佐 

事務局長 

会計 

庶務 

監事 

大城 政之（大平特別支援学校 校長） 

大湾 悟（八重瀬町立具志頭中学校 校長） 

徳永 盛之（名護特別支援学校 校長） 

下地 靖子（大平特別支援学校 教頭） 

山口 飛（大平特別支援学校 教諭） 

廣渡 善治（大平特別支援学校 教諭） 

柴引 瑞乃（大平特別支援学校 教諭） 

呉屋 光広（名護特別支援学校 教頭） 

有銘 靖雄（島尻特別支援学校 教頭）

事務局校　大平特別支援学校

国頭地区小・中学校 

中頭地区小・中学校 

浦添地区小学校 

那覇地区小学校 

那覇・浦添地区中学校特別支援教育研究会 

島尻地区小・中学校 

宮古地区小・中学校 

八重山地区小・中学校

名護特別支援学校 

沖縄高等特別支援学校 

美咲特別支援学校 

はなさき支援学校 

大平特別支援学校 

島尻特別支援学校 

西崎特別支援学校 

宮古特別支援学校 

八重山特別支援学校 

中部農林高等支援学校 

陽明高等支援学校 

南風原高等支援学校 

やえせ高等支援学校

支部・研究会・特別支援学校
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